
第12章 自然科学分析

用や薬用となるハトムギが含まれるが、現時点では栽培種と野草のジュズダマとを完全に識別するには至っ

ていない。ただし、

と考えられる。

ここでは畑跡から検出されていることから、栽培種に由来するものである可能性が高い

5) その他

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含ま

れている可能性が考えられる。キビ族型にはヒエ属やエノコログサ属に近似したものも含まれており、 ウシ

クサ族Bの中にはサトウキビ属に近似したものが含まれている。これらの分類群の給源植物の究明について

は今後の課題としたい。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根

菜類などの畑作物は分析の対象外となっている。

（イ）植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群では、 ウシクサ族A、クマザサ属型、 ミヤコザサ節型などが検出され、 ヨシ属、 ススキ

属型、 ネザサ節型なども部分的に少量検出された。また、樹木（その他）も少量検出された。樹木は一般に

植物珪酸体の生産量が低いことから、少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。

以上の結果から、当時の調査区周辺はクマザサ属などのササ類やススキ属、 チガヤ属などが生育する比較

的乾燥した開かれた環境であったと考えられ、部分的にヨシ属が生育するような湿地的なところも見られた

と推定される。また、遺跡周辺には何らかの樹木が分布していたと推定される。

④まとめ

植物珪酸体分析の結果、 As-A直下の94区1号畑からは、イネ、 ムギ類（コムギやオオムギ）、ヒエ属 （ヒ

エが含まれる）、

が認められた。

ジュズダマ属 （ハトムギが含まれる）が検出され、 これらの穀類が栽培されていた可能性

当時の調査区周辺は、 クマザサ属などのササ類やススキ属、 チガヤ属などが生育する比較的乾燥した開か

れた環境であったと考えられ、部分的にヨシ属が生育するような湿地的なところも見られたと推定される。

また、遺跡周辺には何らかの樹木が分布していたと推定される。
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第206図 石畑遺跡94-1号畑の植物珪酸体分析結果
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第2節 植物珪酸体・プラントオパール分析

第26表 石畑遺跡における植物珪酸体分析結果
検出密度（単位： X100個／g)

地点・試料
分類群 学名 I 
イネ科 Gramineae (Grasses) 
イネ Oryza saliva (domestic rice) 21 

オオムギ族（穎の表皮細胞） Wheat husk Phytolith 
ヒエ属型 Echirwchloa type 
キビ族型 Paniceae type 14 

ジュズダマ属 Coix 

ヨシ属 Phragmites (reed) 7 

ススキ属型 Miscanthus type 
ウシクサ族A Andropogoneae A type 43 

ウシクサ族B Andropogoneae B type 

94区1号畑 (As-A直下）
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樹：：：ロロロニロ
おもな分類群の推定生産畳（単位：kg／吋．cm）
イネ Oryza saliva (domestic rice) 0.63 0.64 0.19 0.21 

ヒエ属型 Echinochloa type 0. 61 1.10 0.60 
ヨシ属 Phragmites (reed) 0.45 0.40 0.45 

ススキ属型 Miscanthus type 0.24 0.16 0.18 

ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa 0.10 0.10 0.03 0.03 

クマザサ属型 Sasa (except Miyakozasa) 0.48 0.32 0.29 0.70 0.29 0.32 

ミヤコザサ節型 Sas a sect. Miyakozasa 0.11 0.19 0.08 0.02 0.08 0.13 

タケ亜科の比率（％）
メダケ節型 Pleioblastus sect. Medake 
ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa 15 17 8 7 

クマザサ属型 Sas a (except Miyakozasa) 70 52 73 97 79 66 

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 15 31 19 3 21 27 

(7)尾坂遺跡におけるプラント・オパール分析

①試料

調査地点は、尾坂遺跡、 63-1号畑の北東部と北西部、南側平坦部および東壁北端の4地点である。分

析試料は、 1号畑北東部では南側より畝間、畝上部、畝下部、畝間の4点、 1号畑北西部では南側より畝間、

畝、畝間、畝、畝間の 5点、南側平坦部ではAs-A直下層 1点、東壁北端ではAs-A直下畑とその下層の 2点

の計12点である。

②分析結果

イネ、キビ族（ヒエ属型）、オオムギ族、ヨシ属、ウシクサ族（ススキ属型）、シバ属、タケ亜科（ネザ

サ節型、クマザサ属型、その他）について定量を行い、その結果を第27表、第207図に示した。

③考察

（ア）イネ科栽培植物の検討

本遺跡の試料からは、イネ、オオムギ族、ヒエ属型が検出された。以下に各分類群ごとに栽培の可能性につ

いて考察する。
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第12章 自然科学分析

1) イネ

イネは、 1号畑北東部の畝上部、畝下部、畝間、 1号畑北西部の北側畝、東壁北端のAs-A直下畑とその

下層から検出された。このうち、 1号畑北東部の畝上部では密度が5,200個／gと高い値である。したがって、

同遺構では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。その他の試料では密度が600~2,200個／gと比較

的低い値である。ただし、これらの遺構は直上をテフラ層で覆われていることから、上層から後代のものが

混入したことは考えにくい。したがって、これらの層の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われて

いた可能性が考えられる。

2)オオムギ族

オオムギ族 （穎の表皮細胞）は、東壁北端のAs-A直下畑から検出された。ここで検出されたのは、ムギ

類（コムギやオオムギ）と見られる形態のものである（杉山・石井， 1989)。密度は700個／gと低い値であ

るが、穎（籾殻）は栽培地に残されることがまれであることから、少量が検出された場合でもかなり過大に

評価する必要がある。したがって、同遺構ではムギ類が栽培されていた可能性が高いと考えられる。

3) ヒエ属型

ヒエ属型は、 1号畑北東部の畝上部、畝下部、畝間、 1号畑北西部の2箇所の畝と北側の畝間、南側平坦

部、東壁北端のAs-A直下畑とその下層から検出された。ヒエ属塑には栽培種のヒエの他にイヌビエなどの

野生種が含まれるが、現時点では植物珪酸体の形態からこれらを識別することは困難である（杉山ほか，

1988)。ただし、ここでは畑跡から検出されていることから、栽培種に由来するものである可能性が高いと

考えられる。密度は600~3,300個／gである。ヒエ属は葉身中における植物珪酸体の密度が低いことから、植

物体量としては過大に評価する必要がある。以上のことから、これらの遺構ではヒエ属（ヒエが含まれる）

が栽培されていた可能性が考えられる。

（イ）植生と環境の推定

上記以外の分類群では、全体にネザサ節型とクマザサ属型が多量に検出され、ススキ属型も比較的多く検

出された。また、部分的にヨシ属やシバ属も検出された。

これらのことから、当時の調査区周辺は、ネザサ節やクマザサ属などのササ類を主体としてススキ属など

もみられるイネ科植生であったと考えられ、ヨシ属などが生育する湿地的なところも分布してたと推定され

る。なお、畑土壌からネザサ節型やクマザサ属型が多量に検出されることから、肥料等としてこれらが利用

されていたことも想定される。

④まとめ

プラント・オパール分析の結果、浅間A軽石直下の畑遺構の一部からはイネが多量に検出され、稲作が行

われていた可能性が高いと判断された。また、部分的にムギ類（コムギやオオムギ）やヒエ属（ヒエが含ま

れる）が栽培されていた可能性も認められた。

(8)二社平遺跡における植物珪酸体分析

①試料

分析試料は、 二社平遺跡、中段トレンチ lの標準土層断面から採取された5点である。試料採取箇所を分

析結果の柱状図（第208図）に示す。

②分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を第28表および第208図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。
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第 2節 植物珪酸体・プラントオパール分析

第27表 尾坂遺跡のプラント・オパール分析結果

検出密度（単位： x100個／g）
1号畑北東部 ： 1号畑北西部 ！ 南側 ： 東壁北端

---------------------------------―̀-----------------------------------・--------,-------,-,--------------
類 名・名 ―料 畝間畝上部畝下部畝P：畝P 畝畝P 畝畝r:'坦部： AA直互．

イネ科 Gramineae (Grasses) • I : : : 
イネ Oryza saliva (domestic rice) I 20 52 15 6: '1 i i 
ヒエ属型 Echinoch/oa type I '1 10 '1 i 23 33. '1 i 14 i 
オオムギ族（穎の表皮細胞） Hordeae : i : 
ヨシ属 Phragmites I 13 22 j '1 j ! 
ススキ属型 Miscanthus type I 33 26 36 61 6 34 41 13 281 141 
シバ属 Zoysia 5 7 6 : : ; 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --- - - --- - - - - - - - - - - - - - - ---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --- - - - - - - - - --- - ----- - - - - - - - - ^-- - - - -i―--------------------------------------------:----------:------------------
タケ亜科 Bambusoideae(Bamboo) : : 

ネザサ節型 PleioblastussectNezasatype I 215 1'16 436 111 j • 31 23'1 122 106 7j 1 41'11 182 164 
クマザサ属型 Sasa (exceptMiyakozasa) type [ 65 16 109 3'1: '14 452 108 '13 85: 41 : 80 49 
その他 others 13 10 36 6 : 25 45 7、 26 43: 48: 7 12 
• - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --- - - --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --- --- - - - --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -」-- - - - - - - -」---- - - - - - - - - - - - ---

分類等 Unknown I 358 363 4'12 353: 1'13 486 230 251 228: _ Jj~ 
プラント・オパール総数 '122 659 1141 526: 309 12'1'1 514 -509 462: 8'15: 996 553 
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9 1 l l l l 

推定生産量（主な分類群）

尾坂遺跡プラント・オパール分析結果

米主な分類群について表示。

l•o.a,1ヽ •C●未瀾

〔イネ科〕

機動細胞由来：イネ、 ヒエ属型、 エノコログサ属型、 キビ族型、 ヨシ属、 ススキ属型（おもにススキ属）、 ウシ

クサ族A（チガヤ属など）、 ウシクサ族B（大型）

穎の表皮細胞由来：オオムギ族（ムギ類）

〔イネ科ータケ亜科〕

ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、 クマザサ属型（チシマザサ節やチマキザサ節など）、ミヤコザサ節型

（おもにクマザサ属ミヤコザサ節）、未分類等
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第12章 自然科学分析

〔イネ科ーその他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、未分類等

〔樹木〕

多角形板状（ブナ科コナラ属など）、その他

③考察

（ア）イネ科栽培植物の検討

本遺跡の試料からはイネ、オオムギ族、ヒエ属型、エノコログサ属型が検出された。以下に各分類群ごと

に栽培の可能性について考察する。

l)イネ

イネは、 As-A直下層（試料l)とその下層（試料2)から検出された。密度はいずれも1,000個／g未満と低い値で

ある。したがって、これらの層で稲作が行われていた可能性は考えられるものの、上層もしくは他所からの

混入の可能性も否定できない。

2)オオムギ族

オオムギ族（頼の表皮細胞）は、 As-A直下層（試料1)とその下層（試料2)から検出された。ここで検出されたの

は、ムギ類（コムギやオオムギなど）と見られる形態のもの（杉山 ・石井，1989)である。密度は1,500~2,100個／g

と比較的低い値であるが、穎（籾殻）は栽培地に残されることがまれであることから、少量が検出された場合

でもかなり過大に評価する必要がある。したがって、これらの層の時期に調査地点もしくはその近辺で、ム

ギ類が栽培されていた可能性が考えられる。

3)ヒエ属型

ヒエ属型は、 As-Kk混層（試料3)から検出された。ヒエ属型には栽培種のヒエの他にイヌビエなどの野生種

が含まれるが、現時点ではこれらを完全に識別するには至っていない（杉山ほか，1988)。また、密度も1,000

個／g未満と低い値であることから、ここでヒエが栽培されていた可能性は低いと考えられる。

4)エノコログサ属型

エノコログサ属型は、 As-A直下層（試料l)から検出された。エノコログサ属型には栽培種のアワの他にエ

ノコログサなどの野生種が含まれるが、現時点ではこれらを明確に識別するには至っていない（杉山ほ

か，1988)。また、密度も1,000個／g未満と低い値であることから、ここでアワが栽培されていた可能性は低い

と考えられる。

5)その他

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含ま

れている可能性が考えられる。キビ族型にはヒエ属やエノコログサ属に近似したものが含まれており、ウシ

クサ族Bの中にはサトウキビ属に近似したものが含まれている。これらの分類群の給源植物の究明について

は今後の課題としたい。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根

菜類などの畑作物は分析の対象外となっている。

（イ）植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群では、全体的に棒状珪酸体が多量に検出され、キビ族型、ヨシ属、ウシクサ族A、ネザ

サ節型、クマザサ属型なども検出された。また、 As-Cの上層（試料5)ではブナ科コナラ属などに由来する植

物珪酸体も検出された。樹木は一般に植物珪酸体の生産羅が低いことから、少量が検出された場合でもかな

り過大に評価する必要がある。おもな分類群の推定生産量によると、 As-Kk混層（試料3)より上位ではヨシ属
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が優勢となっているこ とが分かる。

以上のことから、 As-Cの上層からAs-A直下層までの堆積当時は、キ ビ族やテガヤ属お よびク マザサ属な

どのササ類が生育するイネ科植生が継続されていたと考えられ、As-Cの上層ではコナラ属などの樹木（落葉

樹）も見られたと推定される。また、 As-Kk混層より上層の堆積当時には、 ヨシ属などが生育する湿地的な

ところも見られたと推定される。

④まとめ

植物珪酸体分析の結果、As-A直下層およびその下層からは少量ながらイネやムギ類（コムギやオオムギ）

が検出され、調査地点もしくはその近辺でこれらの穀類が栽培されていた可能性が認められた。

浅間C軽石（As-C,4世紀中葉）の上層から浅間A軽石（As-A,1783年）直下層にかけては、ススキ属やチガヤ属、

およびクマザサ属などのササ類などが生育する比較的乾燥した開かれた環境であったと考えられ、浅間粕川

テフラ(As-Kk,1128年）混層より上層の時期には、ヨシ属などが生育する湿地的なと ころも見られたと推定さ

れる。

第28表 二社平遺跡の植物珪酸体分析結果

検出密度（単位： XlOO個／g)
地点・試料

分類群 学名

イネ科 Gramineae (Grasses) 
イネ Oryza sativa (domestic rice) 
オオムギ族（穎の表皮細胞） Wheat husk Phytolith 
ヒエ属型 Echi加chloatype 
エノコログサ属型 Setaria type 
キビ族型 Paniceae type 
ヨシ属 Phragmites (reed) 
ススキ属型 M如canth匹type
ウシクサ族A Andropogoneae A type 

タ—ケウ---亜シ--科ク--サ---族---B ------------------------B-aA-m-n-bd--rou-sp-o-oi-dg-e-o-an-e e-a-(-eB-B-am--切-b-oo翌--) -＿ -------------
ネザサ節型 Pie幻b/astussect Nezasa 
クマザサ属型 Sasa (except Miyakozasa) 
ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 
未分類等 Others 

ぞ函面る―イ沫藉―----•------....oih盃―----- - -- - -----•-----------•----

表皮毛起源 Husk hair origin 
棒状珪酸体 Rod-sha炉d

ー樹・・木・-・起未・・分源類等........・・............ArboOtreheal ~ ・・・・・・・・・--・-・・-・---・・・・・・・・・・・・ 
多角形板状（コナラ属など） Polygonal plate shaped (Quercus) 
その他 Others 
柑訊勿・ヤ・．I↑"”“  ヽ Total 

おもな分類群の推定生産量（単位：kg/nf •cm)
イネ Oryza sativa (domestic rice) 
ヒエ属型 Ech切ochloatype 
ヨシ属 Phragmites (reed) 
ススキ属型 Miscanthus type 
ネザサ節型 Pleioblastus sect Nezasa 
クマザサ属型 Sasa (except Miyakozasa) 
ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 

タケ亜科の比率（％）

ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa 
クマザサ属型 Sasa (except Miyakozasa) 
ミヤコザサ節型 Sasa sect. Miyakozasa 

標準土暦断面
I 2 3 4 5 

7 7 
15 21 

7 
7 
30 14 36 25 42 
15 21 14 6 
15 14 14 
82 55 28 38 111 
7 7 14 7 ・..... ------..---.. _ • -----.. ---.. ---............ -.... _..---......... 

14 21 19 
82 14 57 32 14 

7 
22 14 14 25 28 ..........-・・-・------------..... ・ ・........ ---...... ----....-・-・ 

15 34 6 7 
194 317 213 185 278 
484 564 441 369 306 . -----.. -.. --.. --.. -.. --.. --...... ---・ • -.. --.... ------• ---.. -.. 

7 
7 7 14 
984 1101 847 707 834 

0. 22 0.20 
0.60 

0.94 1.30 0.90 0.40 
0.18 0.17 0.17 
0.07 0.10 0.09 

0.61 0.10 0.43 0.24 0.10 
0.02 

39 19 28 
100 61 81 72 83 

17 
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ギ型口型 属ササザマヤ分皮
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型属サ
型節
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0 5万個／g
I I l l l I 

検出密度
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I I I I 
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タケ亜科の比寧

第208図 二社平遺跡標準土層断面の植物珪酸体分析結果
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l イネ東宮4 2 イネ下田 1

‘,' 
3 オオムギ族（穎の表皮細胞）東宮2

5 ヒエ属型下田3

宮

田
東

下

第2節 植物珪酸体・プラントオパール分析

写真2
`Jー

囀

．
 

4 オオムギ族（穎の表皮細胞）東宮 l

6 キビ属型東宮3

7 ヨシ属 9 ウシクサ族（大型）下田 l

À・飢，ぺべ

10 イネ科B 東宮2 12 表皮毛起源下田 4
50 JOOμ m 
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写真3

1 イネ 深堀トレンチ 7

3 イネ（側面）北地点 l

令。

入

5 オオムギ族（穎の表皮細胞）深堀トレンチ4

7 キビ属型 深堀トレンチ 3

東 宮

2 イネ 深堀トレンチ 6

4 オオムギ族 （穎の表皮細胞）深堀トレンチ2

呵”’

6 ヒエ属型 深堀トレンチ 1

8 ヨシ属 深堀トレンチ 5

9 ススキ属型 深堀トレンチ 5 10 ウシクザ族型 深堀トレンチ 2
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第2節 植物珪酸体・プラントオパール分析
写真4

11 ネザサ節型 深堀トレンチ 3 12 クマザサ属型 深堀トレンチ 5

50 100 μ ■ 

l イネ64区1号畑3

川原湯勝沼

2 イネ （側面）64区1号畑2

逢

3 キビ属型 64区1号畑2 4 ヨシ属 63区2号畑 1

｀
 ’’ 

5 ススキ属型 63区2号畑3 6 ウシクサ属型 63区2号畑2
50 100 μ●  
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写真5

7 イネ科A （くさび型）63区平坦部分

C
C
&
 • 

9 クマザサ属型 63区平坦部分1

• 
8 イネ科 （不明）63区1号畑 l

じヽ
ヮ

10 表皮毛起源 63区2号畑 1

-
-----文亨 巴 しえ991

ふ
？＇ 

11 棒状珪酸体 63区2号畑 1 12 多角形板状 （コナラ属など）63区2号畑2

50 100 μ ■ 

尾 坂

l イネ 1号畑北東部畝上部 2 イネ 1号畑北東部畝下部

IOOμm 
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第2節 植物珪酸体・プラントオパール分析

写真6

3 イネ東壁北端畑下層 4 キビ族 （ヒエ属型） 1号畑北東部 畝下部

5 キビ族 （ヒエ属型）1号畑北西部 畝部 6 オオムギ族東壁北端畑

7 ヨシ属 1号円形遺構 南側 8 タケ亜科 （ネザサ節塑）1号畑北東部 畝上部

9 タケ亜科 （クマザサ属型）1号畑北西部 畝部 10 ウシクザ族 （ススキ族）1号畑北東部 畝上部

11 ウシクサ族 （ススキ族）1号畑北西部 畝部 12 シバ族 1号畑北東部畝下部
lOOμm 
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写真7

l オオムギ族 （穎の表皮細胞）2 

3 ヒエ属型5

5 ヨシ属 2

7 ウシクザ族B2

二社平

魯

2 オオムギ族（穎の表皮細胞）2 

4 キビ属型5

6 ススキ属型4

，
 8 クマザサ属型5 50 100μ, 

疇
醗

9 棒状珪酸体4
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写真8

イネ
試料2

呵：—-日・

裟ゞ

ヒエ属型
試料2

ジュズダマ属
試料6

ウシクサ族B
試料5

クマザサ属型
試料4

イネ
試料2

ヒエ属型
試料5

ススキ属型
試料3

シバ属
試料1

、

畠

疹

ヽ
ミヤコザサ節型
試料1

オオムギ族（穎の表皮細胞）
試料4

キビ族型
試料6

ウシクサ族A
試料 1

ネザサ節型
試料6

:̀
9 

棒状珪酸体
試料5

石畑遺跡植物珪酸体の顕微鏡写真 50μm 
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第3節花粉分析

株式会社 古環境研究所

(1)はじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象として比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、遺跡

調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉などの植物遺

体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解されて残存していない場

合もある。

ここでは、植生や環境の推定および畑作物の検討を主目的として花粉分析を行った。また、尾坂遺跡につ

いては、寄生虫卵の観察を行い人糞施肥などの検討を加えた。

(2)試料

分析試料は、東宮遺跡、川原湯勝沼遺跡、尾坂遺跡の 3遺跡から採取された計22点である。

(3)分析方法

花粉粒の分離抽出は、中村(1973)の方法をもとに、以下の手順で行った。

1) 5％水酸化カリウム溶液を加えて15分間湯煎

2)水洗処理の後、0.5mmの飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

3) 25％フッ化水素酸溶液を加えて30分放置

4)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水してアセトリシス処理を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈泄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

7)検鏡 ・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300~1000倍で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)および中村(1980) を

アトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜属、節

および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（一）で結んで示した。イネ属について

は、 中村 (1974,1977) を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同

定しているが、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

(4)東宮遺跡①における花粉分析

①試料

試料は、 As-A直下の畑跡から採取された 1点である。

②結果

1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉10、草本花粉13、シダ植物胞子 2形態の計25である。分析結果を第29表に

示し、花粉数が100個以上計数された試料については花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを示した。

〔樹木花粉〕

モミ属、マツ属複維管束亜属、スギ、クマシデ属ーアサダ、クリーシイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、

ニレ属ーケヤキ、カエデ属、 トチノキ

〔草本花粉〕

イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ミズアオイ属、ソバ属、アカザ科ーヒユ科、ナデシコ科、アブラナ
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第3節 花粉分析

科、 セリ科、 タンポポ亜科、 キク亜科、 ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

2)出現状況

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉ではタデ属、イネ属型を含むイネ科の出現率が高く、

タンポポ亜科、 ミズアオイ属、 ヨモギ属、 アカザ科ーヒユ科の出現率がやや高い。栽培植物のソバ属の出現

率は、虫媒花であることを考慮すると高率といえる。樹木花粉ではマツ属複維管束亜属の出現率が高く、 コ

ナラ属コナラ亜属、 スギ、 クリーシイ属が伴われる。花粉は各分類群とも分解を受けて傷んでいる。なお、

寄生虫卵は検出されなかった。

③花粉分析から推定される植生と環境

草本花粉には環境の異なる 2つの植物群が混在している。多く出現するタデ属、タンポポ亜科、 ヨモギ属、

アカザ科ーヒユ科は、畑地などの乾燥した環境に生育する人里植物であり、 ミズアオイ属は水田雑草でもあ

る水湿地植物である。前者は、栽培植物のソバ属が出現することから畑地を示唆し、後者はイネ属型を含む

イネ科が出現することから水田を示唆する。

このことから、調査地点およびその周囲に畑地と水田が近接して存在していたことや、畑地と水田が輪換

されていた可能性が考えられる。畑地では集約性の高いソバの栽培が行われていたと考えられる。

周辺地域の森林植生は、 ニョウマツ類（マツ属複維管束亜属）の二次林が成立し、ナラ類（コナラ属コナ

ラ亜属）、 スギ、 クリーシイ属などの樹木が少し混在していたと推定される。
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第29表東宮遺跡における花粉分析結果

分類群 As-A下

学名 和名 畑跡

Arboreal pollen 樹木花粉

A199CS モミ属 l 

Pious subsen. D,i,loxy/on マツ属複雑管束亜属 37 

c”'Vtome,ia Javonica スギ 6 

Car,,inus-Ost,ya Javonica クマシデ属ーアサダ l 

C8Stanea cre99ata”Castanopsis クリ→シイ属 5 

Fasus プナ属 1 

Quercus subsen. l.epidobalanu< コナラ属コナラ亜属 10 

1Jlmus-Zelkova se,rn<a ニ レ属ケヤキ l 

Acer カエデ属 I 

Aesculus turbinata トチノキ ［ 
•-------------------------------------• ---------・ --·一 ー ー →一— ←. .. . . .← -.. 

Nonar恥 realpollen 草本花粉

Gramme8e イネ科 28 

°”'a砂 e イネ属型 ［ 

Cypernceae ヵャッリグサ科 I 

Monochoria ミズアオイ属 12 

Polysonum タデ属 35 

Fagop”um ソパ属 7 

Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科七ユ科 6 

Can,ophyllaceae ナデシコ科 ［ 

cruciferae アプラナ科 2 

Umbelliferne セリ科 3 

Lactucoideae タンポポ亜科 10 

Asteroideae キク漸科 2 

Artcmisia ヨモギ属
----• '"- ----- - -- - --- - -- ←← 一----·---------- - --- -- - - --- - ------ - -·- - -- -― - --7-
Fem spore シダ植物胞子・

Monolate type spore 単条溝胞子

Trilate[ype spore 三条溝脳子

Arboreal pollen 樹木花粉

Nonerboreal pollen 草本花粉

Total pollen 花粉総数

Unkn呼 npollen 未同定花粉

Fem spore シダ植物胞子

Helminth eggs 寄生虫卵 一
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(5)東宮遺跡② （深堀トレンチ）における花粉分析

①試料

試料は、深堀トレンチで採取された 9点である。試料最終箇所を分析結果の柱状図に示す。

②結果

1)分類

出現した分類群は、樹木花粉21、樹木花粉と草本花粉を含むもの 3、草本花粉14、シダ植物胞子 2形態

の計40である。分析結果を第30表に示し、花粉数が100以上検出された試料については花粉総数を基数とす

る花粉ダイアグラムを示した。

［樹木花粉］

モミ属、トウヒ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科、サワグルミ、

ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属ーアサダ、クリーシイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属一

アカガシ亜属、ニレ属ーケヤキ、エニキ属ームクノキ、サンショウ属、カエデ属、 トチノキ、シナノキ属、

ニワトコ属ーガマズミ属

［樹木花粉と草本花粉を含むもの］

クワ科ーイラクサ科、バラ科、ウコギ科

［草本花粉］

イネ科、イネ属型、カャッリグサ科、ソバ属、アカザ科ーヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ属、アブラナ

科、ワレモコウ属、セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

［シダ植物胞子］

単条溝胞子、 三条胞子

③花粉群集の特徴

花粉の比較的多かった試料 1、2、3、7の花粉群集の特徴より、下位より I帯、 II帯の 2つの花粉帯が

設定された。花粉数の少ない試料においては優占する分類群の特徴を考慮した。

I帯（試料5~ 7)は、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高く、イネ科、タンポポ亜科、ヨモギ属が優

占する。樹木花粉ではクリ ーシイ属の出現率がやや高い。

II帯（試料 l~3)は、樹木花粉より草本花粉の占める割合がやや高く、シダ植物胞子の比率も比較的高い。

草本花粉ではイネ属型を含むイネ科が優占し、タンポポ亜科、ヨモギ属が伴われる。また、畑作の栽培植物

であるソバ属が出現する。樹木花粉ではマツ属維管束亜属が優占するが上位に向かってやや減少し、クリ ー

シイ属、コナラ属コナラ亜属、ハンノキ属がやや増加する。なお、試料8ではトチノキがまとま って検出さ

れ、試料 l、2、3からは回虫、試料7からは鞭虫の寄生虫卵が検出された。

④推定される植生と環境

浅間C軽石（As-C、4世紀中葉）混層およびその上層の堆積当時は、タンポポ亜属、ヨモギ属、イネ科など

の草本が優勢な植生が広がっていたと考えられ、周辺にはクリーシイ属などの広葉樹林が分布していたもの

と推定される。

浅間Bテフラ(As-B、1108年）直下層から浅間A軽石（As-A、1783年）直下層にかけては、水田をはじめソバ

などの栽培が行われていたものと推定される。森林植生としては、マツ林などの二次林が分布していたもの

と考えられる。なお、これらの層準からは寄生虫卵が検出され、人糞施肥が行われていた可能性が認められ

た。
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第3節 花粉分析

第30表 東宮遺跡深堀トレ ンチ花粉分析結果

分類群

学名 和名

Arboreal pollen 樹木花粉

Abies モミ属

Picea トウヒ属

Tsuga ツガ属

Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属

Cryptomeria japonica スギ

Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科

Pterocarya rhoifolia サワグルミ

Alnus ハンノキ属

Betula カバノキ属

Carpinus-Ostrya japonica クマシデ属アサダ

Castanea crenata-Castanopsis クリ—シイ属

Fagus プナ属

Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属

Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

Ulmus-Zelkova serrata ニレ属ケヤキ

Celtis-Aphananthe aspera エノキ属ふクノキ

Zanthoxylum サンショウ属

Acer カエデ属

Aesculus turbinata トチノキ

Tilia シナノキ属 2 

Sambucus-Viburnum ニワトコ属ガマズミ属 1 1 ----------------------------------------------------------← ---------------------------------------------------―←---―←-----------―→ ------
Arboreal • Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Moraceae-U rticaceae クワ科イラクサ科 3 

Rosaceae バラ科 1 

Araliaceae ウコギ科----------------←-----→-----------------------------------------------------------!-----!------------------------------------------
Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramineae イネ科

Oryza type イネ属型

Cyperaceae カヤツリグサ科

Fagopyrum ‘)バ属

Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科ヒユ科

Caryophyllaceae ナデシコ科

Ranunculus キンポウゲ属

Cruciferae アプラナ科

Sanguisorba ワレモコウ属 1 

Apiodeae セリ亜科 2 2 

Lactucoideae タンポポ亜科 4 15 11 18 33 

Asteroideae キク亜科 7 4 2 1 

Xanthium オナモミ属 1 

← Ar!¢り！i_si{l----------------------------------――戸し度ぎ］属---←---------------------17----!!――----7------4----!?----!-8----?4--―-~-------
Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子

Trilate type spore 三条溝胞子

Arboreal pollen 樹木花粉

Arboreal • Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Nonarboreal pollen 草本花粉

Total pollen 花粉総数

Unknown pollen 未同定花粉

Fern spore シダ植物胞子

Helminth eggs 寄生虫卵

Ascaris 回虫卵

Trichuris 靱虫卵
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第3節花粉分析

(6)川原湯勝沼遺跡における花粉分析

①試料

試料は、浅間天明泥流堆積物直下の64-1号畑、 63区平坦部、 63-1号畑、 63-2号畑から採取された

計9点である。

②結果

l)分類群

出現した分類群は、樹木花粉12、樹木花粉と草本花粉を含むもの 3、草本花粉13、シダ植物胞子2形態

の計30である。これらの学名と和名および粒数を第31表に示し、主要な分類群を写真に示す。以下に出現

した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

モミ属、マツ属複維管束亜属、スギ、クルミ属、ハンノキ属、カバノキ属、クリーシイ属、ブナ属、コナ

ラ属コナラ亜属、ニレ属ーケヤキ、 トチノキ、ニワトコ属ーガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科ーイラクサ科、マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕

イネ科、カヤツリグサ科、タデ属、ソバ属、アカザ科ーヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ属、アブラナ科、

スミレ属、セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

2)出現状況

各試料とも少量の花粉しか検出されなかった。樹木花粉では、 64-1号畑 （試料 1、2)、63-1号畑

（試料2)で、マツ属複維管束亜属がやや多い。草本花粉では64-1号畑（試料 1、2)、63区平坦部、

63-1号畑 （試料1、2)、63-2号畑（試料3)で、イネ科、タンポポ亜科、ヨモギ属がやや多い。栽培

植物としては、 63区平坦部、 63-1号畑（試料2)、63-2号畑（試料1)から、ソバ属が検出された。

③花粉分析から推定される植生と環境

以上のように、浅間天明泥流堆積物直下の畑跡からはソバ属の花粉が検出され、同遺構でソバが栽培され

ていた可能性が認められた。当時の調査区周辺は、イネ科、タンポポ亜科、ヨモギ属などの草本が生育する

陽当たりの良い環境であったと考えられ、周囲の森林ではニョウマツ類（マツ属複維管束亜属）などの二次

林化が進んでいたものと推定される。

(7)尾坂遺跡における花粉分析

①試料

調査地点は、調査区北側にある63-1号畑の東側と西側、同畑円形遺構、調査区南東部石垣状遺構の南東部

平坦地である。分析試料は、63-1号畑東側では試料l （上部畝）、試料2 （下部畝）、試料3 （南側畝間）、

試料4 （北側畝間）、畑西側では試料5 （南側畝間）、試料6 （畝）、試料7 （北側畝間）、試料8 （畝）、試料

9 （北側畝間）、北東部畑内の円形遺構では試料10、試料11、石垣状遺構の南東部平坦地では試料12である。

②結果

1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉21、樹木花粉と草本花粉を含むもの 3、草本花粉16、シダ植物胞子2形態
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第12章 自然科学分析

第31表 川原湯勝沼遺跡の花粉分析結果

分類群

学名

Arboreal pollen 

Abies 

Pinus subgen. Diploxylon 

C1yptomeria japonica 

Jugla11S 

A/nus 

Betula 

Castanea crenata-Castanopsis 

Fagus 

和名

樹木花粉

モミ属

マツ属複維管束亜属

スギ

クルミ属

ハンノキ属

カバノキ属

クリ—シイ属

プナ属

Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属

Ulmus-Zelkova serrata ニレ属ケヤキ

Aescu/11s turbinata 

Moraceae-U rticaceae 

64-1号畑

2 3 

63号平坦部 63-1号畑 63-2号畑

2
 

クワ科イラクサ科

5

2

 

3
 

2 15 

1 2 3 

2
 

2
 

2
 

2
 

トチノキ

Sambucus-Viburnum ニワトコ属ーガマズミ属 1 
-- ----- -----—• ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Arboreal • Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

3
 Leguminosae マメ科

ーが生竺竺---------------―-----―ー一竺ぎ科――------------------------------------------------------」-------------2-----1 
Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramineae イネ科 1 13 2 2 3 1 2 

Cyperaceae ヵャッリグサ科

Polygonum sect タデ属

Fagopyrum ソバ属 1 3 

Chenopo<liaceae-Am a ran thaceae アカザ科・ヒユ科

Caryophyllaceae ナデシコ科 1 1 

Ranunculus キンポウゲ属

Cruciferae アプラナ科

Viola スミレ属 1 

Apiodeae セリ亜科

Lactucoideae タンポポ亜科 7 s 8 2 5 4 

Asteroideae キク亜科 1 

Artemisia ヨモギ属 2 3 4 2 3 2 4 7 
—•- ----------------臀--- -- -------------------------戸—-------------------------------------------- - -~ 9—----~-----臀—--------------
Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 2 3 4 7 13 10 6 2 

Trilate trl?e seore 三条溝胞子 1 1 1 2 

Arboreal pollen 樹木花粉 ， 11 2 2 6 19 7 2 3 

Arboreal • Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

゜
4 

゜゜゜ ゜
2 l 

Nonarboreal pollen 草本花粉 5 25 ， 15 7 17 7 8 13 

Total pollen 花粉総数 14 40 11 17 13 37 14 12 17 

Unknown pollen 未同定花粉

゜゚ ゜゜゜゜゜
1 

Fern spore シダ植物胞子 3 3 5 8 14 11 6 1 4 

Helm inth eggs 寄生虫卵 (-) り (-) (-) (-) (-} (-) (-) (-) 
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第3節花粉分析

の計42である。分析結果を第32• 33表に示し、花粉数が100個以上計数された試料については花粉総数を基

数とする花粉ダイアグラムを示した。

〔樹木花粉〕

モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科、クルミ属、サワグルミ、

ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属ーアサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属ア

カガシ亜属、ニレ属ーケヤキ、エノキ属ームクノキ、キハダ属、カエデ属、 トチノキ、シナノキ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科ーイラクサ科、マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕

イネ科、カヤツリグサ科、ミズアオイ属、タデ属サナエタデ節、ソバ属、アカザ科ーヒユ科、ナデシコ科、

キンポウゲ属、アブラナ科、アリノトウグサ属ーフサモ属、セリ亜科、オオバコ属、オミナエシ科、タンポ

ポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、 三条溝胞子

2) 出現状況

ア） 63-1号畑跡東側

試料2、3からは比較的多くの花粉が検出された。試料1は花粉が検出されず、試料4はやや花粉が少な

かった。草本花粉の占める割合が高く、イネ科、タンポポ亜科、ヨモギ属が優占し、キク亜科、カヤツリグ

サ科が伴われる。試料2、4からは栽培植物のソバ属が検出される。樹木花粉はマツ属複維管束亜属、クリ

の出現率がやや高い。シダ植物胞子の割合もやや高い。

イ）63-1号畑跡西側

試料7、8からは比較的多くの花粉が検出された。試料5、6、9はやや花粉が少なかった。草本花粉の

占める割合が高いが、畑跡東側より樹木花粉の占める割合が高い。草本花粉ではイネ科が優占し、タンポポ

亜科、ヨモギ属、キク亜科が伴われる。試料7からは栽培植物のソバ属が検出される。樹木花粉ではマツ属

複維管束亜属、クリの出現率が高く、コナラ属コナラ亜属、 トチノキの出現率もやや高い。シダ植物胞子の

割合もやや高い。

ウ）円形遺構

草本花粉の占める割合が高く、イネ科が優占し、タンポポ亜科、ヨモギ属の出現率も高い。試料10から

は、栽培植物のソバ属と水湿地植物のミズアオイ属が検出される。樹木花粉はやや低率でマツ属複維管束亜

属、クリなどが出現する。シダ植物胞子の割合もやや高い。

工）石垣状遺構の南東部の平坦地

試料11は花粉があまり検出されなかった。マツ属複維管束亜属、イネ科、タンポポ亜科、シダ植物胞子

がやや多い。栽培植物のソバ属が検出される。

③寄生虫卵

試料3、10から回虫卵が低密度に検出された。

④花粉分析から推定される植生と環境

畑跡東側、畑跡西側、北東部畑内 1号円形遺構、石垣状遺構の南東部の平坦地の各試料にイネ科、タンポ

ポ亜科、ヨモギ属、シダ植物が多く、これらの草本が主に生育していたとみなされる。イネ科やカヤツリグ
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第12章 自然科学分析

サ科は多様な環境に生育する種類は多いが、耕地雑草や人里植物を多く含み、タンポポ亜科、ヨモギ属、キ

ク亜科は乾燥地を好む耕地雑草や人里植物がほとんどである。花粉が検出されなかったり少ない試料がある

が、花粉の集積する水成の堆積物ではなく、乾燥あるいは乾湿を繰り返す堆積環境による分解作用によって、

有機質の遺体が分解されたと考えられる。栽培植物としてはソバ属が検出され、ソバが作物として栽培され

ていたとみなされる。イネ科には雑穀が含まれるが花粉形態上から分類ができず、花粉の多いイネ科は雑穀

が栽培されていた可能性もあるが断定できない。他の作物類は花粉が極めて少ない虫媒花植物であり花粉分

析には反映されにくく、ソバ以外の作物も栽培されていた可能性が残される。石垣状遺構の南東部の平坦地

からもソバ属の花粉が検出され、この地点もソバが栽培されていたと推定される。

樹木花粉は、畑跡東側、北東部畑内 1号円形遺構より畑跡西側が多く、畑跡西側のほうが樹木の生育域に

近かったとみなされる。畑跡西側の近隣には、マツ（マツ属複維管束亜属、ニョウマツ類）、クリ、ナラ

（コナラ属コナラ亜属）、 トチノキなどが生育していた。ナラ（コナラ属コナラ亜属）は生態上からコナラ、

クヌギなどの二次林性の樹木が考えられる。マツ、クリ、ナラはいずれも二次林性の樹木であり、近隣の乾

燥地に生育していたと考えられる。クリやトチノキは虫媒花植物であるため花粉の散布性が低く、特に近接

して生育していたとみなされる。クリは食用となるため、栽培されていた可能性がある。 トチノキは適湿地

を好み、近隣の流路沿いなどの湿ったところに生育していたと考えられる。

北東部畑内 1号円形遺構からは、水湿地植物のミズアオイ属が検出されたが、花粉が極めて少なく散布性

の低い虫媒花植物であるため、遺構がミズアオイ属の生育可能なように滞水していたと考えられる。

寄生虫卵 （回虫卵）が試料3、10から低密度に検出された。畑の乾燥あるいは乾湿を繰り返す分解の行

われる堆積環境であるのに寄生虫卵が検出されたことを考慮すると、人糞施肥が行われていたと考えられ

る。

⑤まとめ

尾坂遺跡の浅間A軽石層 (As-A、1783年）直下の畑跡と石垣状遺構について花粉分析を行った。その結

果、耕地雑草であるイネ科、タンポポ亜科、ヨモギ属、キク亜科が主に生育し、比較的乾燥した環境であっ

たと推定される。作物ではソバ属が検出された。 1号畑跡西側の近隣には、マツ（マツ属複維管束亜属、ニ

ョウマツ類）、クリ、ナラ（コナラ属コナラ亜属）、 トチノキなどの樹木が生育し分布していたと推定され

る。北東部畑内 1号円形遺構では水湿地植物のミズアオイ属が検出されることから、滞水していたと考えら

れる。また、低密度の寄生虫卵（回虫卵）が検出され、人糞施肥が行われていたと考えられる。
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第3節 花粉分析

第32表 尾坂遺跡の花粉分析結果 （1)

分類群

学名 和名

Arboreal pollen 樹木花粉

Abies モミ属

Tsuga ツガ属

Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属

Cryptomeria japonica スギ

Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae イチイ科イヌガヤ科七ノキ科

Jug/ans クルミ属

A/nus ハンノキ属

Betu/a カバノキ属 2 

Carpinus-Ostrya japonica クマシデ属•アサダ 1 

Castanea crenata クリ 25 25 4 

Castanopsis シイ属 5 5 3 

Fagus プナ属 1 

Quercus subgen, Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 5 3 6 7 

Quercus subgen. Cycloba/anopsis コナラ属アカガシ亜属 2 2 

Ulmus-Zelkova serrata ニレ属ケヤキ 1 7 5 5 

Celtis-Aphananthe aspera エノキ属—ムクノキ 1 

Phellodendron キハダ属 1 

Acer カエデ属 1 1 1 1 

A竺空！ピざ」grbip竺・竺---------------------t望こノーぎ――--------------------------!-----4_----1------3------4-----§----1-4------
Arboreal • Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Moraceae-U rticaceae クワ科イラクサ科 1 3 4 2 3 6 

Leguminosae マメ科 1 2 

が生a_ce9e-------------ー―-ウヨぎ科―-----------------—----1---- _1-- - ---1----_1 ----- -
Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramineae イネ科

Cyperaceae カヤツリグサ科

Polygonum sect. Persicaria タデ属サナエタデ節

Fagopyrum ソバ属

Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科ヒユ科

Caryophyllaceae ナデシコ科

Ranunculus キンポウゲ属

Cruciferae アプラナ科

Haloragis-Myriophyllum アリノトウグサ属フサモ属

Apiodeae セリ亜科

Valerianaceae オミナエシ科

Laclucoideae タンポポ亜科 51 95 45 15 13 35 25 

Asteroideae キク亜科 6 4 9 6 4 7 11 1 

Artemisia ヨモギ属 39 29 8 14 23 24 29 3 
------- ー一-------------------------
Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子

Trilate type spore 三条溝胞子

Arboreal. pollen 樹木花粉

Arboreal • Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Nonarboreal pollen 草本花粉

Total pollen 花粉総数

Unknown pollen 未同定花粉

Fern snore シダ植物胞子

Helminth eggs 寄生虫卵 （試料lee中）

Ascaris 回虫卵

明らかな消化残酒

畑跡（東側）

2 3 4 

畑跡（西側）

5 6 7 8 
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第33表 尾坂遺跡の花粉分析結果（1)

分類群 円形遺梢

学名

Arboreal pollen 

Abies 

Tsuga 

Pinus subgen. Diploxy/on 

Cryptomeria japonica 

Jug/ans 

Pterocarya rhoifolia 

A/nus 

Hetu/a 

Carpinus-Ostrya japonica 

Castanea crenata 

Castanopsis 

Quercus subgen. Lepidobalanus 

和名

樹木花粉

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

スギ

クルミ属

サワグルミ

ハンノキ属

カバノキ属

クマシデ属ーアサダ

クリ

シイ属

コナラ属コナラ亜属

10 11 

石垣状遺構

南東部平坦地12

Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属

Vlmus-Zelkova serrata ニレ属ケヤキ
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2
 Celtis-Aphananthe aspera エノキ属—ムクノキ 1 1 

Aesculus turbinata トチノキ 1 

Tilia シナノキ属 1 1 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Arboreal • Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Moraceae-U rticaceae クワ科イラクサ科

Leguminosae マメ科 1 1 

Araliaceae ウコギ科-----—•--------------------------------------------_---------- ---------!------------------------•------- ---!_ --------
Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramineae 

Cyperaceae 

Monochoria 

Fagopyrum 

Chenopodiaceae-Amaranthaceae 

Haloragis-Myriophyllum 

Apiodeae 

Plantago 

Valerianaceae 

Lactucoideae 

Asteroideae 

イネ科

ヵャッリグサ科

ミズアオイ属

ソバ属

アカザ科上ユ科

アリノトウグサ属クサモ属

セリ亜科

オオバコ属

オミナエシ科

タンポポ亜科

キク亜科
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_1_,_:t_.e.更咆----------------------- - --―ー 一旦竺ぎ璽＿―― -----------------------~?------------__ }_~_ -----------------_? ---------
Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 11 28 13 

Trilate ty__ee seore 三条溝胞子 50 

Arboreal pollen 樹木花粉 80 

Arboreal • Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 4 

Nonarboreal pollen 草本花粉 289 

Total pollen 花粉総数 373 

Unknown pollen 未同定花粉 1 

Fern seore シダ植物胞子 61 

Helminth eggs 寄生虫卵 （試料lee中）

Ascaris 回虫卵 10 

明らかな消化残澄 Q 
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第12章 自然科学分析

写真9 東宮遺跡の花粉・胞子遺体

か， 

t --* 

l マツ属複維管束亜属 2 コナラ属コナラ亜属 3 イネ科

4 タデ属 5 タデ属 ＾ 6 ソバ属 7 セリ科

ー

8 キク亜科 9 ヨモギ属 10 シダ植物三条溝胞子
45μm 
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東宮遺跡の花粉 • 寄生虫卵 ・ 胞子遺体

第3節花粉分析

写真10

• “
 '
 

ヽ 鳥

,
 —`—~ l マツ属複維管束亜属

~ 

・

属キノゞ
9
/
 ヵ2

 

ヽ

属

り

這

ナコ属ラナコ3
 

じヘ

4 イネ科

n
 

5 カヤツリグサ科

し

• 

6 ソバ属 7 ソバ属

a
 

｀ 
8 アカザ科ーヒユ科 9 ナデシコ科

彙

.... 
10 タンポポ亜科 11 キク亜科 12 ヨモギ属

13 シダ植物単条溝胞子 14 シダ植物三条溝胞子 15 回虫卵 16 鞭虫卵

45μm 



第12章 自然科学分析

写真11 川原湯勝沼追跡の花粉・胞子遺体

l マツ属複維管束亜属 2 スギ

4 コナラ属コナラ亜属 5 クワ科ーイラクサ科 6 イネ科

8 ソバ属

12 セリ亜科
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9 ソバ属

13 タンポポ亜科

゜•---■9 

10 アカザ科ーヒユ科

14 ヨモギ属

3 クリーシイ属

7 カャッリグサ科

11 アブラナ科

15 シダ植物単条溝胞子

45μ.m 



第3節花粉分析

尾坂遺跡の花粉 ・ 胞子 • 寄生虫卵 写真12

1 マツ属複維管束亜属 2 スギ 3 クルミ属

ヽ

4 ハンノキ属 5 シイ属 6 コナラ属コナラ亜属 7 トチノキ 8 マメ科

9 イネ科 10 カヤツリグサ科 11 ソバ属 12 アブラナ科 13 タンポポ亜科

14 キク亜科 15 ヨモギ属 16 シダ植物単条溝胞子 17 回虫卵
- 10/.1m 
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第12章 自然科学分析

第4節種実同定

(1)東宮遺跡の種実同定

株式会社古環境研究所

①試料

試料は、東宮遺跡のAs-A直下畑遺構（試料No5)の計 1点である。

②方法

試料（堆積物） 500ccを0.25mmの飾を用いて水洗選別を行い、その残涜を双眼実体顕微鏡で観察した。必

要に応じて落射顕微鏡観察も行った。同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い、結果は同定レベル

によって科、属の階級で示した。

③結果

樹木1、草本8の計9分類群が同定された。学名、和名および粒数を第34表に示し、主要な分類群を写

真に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

a．クワ属 Morus 種子 クワ科

茶褐色で広倒卵形を呈し、基部に突起がある。長さ2.2mm、幅1.5mm。

〔草本〕

b．エノコログサ属 Setaria 穎 イネ科

茶褐色で楕円形を呈す。表面には横方向の微細な隆起がある。長さ1.8mm、幅1.1mm。

C．イヌビエ属 Echinochola 穎 イネ科

茶褐色で楕円形を呈す。表面には微細な縦方向の模様がある。長さ2.2~2.5mm、幅1.2~1.5mm。落射顆

微鏡下では内穎の長細胞の側壁が深く切れ込み、側枝が長い。

d．イネ科 Gramineae 穎

茶褐色で楕円形を呈す。長さ1.2mm、幅0.7mm。

e．カャッリグサ属 Cyperus 果実 カヤツリグサ科

黒褐色で狭倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は三角形である。長さ1.4~1.6mm、幅0.6~0.7mm。

f．カヤツリグサ科 Cyperaseae 果実

茶褐色で倒卵形を呈す。表面は粗い。断面は扁平である。長さ2.2mm、幅1.4mm。

g．タデ属 Polygonum 果実 タデ科

黒色で卵形を呈し、基部に突起を持つ。表面には網目模様がある。断面は両凸レンズ形である。長さ1.8

~1.9mm、幅1.4~1.5mm。

h．ヒユ属 Amaranthus 種子 ヒユ科

黒色で光沢がある。円形を呈し、 一ヶ所が切れ込みヘソがある。断面は両凸レンズ形である。径1.2mm。

i．ナデシコ科 Caryophyllaceae 種子

黒色で円形を呈し、 一端がくびれてヘソがある。表面には小突起が密に分布する。径0.8~1.0mm。

④種実同定から推定される植生と農耕

分析の結果、少量ながらクワ属、エノコログサ属、イヌビエ属、イネ科、カヤツリグサ属、タデ属、ヒュ

属、ナデシコ科が検出された。草本のイヌビエ属、カャッリグサ属、タデ属、ヒユ属、ナデシコ科等はいず
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第4節種実同定

れも人里植物であり、畑地ないし水田の雑草の性格をもつ。ヒユ属、ナデシコ科は特に乾燥地を好む。

これらのことから、調査地点およびその周囲は自然度の極めて低い人為的環境が広がり、畑地や水田が営ま

れていたと推定される。クワ属は集落周辺に多い二次的な樹木であり、栽培されていた可能性が考えられる。

文献

笠原安夫 (1985) 日本雑草図説，養賢堂，p.494

松谷暁子(1988)電子顕微鏡でみる縄文時代の栽培植物．畑作文化の誕生，日本放送出版協会，p.9H20.

第34表東宮遺跡の種実同定結果

分類群

学名

arbor 

和名

樹木

(500cc中） As-A下

部位 No.5 

MoIUS クワ属 種子
------------------------------------------------

herb 草本

1 
ー・

Setaria 

Echinochola 

Gramineae 

Cerus 

Cyperaceae 

Polygon um 

Amaranthus 

Caryophyllaceae 

Total 

エノコログサ属

イヌビエ属

イネ科

ヵャッリグサ属

ヵャッリグサ科

タデ属

ヒユ属
ナデシコ科

合計

実

実

実

子

子

穎

穎

穎

果

果

果

種

種

1
4
1
4
1
2
2
4
-
2
0
 

東宮遺跡出土種実 写真13

1 クワ属種子 —’-0.4mm 2 エノコログサ属穎-0.4mm 3 イヌビエ属穎—--·〇.4mm
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写真14

4 イヌビエ属穎 ――lー0.4mm 5 カャッリグサ属果実—--0.2mm 6 タデ属果実 —·—— 0.4mm 

7 タデ属果実 一 0.4mm 8 ヒユ属種子 ー 0.2mm 9 ナデシコ科種子ー一0.2mm

(2)西久保 I•横壁勝沼遺跡から出土した炭化種実の同定

新山 雅広（パレオ ・ラボ）

①試料

炭化種実の検討は、西久保 I遺跡4試料、横壁勝沼遺跡1試料の合計5試料について行った。西久保 I遺跡

の4試料は、タッパーに多最の炭化物（大半が細かな炭化材）が入っており、その中から炭化種実を拾い上げ

た。

②出土した炭化種実

出土した炭化種実の一覧を第35表に示した。以下に、試料ごとに詳細を記載する。

2号住炉内：オニグルミの炭化核破片（径3~6mm程度）が5点とミズキの炭化核破片が1点出土した。 トチノ

キの炭化種子かと思われるものも少し含まれていたが、小破片で状態も悪いため、同定には

至らなかった。

3号住床直上：トチノキの炭化種子かと思われるものが少し含まれていたが、小破片で状態も悪いため、同

定には至らなかった。
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第4節種実同定

V-3G剥片廃棄場：オニグルミの炭化核破片（径3~16mm程度）が438点とミズキの炭化核破片が1点出土した。

オニグルミの炭化核破片は、完形に換算すると、およそ8~9個分に相当すると思われる。

V-4G剥片廃棄場サン7゚ル2:オニグルミの炭化核破片（径4~11mm程度）が49点出土した。完形に換算すると、 1

個分程度と思われる。

横壁勝沼遺跡・6-1号土坑内：オニグルミの核（未炭化）が1個である。経合線に沿って自然に半分になった

ものが2個含まれていたが、同一個体が割れたものである。

第35表炭化種実一覧表

分類郡 部位 西久保 I遺跡 横壁勝沼遺跡

2号住炉内 3号住床直上 V-3G V-4G 6-1号

剥片廃棄場 剥片廃棄場 土坑内

サンプル2

オニグルミ 核半分 2 

炭化核破片 5 438 49 

ミズキ 炭化核破片 1 1 

③考察

出土したのは、オニグルミ核とミズキ核であった。オニグルミは、核の内部に脂肪分の多い子葉があり、

食用とされる。出土した核は、炭化した細かな破片ばかりであり、利用後の残骸であろう 。ミズキは果実が

生食可能な漿果であるが、核が炭化しており、利用法と何か関連があるのかもしれない。横壁勝沼遺跡から

出土したオニグルミの核は、未炭化で縫合線に沿って半分に割れたものが2個であり、打撃痕（利用痕）は認め

られない。この2個は、同一個体であり、元は完形の状態であったと思われる。オニグルミ核1個分しか出

土していないので、何とも言えないが、もしかしたら、土坑内に貯蔵されていたのかもしれない。

④形態記載

オニグルミJuglansailanthifolia Carr.核、炭化核

核は灰褐色ないし茶褐色、完形であれば側面観は卵形で先端は鋭頭。表面には縦に不規則な筋があり明瞭

な1本の経合線が縦に走る。炭化して細かく割れた破片は、表面には筋が入り、裏面は著しい起伏があるこ

とが多い。核壁は緻密で硬く、割れ口にはしばしば光沢がみられる。割れ口の断面は、空隙がみられること

が多い。ミズキ Cornus controversa Hemsley炭化核

核は完形であれば、偏円形で基部に大きな謄があり、表面には浅い縦溝がある。2号住炉内出土の破片は、

表面の溝の部分であり、 V-3G黒曜石集中地域出土の破片は、核の中央部であり、腋の部分が残っている。
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写真15

3
 

4
 

5
 

―
―
 

図版1 出土した大型植物化石（スケールは 1が1cm、2~ 5が1mm) 

1. オニグルミ、核、横壁勝沼遺跡 (1号土坑） 2. オニグルミ、炭化核破片、西久保 I遺跡 (V-3G黒

曜石集中地域炭化物） 3. オニグルミ、炭化核破片、西久保 I遺跡 (V-4G水洗いサンプル 2炭化物）

4. ミズキ、炭化核破片、西久保 I遺跡 (2号住炉内炭化物） 5. ミズキ、炭化核破片、西久保 I遺跡

(V-3G黒曜石集中地域炭化物）
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第5節 樹種同定

(1)尾坂遺跡出土木材の樹種同定結果

松葉 礼子（パレオ・ラボ）

①試料と方法

同定した試料は合計3点である。同定には、木製品から直接片刃剃刀を用いて、木材組織切片を横断面、

接線断面、放射断面の3方向作成した。これらの切片はガムクロラールにて封入し、永久標本とした。樹種

の同定はこれらの標本を光学顕微鏡下で観察し、現生標本と比較して行った。主要な分類群を代表する標本

については写真図版に示し、同定根拠は後述する。なお、同定に用いられた標本はプレパラート番号を付し

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団に保管されている。

②同定根拠

アカマッ Pinus Denshiflora Pinaceae 写真図版la.le:4号．．．． No.2

軸方向・放射方向両細胞間道を共に持つ針葉樹材。細胞間道の周囲にはエピセリウム細胞がある。早材か

ら晩材への移行はやや急で、成長輪界は明瞭である。放射組織は放射柔細胞と放射仮道管と放射細胞間道か

らなり、単列と紡錘形がある。放射仮道管は放射組織の上下端に位置し、その放射方向壁には鋭角な鋸歯状

の肥厚が著しい。分野壁孔は大型の窓状で、 1分野に1.2個ある。マツ属複維管束亜属と同定したものは、木

材組織の保存状態が悪くアカマツ、クロマツの区別がつかなかった試料である。

③結果

同定した結果アカマッとマツ属複維管束亜属であることが分かった （第36表）。

第36表 尾坂遺跡同定対象試料と結果

遺跡名

尾坂遺跡

尾坂遺跡

尾坂遺跡

遺構名

4号トレンチ

4号トレンチ

4号トレンチ

遺物番号 樹種

NO. l アカマッ

N0.2 

N0.3 

アカマッ

マツ属複維管束亜属

写真16

1 a 

尾坂遺跡出土木材組織顕微鏡写真

［ 

.t 

アカマツ bar.l皿 4号トレンチNQ2 1 b 同 bar.0.4mm bar.O.lmm 
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第6節放射性炭素年代測定

株式会社古環境研究所

(1)東宮遺跡

①試料と方法

試料名 種類前 処理・調整

No.l 腐食質土壌 酸洗浄・低濃度処理・ベンゼン合成

測定法

g線法

②測定結果

試料名 14C年代 8 13c 補正叱年代 暦年代（西暦） 測定No

（年BP) ('.Yoo) （年BP) (Beta-) 

No 1 1840土60 -22.7 1880士60 交点： AD130 109386 

1 a : AD75~255 

1) 14C 年代測定値

試料の14c/12c比から、単純に現在（1950年AD)から何年前かを計算した値。 14C の半減期は5,568年を用

いた。

2) a 13C測定値

試料の測定14c/12c比を補正するための炭素安定同位体比（13c;12c ）。この値は、標準物質 (PDB)の同

位体比からの千分偏差（協）で表す。

3)補正14C 年代値

a 13c 測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、 14c/12C の測定値に補正値を加えた上で算出した年代

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中l4c 濃度の変動を較正することにより算出した年代（西暦）。較正

には、年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値、およびサンゴのU-Th年代と 14C 年代の比較により作成さ

れた較正曲線を使用した。暦年代の交点とは、補正14C 年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味

する。 1a (68％確率） ・2a (95％確率）は、補正14C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の

幅を示す。

5)測定No

測定は、 BetaAnalytic Inc.(Florida, U.S.A)において行われた。 Beta—は同社の測定Noを意味する。

文献

Stuiver, M., et. al., (1998), INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration, Radiocarbon, 40(3). 
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(2)花畑遺跡

①試料と方法

試料名地点・層準 種類 前処理・調整

No 1 100区基本土層 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整

SPA, 2層（1)

No 2 100区基本土層 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整

SPA, 2層（2)

No 3 100区基本土層 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整

SPA, 3層

No4 100区23号土坑 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整

中位

No 5 100区23号土坑 炭化物酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整

下位

No 6 100区33号土坑 炭化物酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整

中位(1)

No 7 100区33号土坑 炭化物酸ーアルカリ ー酸洗浄，石墨調整

中位(2)

No 8 100区33号土坑 炭化物酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整

下位

No 9 100区14号土坑 炭化物 酸ーアルカリー酸洗浄，石墨調整

第6節 放射性炭素年代測定

測定法

加速器質量分析 (AMS)法

-・---・ ・-----・ -. . -- .. --・--

加速器質量分析 (AMS)法

-・----.. ---.... -・-...... - ----

加速器質量分析 (AMS)法

------------------ -----

加速器質量分析 (AMS)法

- -

加速器質量分析 (AMS)法

-----------------------

加速器質量分析 (AMS)法

-----------------------

加速器質量分析 (AMS)法

-----------------------

加速器質量分析 (AMS)法

-----------------------

加速器質量分析 (AMS)法
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②測定結果

試料名
14C年代

（年BP)

No 1 3790士60

No2 3900士60

NQ 3 3890士30

No4 1640土30

Na 5 1650士50

No6 1930土40

No 7 1530士40

No 8 1950士40

NQ 9 1540士30

286 

;Jl3C 補正14C年代

（協） （年BP)

-24.7 3790士60

-24.7 3900土60

-25.0 3890士30

-26.3 1620士30

-25.6 1640士50

-25.1 1930士40

-25.0 1530士40

-25.8 1930士40

-25.6 1530士30

暦年代（西暦）

交点： calBC 2205 

1 a : cal BC 2300~2135 

2 11 : cal BC 2445~2030 

交点： calBC 2430 

1 ll : ca!BC 24 70~2295 

2 (l : cal BC 2560~2525, 

cal BC 2495~2200 

交点： calBC 2395,BC 2375, 

cal BC 2355 

1 a : cal BC 2455~2310 

2 a : cal BC 2465~2285 

交点： calAD 425 

l (J :cal AD 410~440 

2 (J :cal AD 390~ 530 

交点： calAD 415 

1 11 : cal AD 385~440 

2 11 : cal AD 265~ 290, 

cal AD 325~540 

交点 ：ca!AD75 

1 a : cal AD 45~ 115 

2 a : cal BC 5~cal AD 140 

交点 ：calAD 545 

1 (J : cal AD 465~480, 

cal AD 520~585 

2 (J : cal AD 430~ 625 

交点： calAD75 

1 a : cal AD 45~ 115 

2 a : cal BC 5~cal AD 140 

交点： calAD 540 

1 a : cal AD 530~ 570 

2 a : cal BC 440~ 610 

測定NQ

(Beta-) 

144528 

144529 

144530 

144531 

144532 

144533 

144535 

144534 

157526 



第6節 放射性炭素年代測定

1) 1'C 年代測定値

試料の14c /12c 比から、単純に現在（1950年AD)から何年前かを計算した値。14c の半減期は5,568年を用

いた。

2) い C測定値

試料の測定l4C /12c 比を補正するための炭素安定同位体比 （13c /12C ）。この値は、標準物質 (PDB）の同

位体比からの千分偏差 （知）で表す。

3)補正l4C 年代値

o 13c 測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、 14C /12C の測定値に補正値を加えた上で算出した年代

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中l4c 濃度の変動を較正することにより算出した年代（西暦）。較正

には、年代既知の樹木年輪の14C の詳細な測定値、およびサンゴのU-Th年代と 14C年代の比較により作成さ

れた較正曲線を使用した。最新のデータベースでは、約19,000年BPまでの換算が可能となっている。ただ

し、 10,000年BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正l4C 年代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。1a (68％確

率） ・2a (95％確率）は、補正14C 年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがっ

て、複数の交点が表記される場合や、複数の1a • 2バ直が表記される場合もある。

5)測定NQ

測定は、 BetaAnalytic Inc.(Florida, U.S.A)において行われた。Betaーは同社の測定Noを意味する。

文献

Stuiver, M., et. al., (1998), INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration, Radiocarbon, 4<X3). 
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第13章考察

農事「サクイレ」と降灰による川原湯勝沼遺跡の畝断面解釈

ー天明三年浅間災害に関する地域史的研究②一

(1)はじめに

川原湯勝沼遺跡は、天明三年(1783)8月5日 （新

暦）の浅間山噴火に伴い発生した泥流堆積物にお

おわれた遺跡である。すでに、「天明三年浅間災害

に関する地域史的研究 m」として、 一連の八ツ場

ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の中で、天明

三年の浅間泥流災害下で見つかる畑の畝断面の解

釈について、考古学的な検証を試みた。それは、

現行農事暦からみた夏の土用におこなわれる培土

と、史料火山学の援用による 7月27日～29日に降

下の軽石をもとにしたクロスチェックであった。

本稿ではさらに踏み込んで、史料に残された 6月

26日の降灰に着目することで、川原湯勝沼遺跡63

区2号畑の畝断面の解釈を農事技法の間作と照ら

し合わせて検証しようとするものである。

天明三年浅間災害に関する研究論文は詳細に数

多く存在していて、記述には新暦と旧暦が入り交

じっている場合も多い。本稿でも史料による降下

期日を扱うことになるが、農事暦を用いる際には

現行の新暦との対照が必要となるため、原則的に

新暦で統一して記述する。（引用史料中には括弧中

に新暦を付記した。）

(2)サクイレ （間作）

1年の間に同一畑に多種類の作物を栽培するこ

とを多毛作という 。このときに、異種の作物を同

時に栽培管理する手法を一般に間作と呼ぶ。

まず、南九朴1で広くおこなわれてきた、 麦一夏

大豆一粟の三毛作の例についてみることにする (2)0 

第37表を参照して、農事を追いかけてみると、成

育期間の関係から麦の刈り入れ前に、麦と麦の畝

の間に夏大豆を播くことが必要となる。また、夏
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大豆収穫前に粟を播くことも同様である。このよ

うに、 宮崎県南西部では前作の畝間に後作を植え

込む（播種）することを「引き込み」とか「中入

れ」「イレサク」などと呼び、 重要な農事の技法と

されてきた。生産性を高めるためにおこなわれた

工夫であるが、前作の刈り入れと後作播種におい

て、互いの作物の存在により作業には手間仕事が

増えることになる。それが故、この地方では「ナ

カヒキ」と呼ぶ間作に有効な農具が使われてきた。

また、表中「豆中返し」とは、麦の切り株を鍬で

掘って裏返す作業であり、この作業をしないとい

つまでも根が腐らず残って、粟が播けないという 。

県内伊勢崎市 （3)の例でも、「千駄のコヤシよりも

一夜のマキシン （播き旬）」といい、播種のタイミ

ングが作物の出来に大きく影響を与えるといわれ

た。「サクイレ」に関しても、「エゴノキが花盛り

だから、サクイレのシン （旬）」だとか、「エゴの

花を踏んで蒔け」といわれたという 。

当地、長野原の農事については、第38表を参照す

る。 7月の麦刈りの前、畝には刈り取り前の麦が

ある状態で、サクに後作の粟 ．稗の播種をおこな

う、または大豆の苗を移植するなどの場合がこれ

に匹敵する。つまり、麦のサクに発芽した粟 ．稗

や大豆が生育している期間があり、生育する作物

が同一畑内で重複することになる。このように、

まだ前の作物が収穫される前に次の作物を播種あ

るいは移植して、栽培期間の調整を行う方法が間

作であり、当地でも今H「サクイレ」と呼ぶ。

(3)長野原町の関連農事

第38表は、地元古老の聞き取りによる、長野原

地区における農事暦のうち本稿に関係する部分で
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第37表 「えびの市の三毛作」『宮崎県史』を改編

1月｛ 2月！ 3月： 4月： 5月： 6月i 7月i 8月｛ 9月！ 10月{ l1月: 12月
＇ ''  '''  

＇ 
， ， 

＇ ＇ ＇ ＇ 
， 

麦 ---, 豆中返し
刈入れ

， 
播種 （麦）＇ ， 

＇ 
大豆

＇ 播種（夏大豆）
＇ 

取入れ

＇ 』
＇ 

粟 ＇ 
播種（粟） 刈入れ

I | | | | I | | | | I 

第38表 「長野原地区を中心とした地域の農事暦」を抜粋改編

1月： 2月： 3月: 4月： 5月i 6月i 7月: 8月： 9月！ 10月； 11月: 12月
＇ 

， 
' '  ''  '''  

＇ 
， ， ， ， 

＇ ＇ 
， 

＇ 
麦 --- -------

麦跨み 土入れ ・倍土（一番ザク／二番ザク）収穫 播種

種麦踏み

粟．稗
麦のサク入れ倍土（一番ザク／二番ザク）収穫

黍 播種倍土 （一番ザク／二番ザク）収穫

大豆
―--（早生）

—-（晩生） 床I播き移植I 収穫
| | | | | | | | I 

ある。ここで注目しておくのは、粟・稗が麦の間作

として播種されること、大豆が同時期に播種・移植

されることである。

(4) 「桑を洗て蚕二くれて」 ：地元史料の降灰分析

1783年噴火の降下火砕堆積物について、火山学の

分野では、 3ヶ月の噴火の推移 (Aramaki,1956) 

や降下火砕堆積物の全体の分布(Minakami,1942)及

び降下軽石を主体とした噴火活動全体の推移

(Yasui他，1997)(<)に着目するなどの研究が知られ

ている。

これらをもとに地元史料を加え、火口から北～北

東方向に位置する吾妻郡内の3ヶ月におよぶ一連の

天明浅間山噴火の経過と降下物について、次のよう

に集約した い。

「5月8日ないし9日に降灰が始まり、 6月26日の降

灰を経ている。 7月17日には北軸方向への降砂があ

ったが、北東軸方向への降下の記録は残されていな

い。 7月27日に始まる29日までの噴火では、北軸方

向と北東軸方向へも降砂をもたらした。そして、こ

の29日までの降砂灰被害は作物に大きな被害を与

え、訴状が書付けられるほどであった。他史料で、

7月17日の北軸方向の佐渡、 7月27日から29日の北東

軸方向の東北地方での降下物の記録からも確認され

る。なお、 30日以降の北東地域への降下物の具体的

な記録については残されていない。」

天明三年浅間災害にかかわる史料は数々の性質を

もったものに分類できる。なかでも、原著者が居住

する地域周辺の内容を日付けを明確にしながら記録

したものは噴火による降下物の記述についてかなり

信頼性が裔いと考えられる。この観点から、火口か

らみて吾妻郡内の北東軸方向の現中之条町東部で記

述されたと考えられている片山豊滋氏蔵『天明三年

七月浅間大変記 (5)(6)』と原著者が当時の吾妻郡原

町に居住と記録されている富沢久兵衛著 『浅間記

289 



第13章 考察

（浅間山津波実記） 171』について引用した。 2つの

史料は天明の噴火災害全般についての記述ととも

に、特に郡内への降下物を詳細に記述してある点が

高く評価できると考えられる史料である。それぞれ

6月26日の降灰を伴う噴火とその前後の部分を、以

下に引用した。これより、郡内への降灰が確認され

る。他の期日との間には「砂、小石」

い分けがなされており、

したのは、軽石ではなく灰であったと判断される。

「天明三年七月 浅間山大変記』

四月八日(5/8)二雨降リ

村ノみの原辺

降り

五月廿七日(6/26)近村二灰ふり

くれて・ ・・

六月廿七日(7/26) 

辺 四万村杯ハ黒灰ふり

しりふり

七月朔日(7/29) 

村杯ハ原さ四分斗り降り其節ヨリ粟黍日追てか

れ

この点から 6月26日に降下

浅間山鳴候テ

原岩本村辺ハ青草ノ上二白ク灰

同廿八日(7/27)之ころ

野等人皆々遁我家へ帰ル

木も ・・・

郡中一統砂降り

「浅間記（浅間山津波実記）上j

先当四月九日 (5/9)焼候所拾里四方二て雷電

か地震かと思ヘハ浅間二焼立焼上ル

リ度々焼

六月十八日

鉄砲玉のような砂ま

7/17)浅間麓田代

鎌原え小石三寸程降ル

常陸国迄降ル

七月

』）小l相州 武州 越州

と「灰」の使

桑を洗て蚕一

別而原岩本

大笹

（朔日＝7/29)成り毎日、焼ル

野州迄灰二

下沢渡

大岩

それヨ

其後も度五月廿七日 (6/26)二諸国え灰降ル

々焼灰降り草木白ク成ル 馬ノ草洗テあたへ葉

も洗テ蚕二あたへ候得ども 毎日ふり候事なれ

バ蚕半吉也

其後も度々焼灰降候事

信‘}|、1

大前

上

三寸ヨリ

(5)川原湯勝沼遺跡の63区2号畑の畝断面

63区2号畑の畝断面図から、次の 6点を読み取り、

観察点としたい。①A軽石（本稿ではAs-Aのう

ち軽石と火山灰を区別し、それぞれ以下A軽石、 A

灰とする）がブロック状に堆積している部分が、泥

流被災した直前の畑（サクイレに対しての後作）

サクと判断される。②おおよそ畝上にはA軽石の堆

積はみられず、 A軽石の堆積時は高低がより判然と

していたものと考えられる。（多少の変形は、その

後の泥流の厚密作用によるものと考える。） ③断面

図にみる灰色のA灰層は厚さがいずれも 1mm前後

で、図中に途切れて 3カ所確認される。④3カ所の

A灰層のうち畝の直下にあるものは、前作のサクの

形状を呈しており、残る両側のA灰層の厚さは同厚

値を維持しながらも、不規則に乱れている。この土

層の乱れは、麦の株痕を抜き取る耕作痕等によるも

のとの解釈で説明できる。⑤前述の乱れたA灰層と

その周辺の土層は、目視により人為的なブロック層

として分層はできない。⑥灰色のA灰は他遺跡で同

様のものがみられる場合がある。（例えば久々戸遺

跡などであるが、耕作痕を示す断面が得られる訳で

はない。）

上記を集約して63区2号畑の畝断面の形状は、

「厚さ1mmの灰色のA灰層が、泥流下畑の畝の下に

はサクの形状を呈した面に堆積を示し、同じくサク

付近の乱れて入るA灰層は畝の部分が削られ人為的

に乱されたと判断される形状を呈している」

る。

(6) おわりに

現行農事暦と史料の期日より、図化された断面の

解釈は、次のように集約される。

新暦6月26日に、広範な範囲にA灰の降灰があっ

た。農事暦から考えると、麦の刈り取りを直前にし

た畑のサクに降灰が堆積し、残されたものと考えら

れる。（それは、「サクイレ」

の

とな

と呼ばれるこの地域で

いう間作により 、前作と後作の畝サクが入れ替わっ

五六寸程ノ白毛降ル たことがその要因と考えられる。） その後、前作の

麦刈りが終了し、サクイレされた後作の作物の生育
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に伴い培土がおこなわれ、サク部分は畝に変わった。

後作の作物が成育中に 8月5日の天明泥流により被

災した。（但し農事暦からみた場合、サクイレでは

なく、麦刈 り後に畑の起返しがおこなわれず畝が残

された状態で、黍の播種・大豆の移植等がおこなわ

れた場合の可能性は残される。なお、黍は稗 ・粟に

比べると栽培期間が短く、この地方ではサクイレは

おこなわれなかったと聞く 。）

その鍵となる農事暦等の期日は、後作の播種 ・移

注及び参考文献

天明三年浅間災害に関する地域史的研究②

植がおこなわれた 6月、 A灰降下の新暦6月26日、

7月始に終了させる麦刈り、 7月27日～29日にかけ

てのA軽石の降下、 8月5日の泥流被災である。

軽石の降下日に加えて、降灰層を発掘調査におけ

る期日を限定する狭義の鍵層と位置づけることは、

災害とこの地域で営まれた人々の生活を解明する一

材料に追加することができると考える。今後共、発

掘調査における観察の視点として、本稿がその蓄積

の一端となれば幸いである。

(1)関俊明・諸田康成「天明三年浅間災害に関する地域史的研究ー北東地域に降下した浅間A軽石の降下日時の考古学的検証＿」 「研究

紀要」16 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 1999 

(2)「宮崎県史」資料綱民俗 1 1993 

(3)「伊勢崎市史J民俗編 1989 

(4)安井真也・小屋口剛博 ・荒牧重雄「堆積物と古記録からみた浅間火山1783年のプリニー式噴火」「火山」 第42巻第4号 1997

(5)「中之条町誌」資料編 p.815 p.819-821 1983 

(6) (5)では 「浅間大変記」という標題名であるが、萩原進は 「浅間山天明噴火史料集成Il」p.157-177 1986で 「天明浅間山焼見聞覚書」

としている。また、同じく 「浅間山天明噴火史料集成Il」のなかに同名の 「浅間大変記」を括弧書きで用いた史料もある。現中之条町東

部での泥流流下の様子が特に詳細に記録され、原著者がこの付近に居住していたことがわかる。詳細な記録が残されているということと、

浅間山火口から北東軸方向にある現中之条町周辺の降砂灰についての信頼がおける史料であると思われる。

(7)萩原進 「浅間山天明噴火史料集成Il」群馬県文化事業振興会p.121-153 1986 
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B
·•
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色
頁
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、
C

·•
黒
色
安
山
岩
、

D
・・
流
紋
岩
、

E
・
・
粗
粒
輝
石
安
山
岩
、

F
·•
細
粒
輝
石
安
山
岩
、

G
·•
赤
碧
玉

、
H
·
•
石
英

、
I
・・
珪
質
頁
岩
、
J
.
.
蛇
紋
岩
、
K
・・
頁
岩
、

L
..
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流
安
山
岩
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·•
軽
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·•
チ
ャ
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英
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溶
結
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木
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T
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u
..
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質
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質
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、
V
・・
変
質
安
山
岩、
W
・・
変
質
玄
武
岩
、
X
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・
デ
イ
サ
イ
ト
、
Y
・・
凝
灰
質
砂
岩
、
Z
・・
褐
色
碧
玉
、
A
A
・・
砥
沢
石
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A
B
・
・
ガ
ラ
ス
質
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山
岩
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I
 J
 
I
 K
 I
 L
 I
 M
 I
 N
 I
 O
 I
 P
 I
 Q
 
I
 R
 I
 S
 I
 T
 I
 U
 I
 V
 I
 W
 I
 X
 I
 Y
 I
 Z
 I
 A
A
 
I
 A
R
 

礫
石
器
類
礫
片

総
数

I
I
T
o
 
I
 
I
 
1
0
1
0
1
0
1
0
1
1
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
 

石
畑
遺
翔

総
数
遺
構
内
遺
構
外
A
 
B
 
C
 
I)
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
J
 
K
 
L
 
M
 
N
 

゜
p
 
Q
 
R
 
s
 
T
 
u
 
V
 
w
 
X
 
y
 
z
 
A
A
 
A
B
 

剥
片
石
器
類
石
鏃

4
 
4
 

゜
4
 

石
錐

2
 
2
 

゜
2
 

石
匙

I
 
I
 

゜
I
 

石
核

2
 
l
 
l
 
2
 

原
石

I
 
I
 

゜
J
 

礫
石
器
類
打
製
石
斧

I
 

゜
I
 

I
 

決
状
耳
飾
り

I
 
I
 

゜
I
 

磨
石

6
 
6
 

゜
6
 

台
石

3
 
3
 

゜
3
 

剥
片

7
 
7
 

゜
2
 

I
 
3
 
I
 

礫
片

I
 

゜
I
 

I
 

礫
，
 7
 
2
 

7
 

I
 

I
 

総
数

38
 
33
 
5
 
，
 3 
゜
l
 
20
 
I
 

゜゚
I
 
I
 
I
 

゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜
I
 

゜゚
゜゚
゜゚
゜

川
原
湯
勝
沼
遺
跡

礫
石
器
頑
―
［
邑
匠

礫
片

総
釦
竺
口
］
一
竺
I
A
 I
 B
 I
 C
 I
 D
 I
 E
 I
 F
 I
 G
 I
 H
 

I
 
I
 
0
 

゜

K
I
L
 I
M
 I
N
 I
O
 I
P
 [
Q
I
 R
I
S
I
 T
I
U
 I
V
 I
W
I
 X
 

A
A
 
I
 A
R
 

総
数

o
 I
 o
 I
 o
 I
 1
 
o
 I
 0
1
 o
 I
o
 I
o
 I
o
 I
 0
1
0
1
 o
 I
o
 I
o
 I
 0
1
0
1
 o
 I
o
 I
 0
1
 
o
 I
o
 

横
壁
勝
沼
遺
跡

剥
片
石
器
類
日
翌
堕
L

打
製
石
斧

剥
片

ti±
tf 

I
 A
 I
 B
 I
 C
 I
 D
 I
 E
 I
 F
 I
 G
 I
 H
 I
 I
 

゜
総
数

0
1
0
1
0
1
0
1
1
1
2
1
0
1
0
 

K
I
L
I
M
I
N
I
O
I
P
I
Q
I
R
I
S
I
T
I
U
I
V
I
W
I
X
 

A
A
 
I
 A
B
 

o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 



第
2
表
掲
載
遺
跡
出
土
石
器
組
成
表
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西
久
保
I
遺
踪

総
数
遺
構
内
遺
構
外
A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
J
 
K
 
L
 
M
 
N
 

゜
p
 
Q
 
R
 
s
 
T
 
u
 
V
 
w
 
X
 
Y
 
z
 
A
A
 
A
B
 

剥
片
石
器
類
石
鏃

45
 
16
 
29
 
33
 

3
 
4
 

I
 

3
 

J
 
I
 

I
類

J
J
 
4
 
7
 
，
 
I
 

I
 

n
類

]2
 
5
 
7
 
8
 

I
 
I
 

I
 

I
 

II1
類

J
O
 
4
 
6
 
7
 

］
 

J
 

l
 

N
類

l
 
2
 
3
 
，
 ，
 

2
 

I
 

楔
形
石
器

5
 
4
 
I
 
5
 

石
錐

3
 

゜
3
 
2
 

I
 

石
匙

I
 
I
 

゜
l
 

ス
ク
レ
イ
パ
ー

2
 
2
 

゜
I
 

l
 

加
工
痕
の
あ
る
石
器
22
 
10
 
12
 
18
 

3
 

I
 

使
用
痕
の
あ
る
石
器
8
 
2
 
6
 
8
 

石
核

6
 
2
 
4
 
6
 

礫
石
器
類
ス
ク
レ
イ
パ
ー

4
 
2
 
2
 

I
 
1
 

I
 

I
 

打
製
石
斧

4
 
2
 
2
 

I
 

2
 

I
 

磨
石

j
 l
 
4
 
7
 

7
 

2
 
I
 

I
 

凹
石

2
 
2
 

゜
I
 

l
 

多
孔
石

I
 

゜
1
 

敲
石

4
 
2
 
2
 

I
 
I
 
I
 

I
 

台
石

2
 
I
 
I
 

2
 

加
工
痕
の
あ
る
石
器
l
 

゜
j
 

l
 

使
用
痕
の
あ
る
石
器
2
 

゜
2
 

l
 

l
 

石
核

2
 
I
 
I
 

I
 

I
 

剥
片

16
 
6
 
J
O
 

3
 
2
 
2
 
6
 
I
 

］
 

I
 

砕
片

12
 
7
 
5
 

l
 
3
 
5
 

I
 

2
 

礫
片

]2
 
7
 
5
 

2
 
7
 

I
 

l
 

］
 

礫
11 
7
 
4
 

7
 

I
 

I
 

I
 
I
 

総
数

17
6 
78
 
98
 
72
 
2
 
8
 
15
 
32
 
，
 3 
゜
3
 

゜゚
゜
I
 
5
 
3
 
3
 
2
 
2
 
2
 
3
 
5
 
2
 
I
 
2
 
I
 

゜゚
゜

山
根
III
遺
跡

総
数
遺
構
内
遺
構
外
A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
J
 
K
 
L
 
M
 
N
 

゜
p
 
Q
 
R
 
s
 
T
 
u
 
V
 
w
 
X
 
Y
 
z
 
A
A
 
A
B
 

剥
片
石
器
類
石
鏃

3
 

゜
3
 
3
 

楔
形
石
器

2
 

゜
2
 
2
 

石
錐

3
 

゜
3
 
2
 
J
 

加
工
痕
の
あ
る
石
器
4
 
2
 
2
 
4
 

石
核

I
 

゜
I
 
］
 

礫
石
器
類
楔
形
石
器

l
 

゜
I
 
J
 

ス
ク
レ
イ
バ
ー

I
 

゜
I
 

J
 

打
製
石
斧

19
 
4
 
15
 

2
 

3
 
10
 

4
 

I
類

4
 
l
 
3
 

I
 

3
 

Il
類

6
 

゜
6
 

I
 

l
 
2
 

2
 

m
類

2
 
l
 
I
 

I
 

l
 

N
類

7
 
2
 
5
 

2
 
4
 

I
 

敲
石

I
 

゜
l
 

j
 

加
工
痕
の
あ
る
石
器
3
 

゜
3
 

3
 

剥
片

14
 

゜
14
 

I
 

I
 
5
 

I
 
3
 
2
 

I
 

砕
片

2
 

゜
2
 

2
 

礫
片

I
 

゜
I
 

］
 

総
数

55
 
6
 
49
 
13
 
4
 

゜゚
4
 
19
 

゜゚
゜゚

I
 

゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜
3
 
7
 
2
 
I
 

゜
I
 

゜゚
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第
3
表
掲
載
遺
跡
出
土
石
器
組
成
表

下
田
遺
跡

礫
石
器
類
臼
gL
_

火
打
ち
石

総
数
I
遺
構
払
J
I
遺
構
外
I
A
 
B
 
I
 C
 
I
 D
 
I
 E
 
F
 
I
 G
 
1-1
 I
 I
 

K
I
L
I
M
I
N
I
O
I
P
I
Q
I
R
 
S
I
T
I
U
I
V
I
W
I
X
I
Y
 

1 i 諧
3
 
|
 3
 
|
 °
 

゜

Z
 
|
 
A
A
 |
 
A
B
 

3
 

石
臼

加
工
痕
の
あ
る
石
器
1
」
。- 0

総
数

11 
I
 
11
 
I
 
o
 
I
 o
 
I
 o
 
I
 o
 
I
 4
 

0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
3
1
0
 

花
畑
遺
跡

総
数
遺
構
内
遺
構
外
A
 
B
 
C
 
D
 
F, 
F
 
G
 
H
 
I
 
J
 
K
 
L
 
M
 
N
 

゜
p
 
Q
 
R
 
s
 
T
 
u
 
V
 
w
 
X
 
Y
 
z
 
A
A
 
A
B
 

剥
片
石
器
類
石
鏃

3
 

゜
3
 
3
 

加
工
痕
の
あ
る
石
器
2
 

゜
2
 
2
 

礫
石
器
類
打
製
石
斧

3
 

゜
3
 

I
 

2
 

加
工
痕
の
あ
る
石
器
2
 

゜
2
 

J
 
I
 

剥
片

2
 

゜
2
 

j
 
］
 

砕
片

4
 

゜
4
 

j
 

J
 

I
 

I
 

礫
片

I
 
I
 

゜
I
 

石
板

I
 

゜
I
 

I
 

総
数

18
 
I
 
17
 
5
 
2
 
I
 
I
 
2
 
I
 

゜゚
I
 

゜
2
 

゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚

3
 

゜゚
゜゚
゜゚

楡
木
11l
遺
跡

総
数
遺
構
内
遺
構
外
A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
J
 
K
 
L
 
M
 
N
 

゜
p
 
Q
 
R
 
s
 
T
 
u
 
V
 
w
 
X
 
Y
 
z
 
A
A
 
A
B
 

剥
片
石
器
類
石
鏃

3
 

゜
3
 
3
 

石
匙

2
 

゜
2
 
l
 
I
 

使
用
痕
の
あ
る
石
器
3
 

゜
3
 
3
 

石
核

I
 

゜
I
 
I
 

礫
石
器
類
ス
ク
レ
イ
バ
ー

I
 

゜
l
 

I
 

打
製
石
斧

2
 

゜
2
 

2
 

磨
り
石

2
 

゜
2
 

2
 

台
石

I
 

゜
l
 

I
 

加
工
痕
の
あ
る
石
器
I
 

゜
I
 

I
 

剥
片

6
 

゜
6
 

I
 
l
 

］
 
2
 

I
 

砕
片

I
 

゜
I
 

J
 

礫
片

3
 

゜
3
 

2
 

I
 

礫
6
 

゜
6
 

I
 
3
 

I
 
I
 

総
数

32
 

゜
32
 
8
 
3
 
l
 
2
 
10
 
2
 

゜゚
I
 

゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜
I
 
4
 

゜゚
゜゚
゜゚

尾
坂
遺
跡

総
数
遺
構
内
遺
構
外
A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 

K
 
L
 
M
 
N
 

゜
p
 
Q
 
I
 R
 
I
 s
 
I
 T
 
I
 u
 
I
 V
 
I
 w
 I
 X
 
I
 y
 
I
 z
 
I
 A
A
 I
 A
B
 

礫
石
器
類
砕
片

゜
礫

゜
総
数

1
2
1
0
I
2
1
0
1
0
1
0
1
 I
 
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
 I
 
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
 

三
平
I
遺
跡

総
数
遺
構
内
遺
構
外
A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
I
 F
 
I
 G
 
I
 H
 
I
 I
 
I
 J
 
I
 K
 
I
 L
 
I
 M
 
I
 N
 
I
 O
 
I
 P
 
I
 Q
 
I
 R
 
I
 S
 
I
 T
 
I
 U
 
I
 V
 
I
 W
 
I
 X
 
I
 Y
 
I
 Z
 
I
 A
A
 I
 A
B
 

礫
石
器
類
磨
石

゜
剥
片

゜
総
数

1
2
1
 
o
 
I
 
2
 
l
o
l
o
l
o
l
o
l
1
 
l
o
l
o
 
o
 
I
 1
 
o
l
o
l
o
l
o
l
o
l
o
l
o
l
o
l
o
 
o
 
I
 o
 
I
 o
 
I
 o
 
I
 o
 
I
 o
 
I
 o
 
I
 o
 



第
4
表
掲
載
遺
跡
出
土
石
器
組
成
表

二
社
平
遺
跡

礫
石
器
類
ピ
屯 ：
 

総
数
I逍
構
内
I遺
構
外
I
A
 
I
 B
 
I
 C
 
I
 D
 
I
 E
 
I
 F
 
I
 G
 
I
 H
 
I
 1
 
1
 1
 
I
 K
 
I
 L
 
I
 M
 

Z
 
I
 A
A
 I
 A
B
 

総
数
ロ

o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 I
 
I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 

1
 
I
 o
 I
 o
 I
 o
 I
 3
 

下
田
遺
翔

礫
石
器
類
I礫
片

総
数

総
数
I遺
構
内
I遺
構
外
I
A
 
I
 B
 
I
 C
 
I
 D
 
I
 E
 
I
 F
 
I
 G
 
I
 H
 

K
 
I
 L
 
I
 M
 

Y
 
I
 Z
 
I
 A
A
 I
 A
B
 

o
 
I
 2
 
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
 
o
 I
 o
 I
 o
 

o
 I
 o
 I
 o
 I
 o
 

第
6
表
山
根
m
遺
跡
打
斧
分
類
表

第
5
表
西
久
保
I
遺
跡
石
鏃
分
類
表

分
類

逍
物

I
類
…
基
部
が
浅
い
弧
状
を
示
す

4
6
区
2
住
ー
4
、
4
6
区
5
住
ー
2
、
4
6
区
6

住
ー
］
7

• 
18
、
4
6
区
遺
構
外
ー
6
0

• 
10
5
 • 

10
6 

• 
10
7 
10
9
、
4
7
区
遺
構
外
ー
］
0
8

u
類
・
・
・
基
部
が
弧
状
を
示
す

3
6
区
遺
構
外
一
11
0
、
4
6
区
3
住
ー
3
、
4
6

区
5
住
ー
3
、
4
6
区
6
住
ー
］
］
．
］
5
、
46
区

遺
構
外
ー
3
8

• 
57
 
• 
5
8
 •

 J
J
2
 • 
JJ
3
、
4
7
区

水
場
2
土
坑
ー
6
、
4
7
区
遣
構
外
一
11
1

[
]
]
類
・
・
・
基
部
が
深
い
弧
状
を
示
す
。
棒
状
の
4
6
区
2
住
ー
5
、
46
区
5
住
ー
4
、
4
6
区
6

返
し
を
意
識
し
て
作
成
し
て
い
る
住
ー
］
3

• 
14
、
4
6
区
逍
構
外
ー
3
5

• 
54
 

• 

5
9
 •

 6
2
、
4
7
区
遺
構
外
ー
］
14
11
6 

N
類
…
分
類
不
能

4
6
区
］
住
ー
6
、
4
6
区
6
住
ー
］2

• 
16
、
4
6

区
遺
構
外
ー
34

• 
36
 •

 3
7 

• 
53
 •

 5
6 

• 
61
 

• 

11
7 

• 
1
1
8
 •

 1
19
 

分
類

逍
物

I
類
…
い
わ
ゆ
る
短
冊
型
。
左
右
の
側
辺
が
24
区
1
住
ー
9
、
24
区
遺
構
外
ー
5
2

• 
5
3
 •

 

直
線
を
示
す

67
 

II
類
…
I
類
と
同
様
短
冊
型
で
あ
る
が
、
側
23
区
追
構
外
ー
54
、
24
区
遺
構
外
ー
55

• 

辺
が
刃
部
に
向
か
い
曲
線
を
描
き
、
56
 •

 6
8
 •

 6
9
 •

 7
0 

若
干
開
い
た
形
と
な
る

m
類
…
I,
ll
類
よ
り
大
型
で
幅
広
の
形
状
2
4
区
l
住
ー
7
、
24
区
遺
構
外
ー
57

と
な
る
。
上
半
部
に
扶
り
を
持
つ

IV
頷
…
分
類
不
能

24
区
］
住
ー
8
、
24
区
7
士
坑
ー
2
、
24
区

遺
構
外
ー
5
8

• 
59
 
• 
6
0
 •

 7
1 

• 
72
 

。I
ロ

盆 不 ム月ヒヒ

II 
w
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口
八
口
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I
 

Il 
III 
w
 



付
編
2
西
久
保
I
遺
跡
石
材
別
小
剥
片
集
計
表
36
区
遺
構
外
．
4
6
区
遺
構

2 9 6  

3
6
K
-2
4
表
土
3
6
K
-
2
5
表
土
3
6
表
土
3
6
区
小
計
4
6
-
]住
4
6
-
1住
埋
甕
4
6
-
]住
堀
方
4
6
-
2
住
4
6
-2
住
堀
方
4
6
-
3
住
4
6
-3
住
堀
方
4
6
-5
住
4
6
-5
住
堀
方
4
6
-6
住
4
6
-
6
住
堀
方
46
区
遺
構
小
計

石
材
名

大
き
さ
重
さ
点
数
璽
さ
点
数
重
さ
点
数
重
さ
点
数
重
さ
点
数
重
さ
点
数
重
さ
点
数
直
さ
点
数
重
さ
点
数
重
さ
点
数
踵
さ
点
数
重
さ
点
数
重
さ
点
数
諏
さ
点
数
重
さ
点
数
直
さ
点
数

黒
曜
石

5
m
m
以
下

0
 I
 
l
 
O.
l 
I
 
0
.
4
 
41
 
0
 2
 
25
 
6.
1 
4
 
0.
1
 
3
 

4
.
4
 
8]
 
1
8
 3
 
4
9
9
 
2
9
.
5
 
6
5
3
 

黒
曜
石

5
mm
~
1c
m
 
0
 2
 
I
 
0.
 7
 
2
 
I
 
3
 
3
 
2
.2
 
6
 
0
.6
 
4
 
0
 I
 
I
 

2.
 5
 
8
 

0.
1 
l
 
1.
3
 
7
 
0.
 I
 
I
 7
6
.
3
 
4
8
5
 
81
 
50
7 

黒
曜
石

lc
m
以
上

I
 8
 
I
 
7
.
9
 
3
 
2
 7
 
2
 
12
.4
 
6
 
1
1.
6 
6
 

16
.8
 
12
 
1
 8
 
I
 

2.
 9
 
I
 
2
0
 二

o2
.
 
4
 
J
 
24
 
23
. 
I
 
26
 
11
3.
8 
8
5
 

黒
色
安
山
岩

5皿
｝
以
下

゜
l
 
(¥ 
l
 
J
 
0
.
2
 
2
 

゜
1
 

I
 

0
.
2
 
2
 
J.
3
 
8
 
I. 
7
 
11
 

黒
色
安
山
岩

lc
m
以
上

゜
゜

゜
゜

流
紋
岩

5
m
m
以
下

゜
0
 
0
.1
 
l
 

0.
1 
I
 

流
紋
岩

5
m
m
~
1c
m
 

゜
゜

I
 
10
 
I
 
10
 

流
紋
岩

1c
m
以
上

゜
゜

7
 I
 
4
 
7
 I
 
4
 

チ
ャ
ー
ト

5
m
m
以
下

゜
゜

0
.
1
 
l
 
0
.
1
 
l
 

チ
ャ
ー
ト

5呻
～
1
c
m

゜
0
 
0
.4
 
l
 

0
.4
 
l
 

0
.3
 
l
 
L
l
 
3
 

チ
ャ
ー
ト

le
m
以
上

~ :
 

~ 
~゚ 
゜

2
.
6
 
I
 

i
 
2
.6
 
l
 

赤
碧
玉

5
mm
以
下

゜
゜

0
 J
 
l
 
O
 I
 
I
 

赤
碧
玉

5m
m
~
1c
m
 

゜
゜

゜
゜

加珪変
質
岩

1c
m
以
上

゜
゜

゜
゜

5血
以
下

゜
0
 
0
.
 I
 

~ ~ 
］
 

0
.
1
 
1
 

5
m
m
~
l
CJ
11
 

゜
゜

0
.
5
 
2
 
0
.
5
 
2
 

）
四
以
上

゜
゜

゜
゜

黒
色
頁
岩

5m
m
以
下

゜
゜

゜
゜

黒
色
頁
岩

S
m
m
-
l
c
m
 

゜
゜

゜
゜

黒
色
頁
岩

1c
m
以
上

゜
゜

゜
゜

粗
粒
輝
石
安
山
岩
5呻
以
下
I
 I
 I
 I
 I
 
゜
゜

゜
゜

粗
粒
輝
石
安
山
岩
I
5
m
m
~
1c
m 

゜
゜

0
.
2
 
1
 
0
 2
 
I
 

粗
粒
輝
石
安
山
岩
lc
m
以
上

0
 
0
 

12
 I
 
I
 I
 
12
 
1
 

珪
質
頁
岩

5
m
m
以
下

゜
゜

゜
゜

珪
質
頁
岩

5
m
m
-
lc
m 

゜
゜

゜
゜

珪
質
頁
岩

!c
m
以
上

゜
゜

゜
゜

細
粒
輝
石
安
山
岩
5皿
山
以
下

~ ~ :
 

~ ~ ~ 
~゚ ~ ~ ~

 ~ ~ 
~ 

゜
I
 

゜
゜

細
粒
輝
石
安
山
岩
5呵
～
lC1
11

゜
゜

゜
゜

細
粒
輝
石
安
山
岩
l四
以
上

゜
゜

゜
゜

褐
色
碧
玉

5m
m
以
下

゜
゜

゜
゜

褐
色
碧
玉

5m
m
-
lc
m 

゜
゜

゜
゜

褐
色
碧
玉

1c
m
以
上

゜
゜

゜
゜

珪
化
木

5~
m以

ヽ~
~ ~ヽ

~
~ ~ヽ

~~ ^
 

~ ヽ゚~ ／ （ ~
ヽ~／
 ^
 

~ ヘ
ヽ~／
 ~ヽ~

~ ゚~ 
~ ：
 
：
 
＜
 ~ ：
 ~ ゚

ン：
9~

 ゚

珪
化
木

5
m
m
~
1
 

゜
゜

'
'
 

I
 
I
 

゜
゜

垣
1ヒ
木

~ら）芯：
゜
゜

゜
゜

デ
イ
サ
イ
ト

5m
m
以
下

゜
゜

゜
゜

デ
イ
サ
イ
ト

5m
m
~
lc
m 

゜
゜

゜
゜

デ
イ
サ
イ
ト

1c
m
以
上

゜
゜

゜
゜

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
5
m
m
以
下

゜
゜

口
゜
゜

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
5叩
～
1c
m

゜
゜

I
 
I
 

゜
゜

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
1四
以
上

~ :
 

~ ~゚ ~
 ~ ~ ~ 

゜
0
 

゜
ぎ
ょ
く
ず
い

5
m
m
以
下

゜
゜

゜
゜

ぎ
ょ
く
ず
い

S
m
m
-
l
 
cm
 

゜
゜

゜
゜

ぎ
ょ
く
ず
い

¥c
m
以
上

゜
゜

゜
゜

変
質
安
山
岩

51
1j
]l
1以
下

゜
゜

゜
゜

変
質
安
山
岩

5
m
m
~
1
四

I
 
O
 I
 
0
 

゜
゜

変
質
安
山
岩

1c
m
以
上

0
1
 
0
 

゜
゜

1 i 諮 2



西
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保
I
遺
跡
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材
別
小
剥
片
集
計
表
46
区
遺
構
外

2 9 7  

4
6
T
-2
 
4
6
T
-
3
 
4
6
U
-
5
 
4
6
U
-6
 
4
6
U
-
7
 
4
6
V
-I
 
4
6
V
-2
 
4
6
V
~
5
 
4
6
W
-
4
 
4
6
W
-9
 
4
6
X
-6
 
4
6
X
-9
 
4
6
Y
-5
 
4
6
Y
-7
 
4
6
¥
-
10
 
4
6
表
採
小
計

石
材
名

大
き
さ
重
さ
点
数
重
さ
点
数
重
さ
点
数
菫
さ
点
数
重
さ
点
数
頂
さ
点
数
韮
さ
点
数
菫
さ
点
数
重
さ
点
数
直
さ
点
数
重
さ
点
数
厘
さ
点
数
煎
さ
点
数
重
さ
点
数
韮
さ
点
数
重
さ
点
数
重
さ
点
数

黒
曜
石

5m
m
以
下

0
.
2
 
I
 

0
.3
 
6
 
0.
1 
2
 
I
 4
 
31
 
0
 4
 
6
 

0
 9
 
13
 

3
 3
 
5
9
 

黒
曜
石

5
m
m
~
1
c
m
 
0
.
6
 
I
 

1.
6
 
J
 
0.
 7
 
I
 
I
 2
 
I
 
6
 
2
2
 
2
 
5
 
4.
1 
2
0
 
2
 6
 
8
 
0
 4
 
2
 
9
 5
 
3
8
 
0
 6
 
3
 

0
.
6
 
3
 
I
 8
 
7
 
31
 7
 
11
2 

黒
曜
石

1c
m
以
上
7
.9
 
3
 
I
 
2
 
I
 
2.
 
I
 
I
 

8
 
5
 
3
 
I
 
6.
 J
 
4
 

2
 2
 
l
 
5
 3
 
3
 
2
 6
 
2
 
0.
 5
 
I
 

2
0
.
8
 
J
I
 
5
9
.
 
7
 
33
 

馬
色
安
山
岩

5
m
m
以
下

O.
J
 
J
 
0.
1
 
l
 

黒
色
安
山
岩

5
暉
,
-
l
c
m

゜
゜

黒
色
安
山
岩

!c
m
以
上

゜
゜

流
紋
岩

5
m
m
以
下

゜
゜

流
紋
岩

5
m
m
~
1c
m 

゜
゜

流
紋
岩

1c
m
以
上

゜
゜

チ
ャ
ー
ト

゜
゜

チ
ャ
ー
ト

゜
゜

チ
ャ
ー
ト

1c
m
以
上

゜
゜

赤
碧
玉

5
m
m
以
下

゜
゜

赤
碧
玉

5
m
m
~
1
c
m
 

゜
゜

赤
碧
玉

¥c
m
以
上

゜
゜

珪
質
変
質
岩

5
.
;
,
,
以
下
：
：
：
パ
砿
へ

~：

゜
~ 
:
 

~ 
~ 

゜
珪
質
変
質
岩

5
m
m
~
.1
cm
 

゜
゜

珪
質
変
質
岩

1c
m
以
上

゜~ ：
 

~ ~ 
；
 ゚ ~ ~ 

黒
色
頁
岩

5
m
m
以
下

゜
゜

黒
色
頁
岩

5
m
m
-
1
c
m
 

0
.
6
 
I
 

0
.
6
 
I
 

黒
色
頁
岩

1c
m
以
上

゜
゜

粗
粒
輝
石
安
山
岩
5
m
m
以
下

口
0
.
1
 
l
 
0.
1 
J
 

粗
粒
輝
石
安
山
岩
5
皿
～
1c
m

゜
゜

粗
粒
輝
石
安
山
岩
l
四
以
上

I
 
I
 

゜
゜

珪
質
頁
岩

5
m
m
以
下

゜
゜

珪
質
頁
岩

5
m
m
-
Jc
m 

0
.
3
 
J
 

0
 3
 
l
 

麟
¥c
m
以
上

゜
゜

5
m
m
以
下

゜
゜

5
m
m
~
1
c
m
 

゜
゜

細
粒
輝
石
安
山
岩
J
cm
以
上

゜
゜

褐
色
碧
至

5
m
m
以
下

゜
゜

褐
色
碧
玉

5
m
m
~
1
c
m
 

゜
゜

褐
色
碧
玉

1c
m
以
上

゜
゜

珪
化
木

5呻
心
以
下

口
9
 

9
 

~
 
~
 
~
 

；
 ~ ：
 

~ ~ 
：
 

＜
 ：
 ゚

~ ~ 

゜
珪
化
木

5
m
m
~
lc
m 

I
 

゜
゜

珪
化
木

lc
m
以
上

3
 
l
 

~ 
~ 
：
 ~ ：
 

~ 

3
 
l
 

デ
イ
サ
イ
ト

5m
m
以
下

゜
゜

デ
イ
サ
イ
ト

5
m
m
~
1
c
m
 

゜
゜

デ
イ
サ
イ
ト

1c
m
以
上

゜
゜

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
5
m
m
以
下

0.
1 
I
 

0
.
1
 
l
 

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
5
m
m
~
1
c
m
 

I
 
I
 

゜
゜

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
l面
以
上

゜
゜

ぎ
ょ
く
ず
い

5
m
m
以
下

゜
゜

ぎ
ょ
く
ず
い

5
m
m
-
lc
m 

0.
 l
 
l
 

0
 l
 
I
 

ぎ
ょ
く
ず
い

1c
m
以
上

゜
゜

変
質
安
山
岩

5
皿
1以
下

I
 
I
 

ロ
Q
 

゜
変
質
安
山
岩

5
m
m
~
1
c
m
 

I
 

゜
゜

変
質
安
山
岩

1c
m
以
上

゜
゜
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西
久
保
I
遺
跡
石
材
別
小
剥
片
集
計
表
4
6
区
剥
片
廃
棄
場
・
4
7
区
・
総
計

4
6
V
-3
 

4
6
V
-
4
 
4
6
サ
ン
プ
ル
1
46
サ
ン
プ
ル
I2
 
4
6
サ
ン
プ
ル
2
46
区
剥
片
廃
棄
場
4
7水
楊

4
7
F
-
19
 
47
1
-
19
 
47
表
採

47
区
小
計

合
計

石
材
別
点
数

石
材
名

大
き
さ
直
さ
点
数
頂
さ
点
数
頂
さ
点
数
諏
さ
点
数
重
さ
点
数
直
さ
点
数
賃
さ
点
数
重
さ
点
数
重
さ
点
数
重
さ
点
数
頂
さ
点
数
煎
さ
点
数

重
さ

点
数

黒
曜
石

5m
m
以
下

0.
1
 
I
 
2
7
 5
 
7
17
 
27
. 
7
 
16
4
6
 
0.
1
 
I
 
57
.
 
9
 
4
0
4
0
 
11
3.
3 
6
4
0
5
 

゜
0
 
14
6
.
2
 
7
1
1
8
 
5
8
7
 5
 
86
57
 

黒
曜
石

S
m
m
-
l
c
m
 
J
 
9
.
 
7
 
94
 
60
 
3
7
0
 
12
.4
 
I
 19
 

18
.6
 
18
1
 
]J
O.
 7
 
76
4 

゜
0
 
22
5.
 6
 
J
 
3
8
9
 

黒
曜
石

1c
m
以
上

12
 9
 
10
 
14
 4
 
15
 

27
.3
 
25
 
2
 5
 
I
 

2.
5 

I
 
2
1
5
 7
 
15
0 

黙
色
安
山
岩

5皿
以
下

5.
 l
 
l%
 
3
.3
 
28
 
6
.4
 
3
0
6
 
0.
 I
 
3
 
12
 
5
3
7
 
2
6
.
9
 
]
0
7
0
 

゜
゜
2
7
.
2
 
!0
73
 

3
5
.
6
 

11
1
0
 

黒
色
安
山
岩

5
m
m
~
l位

5
.5
 
2
5
 

5
.
5
 
25
 

゜
゜
7.
2
 
3
6
 

黒
色
安
山
岩

1c
m
以
上

l.
2
 
I
 

1.
2
 
J
 

゜
゜
1.
2
 
I
 

流
紋
岩

5m
m
以
下

0.
6 
14
 
0.
1
 
I
 

10
.6
 
25
9 

1
1
 
3
 
27
4 

゜
゜
11
.
4
 
27
5 

3
9
.
5
 

3
15
 

流
紋
岩

5
m
m
-
1
c
m
 
3
 
16
 

0
.
2
 
I
 

3
 2
 
17
 

゜
゜
4
 2
 
27
 

流
紋
岩

lc
m
以
上

8
 
5
 
6
 
3
 

14
 
8
 
2
.8
 
I
 

2
 8
 
I
 
2
3
 9
 
13
 

チ
ャ
ー
ト

5皿
以
下

2
.9
 
97
 
0
.3
 
4
 

l.
6
 
74
 

4
.8
 
17
5
 

゜
゜
4
 9
 
j
 76
 

18
.
5
 

18
3
 

チ
ャ
ー
ト

5l
11
11
1~
1”
' 

I
 
2
 

1
 
2
 

゜
゜
2.
1 

5
 

チ
ャ
ー
ト

Ic
m
以
上

゜
゜

8
.9
 
1
 

8
.
9
 
1
 
ll
.
5
 
2
 

赤
碧
玉

5m
m
以
下

I
 4
 
53
 

I
 4
 
53
 

゜
゜
I
 
5
 
54
 

14
 3
 

62
 

赤
碧
玉

5
m
m
~
1
c
m
 
0
 2
 
5
 

0
.
2
 
5
 

゜
゜
0
.
2
 
5
 

赤
碧
玉

1c
m
以
上

゜
゜
5.
4 
2
 

7.
2 
I
 
12
.6
 
3
 
12
.6
 
3
 

珪
質
変
質
岩

5m
m
以
下

:
 
<
 ~ :
 
I. 
7
 ：
 
：
 
＜
 ~ ：
 

~く~
4
9
 

1.
 7
 
4
9
 

゜
V
 
J
.
8
 
50
 

10
.
6
 

56
 

珪
質
変
質
岩

5.
..
~
]c
m 

゜
゜

゜
゜
0
.
5
 
2
 

珪
質
変
質
岩
1c
m
以
上
し
2.
 5
 
3
 
5
.
8
 
I
 

8
.3
 
4
 

~
 
~
 

゜
0
.
 8
.
3
 
4
 

黒
色
頁
岩

5m
m
以
下

0.
1 
I
 

I
 
50
 
0.
1 
2
 
1.
2
 
53
 

゜
゜
1.
2 
53
 

2
.
8
 

56
 

黒
色
頁
岩

5
m
m
~
l
c
m
 

I
 
2
 

I
 
2
 

゜
゜
I
 6
 
3
 

黒
色
頁
岩

!c
m
以
上

゜
゜

゜
゜
゜
゜

粗
粒
輝
石
安
山
岩
5
m
m
以
下

O
.J
 
J
 

1
 
)
]
 
0
.
1
 
3
 
J.
2
 
J
5
 

゜
゜
J
.3
 
16
 
13
.8
 

l
 
9
 

粗
粒
輝
石
安
山
岩
I5
m
m
~
1c
m 
0
.3
 
I
 

0
.3
 
l
 

゜
゜
0
.5
 
2
 

粗
粒
輝
石
安
山
岩
1c
m
以
上

゜
゜

゜
゜
12
 
1
 

珪
質
頁
岩

5m
m
以
下

0
.
2
 
4
 
0.
1 
3
 

0
.
3
 
7
 

゜
゜
0
 3
 
7
 

3
 
，
 

珪
質
頁
岩

5
m
m
~
1
c
m
 

゜
゜

゜
゜
0
 3
 
I
 

珪
質
頁
岩

1c
m
以
上

゜
゜
2.
4 
I
 

2.
4 

I
 
2
 4
 
I
 

細
粒
輝
石
安
山
岩
5
m
m
以
下

゜
゜

゜
゜
゜
゜

1.
 7
 

4
 

細
粒
輝
石
安
山
岩
5
m
m
~
1c
m 

0
.
5
 
2
 

0
.5
 
2
 

゜
゜
0
.5
 
2
 

細
粒
輝
石
安
山
岩
1c
m
以
上

1.
2
 
2
 

1.
2
 
2
 

゜
゜
1.
2
 
2
 

褐
色
碧
王

5m
m
以
下

゜
゜

゜
゜
゜
゜

1
7
 5
 

I
 

褐
色
碧
王

5
m
m
~
1
c
m
 

゜
゜

゜
゜
゜
゜

褐
色
碧
玉

Jc
m
以
上

゜
゜

1
7
 5
 
I
 

17
.5
 
I
 
17
.5
 
I
 

珪
化
木

5皿
心
以
下

゜
゜

゜
゜
゜
゜

3
 

I
 

珪
化
木

5
m
m
~
1c
m 

゜
゜

゜
゜
゜
゜

珪
化
木

1c
m
以
上

゜
゜

゜
゜

3
 
l
 

デ
イ
サ
イ
ト

5m
m
以
下

゜
゜

゜
゜
゜
゜

0.
 7
 

l
 

デ
イ
サ
イ
ト

S
m
m
-
lc
m 

゜
゜

゜
゜
゜
゜

デ
イ
サ
イ
ト

1c
m
以
上

0
.
 
7
 
I
 

0.
 7
 
I
 

゜
゜
0
 7
 
I
 

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
5
m
m
以
下

゜
゜

゜
゜
0.
1
 
l
 
0
.1
 

J
 

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
5
m
m
~
1c
m 

゜
゜

゜
゜
゜
゜

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
1c
m
以
上

゜
゜

゜
゜
゜
゜

ぎ
ょ
く
ず
い

5m
m
以
下

゜
゜

゜
゜
゜
゜

0
 I
 

I
 

ぎ
ょ
く
ず
い

5
m
m
~
1
c
m
 

゜
゜

゜
゜
0
 J
 
I
 

ぎ
ょ
く
ず
い

¥c
m
以
上

゜
゜

゜
゜
゜
゜

変
質
安
山
岩

5呻
以
下

0
.1
 
I
 

0
.
1
 
1
 

゜
゜
O
.J
 
1
 

O.
l
 

I
 

変
質
安
山
岩

5
m
m
~
Jc
m 

゜
゜

゜
゜
゜
゜

変
質
安
山
岩

,le
m
以
上

゜
゜

゜
゜
゜
゜
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付
編
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一
覧
表

（
単
位
：
cm
・
g
)
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No
 
遺
跡
名
挿
図
No
P
L
 
遺
構
出
土
位
置
遺
物
No
種
類

大
き
さ
重
益

石
材

形
状
特
徴
等

備
考

1
 
束
宮

遺
構
外

礫
片

長
5.
5
幅
3.
2
厚
0
6
重
1
7
0
 

粗
粒
輝
石
安
山
岩
板
状
剥
離
の
破
片
。

2
 
石
畑

18
 
81
 
8
4
-
1
号
谷

26
 
石
鏃

長
2.
3
輻
1.
4
5
原
0.
35
厘
0
.6
1

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
三
角
形
状
を
呈
す
る
。

覆
土

3
 
石
畑

18
 
81
 
8
4
-
I
号
谷

27
 
石
鏃

長
I6
幅
I
3
厚
1
.
35
重
0.
51

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。
未
製
品
か
？

X
-
2
5
 

4
 
石
畑

]8
 
8]
 
8
4
-
1
号
谷

28
 
石
鏃

長
I
6
幅
J
.
l厚
0
25
龍
0.
34

黒
曜
石

右
返
し
の
み
残
存
。
無
茎
で
、
基
部
は
深
い
弧
状
を
呈
す
。

Y-
24
 

5
 
石
畑

18
 
81
 
8
4
-
I
号
谷

29
 
石
鏃

長
0
95
幅
I
0
5
厚
0.
2
璽
0
14
 

黒
曜
石

先
端
部
の
み
残
存
。

覆
土

6
 
石
畑

18
 
81
 
8
4
-
l
号
谷

30
 
石
錐
？

長
2
9
幅
l
5
厚
0
.3
重
2.
52

黒
曜
石

上
部
欠
損
。
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。

Y
-
2
5
 

7
 
石
畑

18
 
81
 
8
4
-
1
号
谷

3
J
 
石
匙

長
5.
0
幅
5.
5
厚
0.
6
重
17
.
97
 

黒
色
頁
岩

完
形
。
横
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
下
面
に
刃
部
を
形
成
す
る
。

Y-
24
 

8
 
石
畑

j
 
8
 
81
 
8
4
-
1
号
谷

32
 
石
核

長
2.
5
幅
4
.4
厚
2.
5
重
j8
.]
8 

黒
曜
石

上
面
に
小
形
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
集
中
す
る
。

覆
土

9
 
石
畑

18
 
81
 
8
4
-
]
号
谷

33
 
石
核

長
7
3
幅
3
7厚
4
8
重
15
3

黒
曜
石

全
面
に
小
形
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。

Y
-2
5 

10
 
石
畑

18
 
8
1
 
8
4
-
l
号
谷

34
 
決
状
耳
飾

長
3.
3
幅
I3
厚
I0
重
6.
27

蛇
紋
岩

半
分
欠
損
。
穿
孔
が
2
ヵ
所
認
め
ら
れ
る
。

Y
-
2
3
縄
文
前
期
後
半

11 
石
畑

19
 
8
1
 
8
4
-
I
号
谷

35
 
磨
石

長
J
I
.
I幅
8.
2
厚
4.
2
直
40
8

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
3
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
縁
辺
に
数
打
痕
が
あ
る
。

X
~
2
3
 

J
 
2
 
石
畑

19
 
8
J
 
8
4
-
I
号
谷

36
 
磨
石

長
II
I幅
］
0.
4
厚
5
.3
諏
88
1

粗
粒
耀
石
安
山
岩
完
形
。
両
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
二
次
的
に
被
熱
。

X-
24
 

13
 
石
畑

19
 
8
1
 
8
4
-
1
号
谷

37
 
磨
石

長
9.
I幅
8.
7厚
5
9
璽
63
0

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
両
面
に
磨
面
が
、
磨
面
中
央
及
び
縁
辺
に
敲
打
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

Y
-2
4 

j
 
4
 
石
畑

19
 
8]
 
8
4
-
I
号
谷

38
 
磨
石

長
12
7
幅
7
7
厚
5.
5
璽
86
2

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
表
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
上
面
及
び
下
面
に
敲
打
痕
が
梨
中
す
る
。
X
-
2
5
 

]5
 
石
畑

19
 
8]
 
8
4
-
I
号
谷

39
 
磨
石

長
9
7
幅
7
9厚
3
7
菫
38
8

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
両
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。

X-
24
 

16
 
石
畑

8
1
 
8
4
-
I
号
谷

41
 
石
鏃

長
2.
6
幅
2.
5厚
0
.3
重
1
.
33

黒
曜
石

先
端
部
欠
損
。
無
茎
で
甚
部
は
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。
や
や
大
型
。

Y-
24
．
産
地
同
定
査
料
1

17
 
石
畑

8
4
-
I
号
谷

剥
片

長
9
6
幅
6.
1厚
1
8
重
12
7

細
粒
雌
石
安
山
岩
縦
長
剥
片
。

w
~2

4 

]8
 
石
畑

8
4
-
1
号
谷

剥
片

長
3
8
幅
3
3
耳
0.
6
重
6

黒
色
頁
岩

横
長
剥
片
。

19
 
石
畑

8
4
-
1
号
谷

剥
片

長
6
8
幅
4
3
厚
0
8
直
25

粗
粒
蝶
石
安
山
岩
横
長
剥
片
。

X-
24
 

20
 
石
畑

8
4
-
I
号
谷

剥
片

長
9
6
幅
3
7厚
1
.
2鴛
43

粗
粒
鍔
石
安
山
岩
横
長
剥
片
か
？

x~
24

 

2
1
 
石
畑

8
4
-
1
号
谷

剥
片

長
6
4
幅
4
9
厚
l
.
l璽
33

黒
色
頁
岩

横
長
剥
片
。

X-
24
 

22
 
石
畑

8
4
-
]
号
谷

剥
片

長
2.
7幅
2
0厚
1
.
4
重
5

流
紋
岩

破
片
。
側
辺
は
鋭
利
だ
が
、
柔
ら
か
い
石
質
。

X
-2
4 

23
 
石
畑

8
4
-
l
号
谷

剥
片

長
6.
6
幅
3
7厚
0
7重
21

粗
粒
輝
石
安
山
岩
剥
片
形
状
不
明
。

Y
-
2
3
 

24
 
石
畑

8
4
-
I
号
谷

礫
長
5
I幅
4
8
/豆
4
2煎
12
0

粗
粒
輝
石
安
山
岩
や
や
小
型
の
円
礫
。

1
谷
1
層

25
 
石
畑

8
4
-
1
号
谷

礫
長
7
8
幅
6
0厚
4
4
重
29
0

粗
粒
輝
石
安
山
岩
や
や
小
型
の
円
礫
。

X-
24
 

26
 
石
畑

8
4
-
I
号
谷

礫
長
12
0
幅
9
4
厚
6
.8
重
93
5

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
中
型
の
円
礫
。

Y-
24
 

27
 
石
畑

8
4
-
1
号
谷

礫
長
10
I幅
9
I厚
6.
3
直
74
2

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
中
型
の
円
礫
。

28
 
石
畑

8
4
-
]
号
谷

礫
長
J
O
8
幅
7.
9
厚
5.
6
重
58
5

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
中
型
の
円
礫
。

Y
-
2
4
 

29
 
石
畑

8
4
-
I
号
谷

礫
長
1
0
4
幅
7
9
原
5.
0
頂
66
0

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
中
型
の
円
礫
。

Y
-2
5
上
陪

30
 
石
畑

9
4
-
1
土

剥
片

長
2.
I幅
I
5
厚
I
I璽
2
98
 

黒
曜
石

小
型
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

産
地
同
定
試
科
2

3
l
 
石
畑

19
 
81
 
9
4
-
2
号
谷

2
 
石
錐

長
2.
15
幅
I
I厚
0.
75
重
I
5
7
 

黒
曜
石

上
部
・
先
端
部
欠
損
。
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。

0
-
2
 2層

32
 
石
畑

9
4
-
2
号
谷

剥
片

長
3.
3
幅
1.
7厚
0.
8
重
3
85
 

黒
曜
石

小
型
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
表
面
に
自
然
面
が
残
る
。
0
-
2
.
2
層
産
地
同
定
試
料
3

33
 
石
畑

16
 
80
 
岩
陰

l
 
台
石

長
31
6
幅
22
.
I厚
8
7
重
88
20

粗
粒
暉
石
安
山
岩
一
部
欠
損
。
扁
平
な
円
礫
。

34
 
石
畑

J
 7
 
80
 
岩
陰

2
 
台
石

長
24
2
幅
28
.0
厚
5
2
童
58
00

粗
粒
耀
石
安
山
岩
ほ
ぽ
完
形
。
上
面
に
残
る
の
は
磨
跡
か
？

35
 
石
畑

17
 
80
 
岩
陰

3
 
台
石

長
14
.4
幅
10
.8
限
9
3
直
21
80

粗
粒
輝
石
安
山
岩
破
片
。
扁
平
な
角
礫
。

36
 
石
畑

17
 
80
 
岩
陰

4
 
磨
石

長
1
2
5
幅
10
.2
原
5.
1
重
96
6

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
両
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
二
次
的
に
被
熟
。

37
 
石
畑

岩
陰

礫
長
9
.4
幅
7
7厚
3
0
重
30
8

粗
粒
輝
石
安
山
岩

38
 
石
畑

19
 
81
 
遺
構
外

5
 
石
核

長
1
.
0
幅
2
6厚
0.
9
重
2
34
 

黒
曜
石

小
形
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
残
る
。

84
区
表
土

39
 
石
畑

19
 
81
 
遺
構
外

6
 
打
製
石
斧

長
9.
4
幅
6
4
厚
l
6
5
庫
13
5

頁
岩

左
部
分
欠
損
。
短
冊
形
か
？

84
区
表
士

40
 
石
畑

遺
構
外

礫
片

長
3.
2
幅
2
2厚
4
9
菫
16

粗
粒
輝
石
安
山
岩
角
礫
片
。

84
区
表
土
．］
層

4
 1
 
石
畑

遺
構
外

礫
長
6.
8
幅
4
2
厚
2
8
重
11
3

珪
質
変
質
岩

完
形
。
円
礫
。

84
区
表
土
1
層

42
 
石
畑

遺
構
外

礫
長
6.
8
幅
4.
31
互
2.
8
重
14
2

珪
質
頁
岩

ほ
ぽ
完
形
。
円
礫
。

94
区
表
士

43
 
勝
沼
（
川
）

2
士

剥
片

長
3.
2
幅
2
8厚
0
8
重
6
0
 

流
紋
岩

横
長
剥
片
。

44
 
勝
沼
（
川
）

遺
構
外

礫
片

長
7.
5
幅
4
5
厚
4
4
園
20
9

粗
粒
揮
石
安
山
岩
や
や
厚
み
の
あ
る
板
状
の
角
礫
。

表
採

4
5
 
勝
沼
（
横
）
36
 
82
 
6
 -
1
士

5
 
打
製
石
斧

長
9
.8
幅
4
7
原
I
7
5
重
90

粗
粒
輝
石
安
山
岩
上
部
僅
か
に
欠
損
。
撥
形
に
近
い
形
状
。
刃
部
先
端
が
摩
耗
す
る
。

1
層

46
 
勝
沼
（
横
）

6
 -
1
士

剥
片

長
6.
5
幅
4
5
厚
I
7
重
46

粗
粒
輝
石
安
山
岩
縦
長
剥
片
。

47
 
勝
沼
（
横
）
4
 ]
 
83
 
遺
構
外

8
 
槍
先
形
尖
頭
器

長
12
.2
5
幅
3.
4
厚
I
15
直
48
.3
2

珪
質
頁
岩

ほ
ぼ
完
形
。

表
採

48
 
勝
沼
（
横
）
4
1
 
83
 
遺
構
外

9
 
打
製
石
斧

長
9
0
幅
5
7
厚
1.
9
簡
12
7

細
粒
輝
石
安
山
岩
上
部
欠
損
。
短
冊
形
。
先
端
部
僅
か
に
摩
耗
す
る
。

北
地
3
層
上
面



3 0 0  

No
 
遺
跡
名
挿
図
No
P
L
 
遺
構
出
土
位
置
遺
物
No
種
類

大
き
さ
・貨
益

石
材

形
状
特
徴
等

備
考

49
 
西
久
保
I
49
 
83
 
4
6
-
1
住

6
 
石
鏃

長
2.
15
幅
J
.
3厚
0.
42
直
0.
97

黒
曜
石

半
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
平
ら
で
あ
る
。
未
製
品
。

覆
土

50
 
西
久
保
I
49
 
83
 
4
6
-
1
住

7
 
楔
形
石
器

長
2
.I
幅
I
7
限
0.
65
重
2
06
 

黒
曜
石

両
極
に
剥
離
が
見
ら
れ
る
。
剥
離
は
表
面
に
渠
中
す
る
。

覆
土

5
1
 
西
久
保
I
49
 
83
 
4
6
-
1
住

8
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
3
.7
5
輻
1
.
8
限
0.
8厘
4.
55
 

黒
曜
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
左
側
面
に
使
用
痕
が
梨
中
す
る
。

覆
土

52
 
西
久
保
I
49
 
83
 
46
-
1
住

9
 
石
核

長
4.
5
幅
7
4瞑
2
.6
5
重
12
2

細
粒
輝
石
安
山
岩
上
面
、
下
面
、
左
側
面
に
二
次
加
工
の
痕
が
見
ら
れ
る
。
二
次
加
工
の
部
分
は
使
用
覆
土

に
よ
る
つ
ぶ
れ
が
見
受
け
ら
れ
る
。

53
 
西
久
保
I

4
6
-
1
住

剥
片

長
7.
I幅
6
6厚
1.
9重
10
6

細
粒
雄
石
安
山
岩
縦
長
で
中
位
は
や
や
幅
広
。

覆
土

54
 
西
久
保
I

4
6
-
]
住

剥
片

長
2
.4
幅
2
3厚
0.
6
重
3

流
紋
岩

覆
土

55
 
西
久
保
I

4
6
-
1
住

礫
片

長
7.
9
幅
6
2厚
2
.5
頂
17
1

粗
粒
輝
石
安
山
岩
角
礫
の
破
片
。

覆
土

56
 
西
久
保
I

4
6
-
1
住

礫
片

長
6.
8
輻
3
8序
0.
8
煎
26

粗
粒
雄
石
安
山
岩

埋
甕

57
 
西
久
保
I

4
6
-
1
住

礫
片

長
5.
8
幅
2
7厚
0.
7重
7

粗
粒
輝
石
安
山
岩

埋
甕

58
 
西
久
保
I

4
6
-
1
住

礫
片

長
6.
9
幅
5
5厚
2
4
重
29

軽
石

完
形
。
扁
平
。

覆
土

59
 
西
久
保
I

4
6
-
]
住

礫
長
1
7
I幅
9
7厚
3.
2
菫
73
9

粗
粒
輝
石
安
山
岩
裏
は
表
面
が
剥
落
す
る
。

炉
内

60
 
西
久
保
I
52
 
83
 
46
-
2
住

4
 
石
鏃

長
1.
12
幅
I
2
厚
0.
42
重
0
37
 

チ
ャ
ー
ト

2/
3
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。
未
製
品
。

掘
り
方

61
 
西
久
保
I
52
 
83
 
46
-
2
住

5
 
石
鏃

長
1
.
07
幅
l
2
5厚
0
3
貨
0
29
 

黒
曜
石

先
端
部
欠
損
。
基
部
は
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。
返
し
は
棒
状
に
近
い
。

覆
士

62
 
西
久
保
I
52
 
83
 
46
-
2
住

6
 
楔
形
石
器

長
2.
2
幅
2
.3
限
0.
7酋
2.
78
 

黒
曜
石

両
極
剥
離
。

掘
り
方

63
 
西
久
保
I
52
 
83
 
4
6
-
2
住

7
 
石
核

長
2
.7
輻
2.
0厚
I
3
重
6.
17
 

黒
曜
石

側
面
に
小
型
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

覆
土

64
 
西
久
保
I
52
 
83
 
4
6
-
2
住

8
 
石
核

長
3
1輻
J
1
5
厚
0.
8重
3
75
 

黒
曜
石

表
面
に
小
型
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

覆
土

65
 
西
久
保
I
52
 
83
 
4
6
-
2
住

9
 
ス
ク
レ
イ
パ
ー

長
4
9幅
10
2厚
j
2
重
52

珪
質
頁
岩

一
部
欠
損
。
横
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
両
面
に
加
工
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。
上
部
右

部
分
に
使
用
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
潰
れ
が
見
ら
れ
る
。

66
 
西
久
保
I
52
 
83
 
4
6
-
2
住

10
 
ス
ク
レ
イ
パ
ー

長
6
7
幅
4
3
厚
1.
3重
4
]

黒
色
安
山
岩

完
形
。
表
面
に
加
工
痕
が
梨
中
す
る
。
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。

覆
士

67
 
西
久
保
I
52
 
83
 
4
6
-
2
住

11
 
打
製
石
斧

長
8
2幅
4.
65
厚
2.
2
重］
05

細
粒
輝
石
安
山
岩
刃
部
欠
損
。
短
冊
形
か
？

掘
り
方

68
 
西
久
保
I
52
 
83
 
4
6
-
2
住

J 2
 
磨
石

長
1
2
0
幅
(
7
6)
厚
4.
0
重
55
8

石
英
閃
緑
岩

破
片
。
表
面
に
磨
面
が
側
面
に
凹
み
穴
が
見
受
け
ら
れ
る
。
二
次
的
に
被
熱
。

掘
り
方

69
 
西
久
保
I
53
 
83
 
46
-
2
住

13
 
凹
石

長
1
0
2
幅
8
2原
5.
2
重
35
9

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
3
面
に
凹
み
穴
が
見
受
け
ら
れ
る
。
裏
面
に
は
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。

70
 
西
久
保
I
53
 
83
 
4
6
-
2
住

14 
凹
石

長
11
.
6
幅
8
.7
厚
3.
2
重
46
0

ひ
ん
岩

完
形
。
3
面
に
凹
み
穴
が
見
受
け
ら
れ
る
。
上
面
に
は
蔽
打
痕
が
渠
中
す
る
。
二
次

的
に
被
熱
。

71
 
西
久
保
I
53
 
83
 
46
-
2
住

15
 
台
石

長
(9
.6
)
幅
(
1
1
4
)厚
6
.4
諏
85
4

粗
粒
輝
石
安
山
岩
破
片
。
表
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
縁
辺
に
敲
打
痕
。

72
 
西
久
保
I

4
6
-
2
住

砕
片

長
3
8
輻
2
7原
0.
9
重
8

珪
質
凝
灰
岩

覆
土

73
 
西
久
保
I

46
-
2
住

砕
片

長
3
7幅
2
9厚
0
.9
煎
5

粗
粒
輝
石
安
山
岩

覆
土

74
 
西
久
保
I

4
6
-
2
住

礫
片

長
6
.3
幅
3
0厚
0.
7重
16

粗
粒
輝
石
安
山
岩
板
状
剥
離
の
礫
の
破
片
。
被
熱
痕
あ
り。

掘
り
方

75
 
西
久
保
I

4
6

~
 2
住

礫
長
1
3
7
幅
12
8厚
6
8
菫
14
13

珪
質
変
質
岩

や
や
大
型
な
円
礫
。

76
 
西
久
保
I

46
-
2
住

礫
長
7.
8
幅
5
]厚
2.
8
重
l0
]

粗
粒
輝
石
安
山
岩
中
型
の
円
礫
。

掘
り
方

77
 
西
久
保
I
55
 
84
 
4
6
-
3
住

3
 
石
鏃

長
1
.
65
幅
1.
62
厚
0
37
直
0
7
1
 
黒
曜
石

先
端
部
欠
損
。
無
茎
で
基
部
が
弧
状
を
呈
す
る
。

掘
り
方

78
 
西
久
保
I
55
 
84
 
4
6
-
3
住

4
 
楔
形
石
器

長
］
．7
幅
].
5厚
0.
5
重
0.
93

黒
曜
石

剥
離
は
上
部
に
梨
中
す
る
。
下
部
の
一
部
に
細
部
加
工
が
見
ら
れ
る。

覆
土

79
 
西
久
保
I
55
 
84
 
4
6
-
3
住

5
 
敲
石
？

長
7.
3
幅
5
.5
原
3.
9
重
2
19

溶
結
凝
灰
岩

完
形
。
3
面
に
敲
打
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
が
上
面
及
び
下
面
に
特
に
梨
中
す
る。

80
 
西
久
保
I
59
 
84
 
46
-
5
住

2
 
石
鏃

長
1.
67
幅
1
.
4
厚
0
32
董
0.
52

黒
曜
石

一
部
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。

覆
土

8
1
 
西
久
保
I
59
 
84
 
46
-
5
住

3
 
石
鏃

長
2
.4
幅
l
6
5
厚
0
37
重
0.
93

赤
碧
玉

一
部
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
弧
状
を
呈
す
る
。

掘
り
方

82
 
西
久
保
I
59
 
84
 
4
6
-
5
住

4
 
石
鏃

長
2
55
幅
l
5
5原
0.
45
重
0
9l
 

珪
化
木
？

一
部
欠
損
。
無
茎
で
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。
飛
行
機
形
に
近
い
形
か
？

83
 
西
久
保
I
59
 
84
 
4
6
-
5
住

5
 
ス
ク
レ
イ
バ
ー

長
3
3
幅
J
15
厚
0
5
5重
2.
4
1

珪
化
木

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
左
側
辺
に
刃
部
を
形
成
。

7
ビ
ッ
ト

84
 
西
久
保
I
59
 
84
 
46
-
5
住

6
 
楔
形
石
器
？

長
2
.7
幅
l
9
5
厚
l
0
5童
3
.6
9

黒
曜
石

両
極
剥
離
。

掘
り
方

85
 
西
久
保
I
59
 
84
 
4
6
-
5
住

7
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
］
7
5
輻］
4
5限
0
.3
重
0
.4
8

黒
曜
石

完
形
。
石
鏃
の
未
製
品
か
？
右
側
辺
に
細
か
い
剥
離
痕
が
あ
る
。

覆
土

86
 
西
久
保
I
59
 
84
 
4
6
-
5
住

8
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
2
.5
幅
］
75
瞑
0
.7
5
籠
3.
88

黒
曜
石

下
部
に
使
用
痕
が
残
る
。

掘
り
方

87
 
西
久
保
I
59
 
84
 
4
6
-
5
住

9
 
磨
石

長
(7
.9
)
幅
7
6厚
4.
0
重
38
1

粗
粒
輝
石
安
山
岩
1/
4
欠
損
。
両
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。

覆
土

88
 
西
久
保
I
59
 
84
 
46
-
5
住

10
 
磨
石

長
11
.
9
輻
7.
7厚
4
3
踵
53
8

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
表
面
に
磨
面
が
、
縁
辺
に
敲
打
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

89
 
西
久
保
I
59
 
84
 
46
-
5
住

IJ
 
敲
石

長
18
.3
幅
7
2厚
6
0
重］
15
0

石
英
閃
緑
岩

完
形
。
下
面
に
集
中
す
る
敲
打
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。
二
次
的
に
被
熱
。

90
 
西
久
保
I
59
 
84
 
4
6
-
5
住

12
 
礫
片

長
7
9
幅
3
9厚
2.
0重
28

白
色
凝
灰
岩

完
形
。
軟
ら
か
い
石
質
。

掘
り
方

9
1
 
西
久
保
I

4
6
-
5
住

剥
片

長
6
7幅
6
4
厚
2.
0璽
79

デ
イ
サ
イ
ト

被
熱
痕
あ
り
。

覆
土

92
 
西
久
保
I

4
6
-
5
住

剥
片

長
6
2
幅
4
I淳
1.
3直
47

粗
粒
輝
石
安
山
岩
横
長
剥
片。

覆
土

93
 
西
久
保
I

46
-
5
住

礫
長
13
.4
幅
7
.4
原
3
.4
重
53
0

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
中
型
の
円
礫
。

覆
士

94
 
西
久
保
I

4
6
-
5
住

礫
長
］0
.9
幅］
0.
3原
2.
9直
43
5

粗
粒
輝
石
安
山
岩
中
型
の
円
礫
。

覆
士

95
 
西
久
保
I

46
-
5
住

礫
長
10
.0
幅
6
9厚
2
6
重
27
0

粗
粒
輝
石
安
山
岩
中
型
の
円
礫
。
被
熱
痕
あ
り
。

覆
土
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遺
構
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位
骰
遺
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種
類

大
き
さ
直
祉

石
材

形
状
特
徴
等

備
考

96
 
西
久
保
I

4
6
-
5
住

礫
長
7
7幅
4.
5
厚
1
.
9直
90

粗
粒
蝉
石
安
山
岩
中
型
の
円
礫
。

投
土

97
 
西
久
保
I
61
 
85
 
4
6
-
6
住

l
 
l
 
石
鏃

長
1
.
62
幅
J
.
17
厚
0.
32
直
0.
47

珪
質
凝
灰
岩

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
弧
状
を
呈
す
る
。

98
 
西
久
保
I
6
1
 
85
 
4
6
-
6
住

12
 
石
鏃

長
2.
2
幅
I6
2
厚
0.
45
煎
0.
99
 

黒
曜
石

一
部
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
弧
状
を
呈
す
る
。

掘
り
方

99
 
西
久
保
I
6
1
 
85
 
4
6
-
6
住

13
 
石
鏃

長
2
07
幅
I
3
5
厚
0.
25
重
0
68
 

チ
ャ
ー
ト

一
部
欠
損
。
無
茎
で
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。

10
0 
西
久
保
I
6
1
 
85
 
46
-
6
住

14 
石
鏃

長
J
6
5
幅
I
0
厚
0
3
重
0
33
 

黒
曜
石

両
返
し
と
も
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。

掘
り
方

10
] 
西
久
保
I
61
 
85
 
4
6
-
6
住

15
 
石
鏃

長
2
.1
2
幅
1
.
22
原
0
42
董
l
O
l
 

黒
曜
石

一
部
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
平
ら
か
？
返
し
は
や
や
丸
み
を
帯
び
る
。

掘
り
方

10
2 
西
久
保
I
6
1
 
85
 
4
6
-
6
住

16
 
石
鏃

長
1
.
2
幅
I2
厚
0.
3
直
0.
21

流
紋
岩

先
端
部
の
み
残
存
。
形
状
不
明
。

堀
り
方

10
3 
西
久
保
I
61
 
85
 
4
6
-
6
住

17
 
石
鏃

長
I
6
輻
I
9
2
厚
0
3重
0
9]
 

黒
曜
石

先
端
部
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。

10
4 
西
久
保
I
6
1
 
85
 
4
6
-
6
住

18
 
石
鏃

長
1
.
2
幅
I6
7
厚
0
35
庫
0.
59

黒
曜
石

先
端
部
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。

覆
士

10
5 
西
久
保
I
62
 
85
 
4
6
-
6
住

19
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
1
.
57
幅
0.
7原
0.
27
重
0.
23

黒
曜
石

裏
面
に
細
か
い
調
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

覆
土

10
6 
西
久
保
I
62
 
85
 
46
-
6
住

20
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
I6
5
幅
0
55
厚
0
5重
0.
43

黒
曜
石

表
面
に
細
か
い
調
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

掘
り
方

10
7 
西
久
保
I
62
 
85
 
4
6
-
6
住

21
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
I0
5
幅］
2
5
厚］
0
5
頂
0.
36

黒
曜
石

両
面
に
渦
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

掘
り
方

10
8
 
西
久
保
I
62
 
85
 
46
-
6
住

22
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
I2
7
幅
I0
5
厚
0
35
煎
0.
28

黒
曜
石

表
面
に
細
か
い
調
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

掘
り
方

10
9 
西
久
保
I
62
 
85
 
4
6
-
6
住

23
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
I
12
幅
I
2
厚
0
65
重
0
71
 

黒
曜
石

表
面
に
調
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

掘
り
方

11
0 
西
久
保
I
62
 
85
 
4
6
-
6
住

24
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
1.
6
5
幅
I.
I厚
0
4
韮
0
36
 

黒
曜
石

右
側
面
に
調
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

掘
り
方

J
I¥ 
西
久
保
I
62
 
85
 
4
6
-
6
住

25
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2.
45
幅
j
7
厚
0
75
重
3
04
 

黒
曜
石

表
裏
の
両
面
に
剥
離
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

覆
土

l
 12
 
西
久
保
I
62
 
85
 
46
-
6
住

26
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2
35
幅
2
87
原
1
.
25
直
4
72
 

流
紋
岩

表
面
に
細
か
い
調
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

掘
り
方

l
 13
 
西
久
保
I
62
 
85
 
4
6
-
6
住

27
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2
65
幅
2
62
厚
l
0
5
直
6
47
 

流
紋
岩

両
面
に
細
か
い
調
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

掘
り
方

l
 14 
西
久
保
I

85
 
46
-
6
住

28
 
石
錐

長
I
4
幅
l
]厚
0.
3
重
0
44
 

黒
曜
石

完
形
。
先
端
部
は
短
い
。

掘
り
方

l
 
15
 
西
久
保
I

4
6
-
6
住

砕
片

長
5
I幅
2
5厚
0.
9
重
12

粗
粒
輝
石
安
山
岩
縦
長
の
砕
片
。

l
 
l
 
6
 
西
久
保
I

46
-
6
住

砕
片

長
4
2
幅
2.
4
厚
1
.
3重
10

黒
色
安
山
岩

小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
1
ヶ
所
見
受
け
ら
れ
る
。

11
7 
西
久
保
I

4
6
-
6
住

砕
片

長
4.
0
幅
3
.0
厚
0.
5
重
5

粗
粒
輝
石
安
山
岩

11
8 
西
久
保
I

46
-
6
住

礫
片

長
3.
1幅
I
.
7原
1
.
4
重
3

流
紋
岩

軟
ら
か
い
石
質
。

覆
士

11
9 
西
久
保
I
85
 
85
 
47
一
水
楊

6
 
石
鏃

長
2.
9
輻
1.
6
5厚
0.
5
重
1.
41

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
弧
状
を
呈
す
る
。
被
熱
。

2
~士

12
0 
西
久
保
I
86
 
85
 
47
ー
水
協

7
 
石
匙

長
4
0
5
幅
4
9
厚
1.
0
諏
11
15
 

流
紋
岩

完
形
。
剥
片
形
状
不
明
。
イ
本
部
が
二
角
形
状
を
呈
す
る
。

12
1 
西
久
保
I
86
 
85
 
47
ー
水
鳩

8
 
打
穀
石
斧

長
8
2幅
5
8厚
I
6
5
重
96

細
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
撥
形
を
呈
す
る
。
欠
損
し
た
も
の
を
再
加
工
し
た
も
の
か
？

]2
2 
西
久
保
I

85
 
47
ー
水
楊

13
2 
石
鏃

長
2
2幅
1.
3
厚
0
3頂
0
98
 

黒
曜
石

左
返
し
を
欠
損
す
る
。
無
茎
で
基
部
は
平
坦
で
あ
る
。

産
地
同
定
資
料
］

12
3 
西
久
保
I

47
ー
水
楊

剥
片

長
5
9
幅
7.
0
厚
l
]重
43

細
粒
輝
石
安
山
岩
横
長
剥
片
。
上
部
側
辺
に
小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。

12
4 
西
久
保
I

47
ー
水
楊

砕
片

長
3
1幅
2.
2
厚
0
8重
6

黒
色
安
山
岩

覆
土

12
5 
西
久
保
I

47
ー
水
場

砕
片

長
2
7幅
2.
I厚
I
I頂
4

赤
碧
王

覆
土

12
6 
西
久
保
I

4
6
-
2
溝

剥
片

長
6
3
幅
6.
4
厚
I
1重
45

細
粒
暉
石
安
山
岩
横
長
剥
片
。

覆
土

12
7 
西
久
保
I
78
 
85
 
4
7
-
4
9
土

1
 
磨
石

長
(
9
6)
幅
8
7厚
4.
4
重
46
7

細
粒
輝
石
安
山
岩
1
/4
欠
損
。
両
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
右
側
面
及
ぴ
上
面
に
敲
打
痕
が
集
中
す
る
。
筏
土

被
熟
に
よ
り
全
体
に
ひ
び
が
入
る
。

12
8 
西
久
保
I
89
 
87
 
剥
片
廃
漿
瑞

34
 
石
鏃

長
I4
幅
I
1厚
0
37
重
0
40
 

黒
曜
石

両
方
の
返
し
が
欠
損
か
？
無
茎
。

4
6
V
-4
 

12
9 
西
久
保
I
89
 
87
 
剥
片
廃
棄
楊

35
 
石
鏃

長
I
5
2
幅
l
.
O
厚
0.
3
重
0
24
 

黒
曜
石

右
返
し
欠
損
。
無
茎
で
基
部
が
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。

4
6
V
-
4
 

13
0 
西
久
保
I
89
 
87
 
剥
片
廃
棄
場

36
 
石
鏃

長
I
8
5
輻
I
5
2
厚
0.
35
韮
0
63
 

黒
曜
石

一
部
欠
損
。
茎
の
有
無
不
明
。
棒
状
の
返
し
。

4
6
V
-4
 

13
1 
西
久
保
I
89
 
87
 
剥
片
廃
棄
場

37
 
石
鏃

長
2
3
幅
l5
5
厚
0
.3
7
璽
0.
75
 

チ
ャ
ー
ト

右
下
半
欠
損
。
形
状
不
明
。

46
¥1
-4
 

13
2 
西
久
保
I
89
 
87
 
剥
片
廃
棄
場

38
 
石
鏃

長
0
82
幅
0
.9
5
瞑
0
.3
貨
0
.1
6

黒
曜
石

破
片
。
鯉
茎
で
基
部
は
弧
状
を
呈
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

4
6
V
-
4
 

13
3 
西
久
保
I
89
 
86
 
剥
片
廃
棄
楊

39
 
石
錐

長
3
55
幅
2.
07
厚
0
.4
重
l
.
60

流
紋
岩

ほ
ぼ
完
形
。
先
端
部
と
つ
ま
み
部
を
僅
か
に
欠
く
。

4
6
V
-
2
 

13
4 
西
久
保
I
89
 
86
 
剥
片
廃
棄
場

40
 
石
核

長
2
2
幅
0
9原
0.
7重
1
.
48

黒
曜
石

側
面
に
両
極
か
ら
小
形
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
踪
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
V
-4
 

13
5 
西
久
保
I
89
 
86
 
剥
片
廃
棄
場

41
 
ス
ク
レ
イ
パ
ー

長
4.
7
輻
l
9
5
庫
I
3
誼
10
.1
8

珪
質
頁
岩

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
基
部
を
欠
損
す
る
。

4
6
V
-3
 

13
6 
西
久
保
I
89
 
86
 
剥
片
廃
菓
楊

42
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
1
.
85
幅
1.
62
1'
/.
0
.5
2
重
I
0
0
 
黒
曜
石

裏
面
に
細
か
い
調
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
V
-
4
 

13
7 
西
久
保
I
89
 
86
 
剥
片
廃
棄
楊

43
 
ス
ク
レ
イ
パ
ー

長
3.
8
幅
2
6厚
0
9
重
1
0
06
 

黒
色
頁
岩

上
下
欠
損
。
両
面
に
加
工
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
V
-
4
 

13
8 
西
久
保
I
89
 
86
 
剥
片
廃
棄
楊

44
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
7.
8
幅
5.
5厚
I6
重
56

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
両
側
面
に
使
用
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
V
-
2
 

13
9 
西
久
保
I
89
 
86
 
剥
片
廃
棄
瑞

45
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
1
8
2
幅
1
.
5厚
0
7直
I
7
8
 

黒
曜
石

表
面
及
び
側
面
に
細
か
い
調
整
が
見
受
け
ら
れ
る
。
石
鏃
の
加
工
途
中
か
？
被
熟
。
4
6
V
-4
 

14
0 
西
久
保
I
89
 
86
 
剥
片
廃
棄
楊

46
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
3.
65
幅
1
.
3
厚
0.
47
重
1
.
47

黒
躍
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
両
側
面
に
小
剥
離
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
V
-4
 

14
1 
西
久
保
I
89
 
87
 
剥
片
廃
棄
楊

47
 
石
核

長
8.
7
幅
9.
6厚
5
8
重
55
1

変
質
安
山
岩

2
つ
の
面
に
小
形
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
V
-
5
 

14
2 
西
久
保
I
90
 
87
 
剥
片
廃
棄
場

48
 
磨
石

長
12
.3
幅
（7
.0
)庫
5
I厘
56
6

ひ
ん
岩

約
1/
4
欠
損
。
両
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
V
-
1
 

14
3 
西
久
保
I
90
 
87
 
剥
片
廃
棄
場

49
 
磨
石

長
7.
4
胤甘
6
3/
'i
4
 8
重
30
7

変
質
安
山
岩

完
形
。
表
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
V
-2
 

14
4 
西
久
保
I
90
 
87
 
剥
片
廃
棄
場

50
 
敲
石

長
（
7
2)
幅
(
6
5)
厚
3
7簡
21
2

ひ
ん
岩

半
欠
損
。
両
而
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
上
面
に
敲
打
痕
が
集
中
す
る
。

4
6
V
-5
 



3 0 2  

No
 
遺
跡
名
挿
図
No
P
L
 
遺
構
出
土
位
骰
遺
物
No
種
類

大
き
さ
重
呈

石
材

形
状
特
徴
等

慌
考

14
5 
西
久
保
I
90
 
87
 
剥
片
廃
棄
瘍

5]
 
磨
石

長
1
3
I幅
8
0
厚
4
8
重
78
6

石
英
閃
緑
岩

完
形
。
両
面
に
磨
面
と
凹
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
下
面
に
も
凹
面
が
見
ら
れ
る
他
磨
4
6
V
-
2
 

面
縁
辺
を
中
心
に
敲
打
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

14
6 
西
久
保
I
90
 

剥
片
廃
棄
楊

52
 
多
孔
石

長
72
幅
4
6
5原
45
重
一

上
面
に
凹
み
穴
が
集
中
す
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
V
-
5
 

14
7 
西
久
保
I

87
 
剥
片
廃
棄
協

53
 
石
鏃

長］
．
5
幅
1
.
45
厚
0.
3
煎
0.
49

流
紋
岩

基
部
欠
損
。
未
製
品
。

4
6
V
-
2
 

14
8 
西
久
保
I

87
 
剥
片
廃
菜
楊

54
 
石
鏃

長
I
8
5
幅
1
.
3厚
0.
3
重
0
60
 

黒
色
安
山
岩

ほ
ぽ
完
形
。
無
茎
で
基
部
ば
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。
返
し
は
棒
状
。

4
6
V
-
3
 

14
9 
西
久
保
I

87
 
剥
片
廃
棄
場

55
 
石
鏃

長
I
I幅
0
95
厚
0.
35
重
0.
4

黒
曜
石

破
片
。
無
茎
で
基
部
は
平
ら
と
思
わ
れ
る
。

4
6
V
-
3
 

15
0 
西
久
保
I

87
 
剥
片
廃
棄
場

56
 
石
鏃

長
I
2
幅
I
15
厚
0.
4
頂
0
48
 

黒
曜
石

未
製
品
破
片
。

4
6
V
-
3
 

1
 
5l
 
西
久
保
I

87
 
剥
片
廃
棄
場

57
 
石
鏃

長
l
5
5
幅
J
.
3厚
0.
45
董
0
36
 

流
紋
岩

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
箱
状
を
呈
す
る
。
柔
ら
か
い
石
質
。
未
製
品
。

4
6
V
-
4
 

l
 
52
 
西
久
保
I

87
 
剥
片
廃
棄
揚

58
 
石
鏃

長
I
3
5
幅
J
.
05
厚
0
35
童
0
48
 

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
が
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。

4
6
V
-
4
 

15
3 
西
久
保
I

87
 
剥
片
廃
棄
場

59
 
石
鏃

長
J
.
3
幅
I
0
厚
0
2
直
0
18
 

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
が
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。
返
し
は
棒
状
。

4
6
V
-
4
 

15
4 
西
久
保
I

87
 
剥
片
廃
棄
場

60
 
石
鏃

長
l
.
l幅
1
.
0限
0.
25
重
0.
29

黒
曜
石

完
形
。
未
製
品
か
？
無
茎
で
基
部
が
浅
い
弧
状
を
里
す
る
。

4
6
V
-
4
 

15
5 
西
久
保
I

87
 
剥
片
廃
棄
場

61
 
石
鏃

長
1
.
05
幅
0
8
厚
0.
4
直
0
20
 

黒
曜
石

破
片
。
未
製
品
か
？
形
状
不
明
。

4
6
V
-
4
 

15
6 
西
久
保
I

87
 
剥
片
廃
棄
場

62
 
石
鏃

長
1
5
幅
I
15
厚
0.
3
重
0.
47

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。
返
し
は
棒
状
。

4
6
V
-
5
 

15
7 
西
久
保
I

86
 
剥
片
廃
棄
場

63
 
楔
形
石
器

長
J
.
8
幅
J
4
5
厚
0.
9
諏
2
01
 

黒
曜
石

両
極
剥
離
、
上
方
向
か
ら
の
剥
離
が
多
い
。

4
6
V
-
3
 

15
8 
西
久
保
I

86
 
剥
片
廃
棄
場

64
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2.
I限
0.
7重
0
55
霊
0
81
 

黒
曜
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。

4
6
V
-
2
 

15
9 
西
久
保
I

86
 
剥
片
廃
棄
場

65
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
1.
95
幅
I
3
厚
0.
65
須
I8
1
 

黒
曜
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
左
側
に
刃
部
を
形
成
。

4
6
V
-
4
 

16
0 
西
久
保
I

86
 
剥
片
廃
棄
場

66
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2.
05
幅
I
6
/厚
0.
65
直
I7
6
 

黒
曜
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。

4
6
V
-
4
 

16
1 
西
久
保
I

86
 
剥
片
廃
棄
場

67
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
3.
3
幅
J
.
85
厚
0.
7重
4.
6]

流
紋
岩

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
側
辺
に
細
か
い
加
工
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
V
-4
 

16
2 
西
久
保
I

86
 
剥
片
廃
棄
楊

68
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
3.
05
輻
I2
原
5
5軍
l
14 

黒
曜
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。

4
6
V
-2
 

16
3 
西
久
保
I

86
 
剥
片
廃
棄
場

69
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
2
6
輻
1
.
35
厚
0
8
重
2.
80

黒
曜
石

4
6
V
-
3
 

16
4 
西
久
保
I

86
 
剥
片
廃
棄
楊

70
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
2.
3
幅
J
.
55
厚
1.
65
直］
7
2

黒
曜
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。

4
6
V
-
4
 

16
5 
西
久
保
I

86
 
剥
片
廃
棄
場

71
 
石
核

長
l
6
輻
2.
8厚
l
I重
3
74
 

黒
曜
石

4
6
V
-
3
 

16
6 
西
久
保
I

剥
片
廃
棄
協

剥
片

長
4.
8
幅
2.
8厚
J
3
重］
7

粗
粒
輝
石
安
山
岩
縦
長
剥
片
。

4
6
V
-
2
 

l
 
67
 
西
久
保
I

剥
片
廃
棄
楊

剥
片

長
4.
]
輻
l
6
厚］
7
頂
5

黒
色
安
山
岩

4
6
V
-2
 

16
8 
西
久
保
I

剥
片
廃
棄
場

砕
片

長
3.
3幅
1
.
6原
0
8重
4

流
紋
岩

4
6
V
-3
 

16
9 
西
久
保
I

剥
片
廃
棄
場

砕
片

長
I
.
9
幅
1
.
2厚
0.
6
重
l

流
紋
岩

軟
ら
か
い
石
質
。

4
6
V
-
3
 

17
0 
西
久
保
I

剥
片
廃
棄
場

剥
片

長
7.
J幅
5.
2
厚
2
0璽
94

粗
粒
輝
石
安
山
岩
下
部
及
ぴ
左
側
辺
に
、
数
力
所
の
剥
離
痕
が
残
る
。

4
6
V
~5
 

J7
J
 
西
久
保
I
94
 
89
 
遺
構
外

83
 
ス
ク
レ
イ
バ
ー

長
4
41
品
4.
6
厚］
］
重
26

珪
質
変
質
岩

一
部
欠
損
。
両
面
に
加
工
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
が
表
面
に
特
に
梨
中
す
る
。

4
6
U
-
3
 

17
2
 
西
久
保
I
94
 
89
 
遺
構
外

84
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
5.
6
幅
6.
I原
I
3
直
41

珪
質
変
質
岩

完
形
。
表
面
に
加
工
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
削
器
と
思
わ
れ
る
。

47
H-
21
. 
1
層

17
3 
西
久
保
I
94
 
89
 
遺
構
外

85
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
4.
2
幅
3.
9
限
0.
8
重］
0

珪
質
頁
岩

一
部
欠
損
。
表
面
に
使
用
痕
。
削
器
か
？

47
1-
21
 
4
層

17
4 
西
久
保
I
94
 
89
 
遺
構
外

86
 
石
核

長
0.
9
幅
I
5
厚
0.
6
重
5
94
 

黒
曜
石

表
面
と
裏
面
に
小
型
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
梨
中
す
る
。

46
区
表
採

17
5
 
西
久
保
I
94
 
89
 
遺
構
外

87
 
磨
石

長
(
2
9)
幅
(
6
7)
厄
(
3
I)
重
87

粗
粒
輝
石
安
山
岩
破
片
。
両
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。

36
区
表
採

17
6 
西
久
保
I
94
 
89
 
遺
構
外

88
 
磨
石

長
14
2
5
幅
8
45
厚
3
90
直
73
9

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
両
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
表
面
に
は
凹
み
穴
も
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
M
-
I
 

]
7
7
 
西
久
保
I
94
 
89
 
遺
構
外

89
 
磨
石

長
l
7
8
幅
I
Q
5原
5
5
軍
15
50

根
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
表
面
に
磨
面
、
右
側
面
に
凹
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
上
面
及
び
右
側
面
を
中
4
6
T
-
5
 

心
に
敲
打
痕
が
染
中
す
る
。

17
8 
西
久
保
I
94
 
89
 
遺
構
外

90
 
磨
石

長
1
0
9
幅
7.
8
厚
5.
25
重
71
0

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
表
面
に
磨
面
が
、
上
面
及
び
下
面
に
敲
打
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
Y
-
1
0
 

17
9 
西
久
保
I
94
 
89
 
遺
構
外

91
 
台
石

長
1
s
oo
t品
14
5
0厚
5.
90
重
20
47

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
両
面
、
中
央
部
に
若
干
の
凹
み
穴
も
見
受
け
ら
れ
る
。

4
6
T
-
5
 

18
0 
西
久
保
I
95
 
89
 
遺
構
外

92
 
打
製
石
斧

長
1
3
2
幌
6
3
厚
2.
4
直
16
1

黒
色
頁
岩

完
形
。
撥
形
に
近
い
形
状
。
側
辺
の
潰
れ
や
、
刃
部
の
欠
損
が
見
ら
れ
な
い
。
未
製
4
7
H
-
J9
 

品
か
？

18
1 
西
久
保
I
95
 
89
 
遺
構
外

93
 
打
製
石
斧

長
8.
5
幅
8.
3原
2.
75
重
22
2

変
質
安
山
岩

基
部
欠
損
。
撥
も
し
く
は
分
銅
形
と
思
わ
れ
る
。
刃
部
先
端
は
摩
耗
す
る
。

表
採
1
層

18
2
 
西
久
保
I
95
 
89
 
遺
構
外

94
 
不
明

長
(1
0.
6)
幅
6.
8
厚
3.
35
重
39
6

変
質
玄
武
岩

磨
製
石
斧
か
ら
の
転
用
と
考
え
ら
れ
る
が
用
途
不
明
。
各
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
46
区
表
採
．
弥
生
期
の
も
の
か
？

る
。
ま
た
側
面
の
一
部
に
敲
打
痕
が
見
ら
れ
る
。

18
3 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

10
5 
石
鏃

長
I
3
5
幅
1.
25
厚
0
2
重
0
.3
5

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。

46
区
表
採

1
 
84
 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

10
6 
石
鏃

長
I
7
幅
2
05
厚
0.
3
菫
l
ll 

黒
色
安
山
岩

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
幅
が
広
く
、
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。

4
6
W
-
9
 

18
5
 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

10
7 
石
鏃

長
2
6
幅
I7
庫
0
45
重
I8
6
 

黒
曜
石

完
形
。
や
や
幅
広
で
縦
長
の
形
状
。
無
茎
で
碁
部
は
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。

4
6
U
-
5
 

18
6 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

j
08
 
石
鏃

長］
9
幅
l
4
厚
0.
3
璽
0
73
 

黒
曜
石

左
返
し
欠
損
。
無
茎
で
甚
部
は
僅
か
に
弧
状
を
呈
す
る
。

47
区
表
土

18
7 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

10
9 
石
鏃

長
1
.
2
幅
I3
5
厚
0
3
重
0
53
 

黒
曜
石

完
形
。
先
端
部
欠
損
。
無
茎
で
碁
部
は
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。
未
製
品
。

4
6
U
-
7
 

18
8 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

l
 ]
 
0
 
石
鏃

長］
．
5
幅
I
15
厚
0.
25
重
0.
35

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
弧
状
を
呈
す
る
。

36
区
表
採

j
 89
 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

Il
l 
石
鉄

長
I
.
75
幅
I.
I
瞑
0.
2
厘
0.
31

黒
曜
石

ほ
ぽ
完
形
。
無
茎
で
基
部
は
弧
状
を
呈
す
る
。

47
1-
25
. 
I
陪

J
 
90
 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

11
2 
石
鏃

長
l
2
幅
l.
]
厚
0.
25
頂
0.
38
 

黒
曜
石

先
端
部
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
弧
状
を
呈
す
る
。

4
6
U
-
7
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3 0 3  

N
o
 
遺
跡
名
挿
図
N
o
P
L
 
遺
構
出
土
位
置
遺
物
N
o
種
類

大
き
さ
重
址

石
材

形
状
•
特
徴
等

備
考

19
1 
西
久
保
I

9
0
 
遺
構
外

11
3 
石
鏃

長
I7
5
幅
I
0
厚
0.
3
菫
0.
62

黒
色
安
山
岩

右
返
し
欠
損
。
無
茎
で
碁
部
は
弧
状
を
呈
す
る
。
未
製
品
か
？

46
区
表
採

19
2 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

l
 l
 
4
 
石
鏃

長
1
9
幅
1
.
5厚
0
4
5
狐
0
91
 

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。
返
し
は
棒
状
。
未
製
品
。

47
1
-2
4 
4
層

19
3 

90
 
遺
構
外

11
5
 
石
鏃

長
2
2幅
1.
2既
0
4
直
0
.9
4 

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
深
く
鋭
角
な
弧
状
を
呈
す
る
。

4
7
C
-
2
4
.
 4
陪
．
黒
曜
石
産
地
同
定

試
料
3

19
4 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

I
 
16
 
石
鏃

長
20
.5
幅
1
4
5厚
0
.3
重
0
.6
1

黒
曜
石

右
返
し
欠
損
。
無
茎
で
碁
部
は
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。
返
し
は
棒
状
。

4
7
H
-
2
2
.
 5
屈

19
5 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

11
7 
石
鏃

長］
7
幅
J
.
3
厚
0.
4
霞
0
75
 

黒
曜
石

右
返
し
欠
損
。
無
茎
で
碁
部
は
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。
未
製
品
。

4
6
Y
-7
 

19
6 
西
久
保
I

90
 
逍
構
外

I
 18
 
石
鏃

長
I8
幅
J
3
厚
0.
4
麓
0
95
 

黒
曜
石

完
形
。
碁
部
は
無
茎
と
思
わ
れ
る
。
未
製
品
。

4
6
区
表
採

19
7 
西
久
保
I

90
 
遺
構
外

I
 
19
 
石
鏃

長
I0
幅
I2
厚
0
.4
煎
0
50
 

黒
曜
石

先
端
部
欠
損
。
碁
部
は
無
茎
で
浅
い
弧
状
を
呈
す
る
。
未
製
品
。

4
6
T
-3
 

19
8 
西
久
保
I

89
 
遺
構
外

12
0
 
石
錐

長
I8
5
輻
0
8
5厚
0
.4
頂
0.
6
1

黒
曜
石

全
面
に
小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

47
区
表
土

19
9 
西
久
保
I

89
 
遺
構
外

12
1
 
石
錐

長
I
8
5
幅
0
.7
厚
0
5重
0
7]
 

黒
曜
石

上
半
に
小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
菜
中
す
る
。

47
区
表
土

20
0 
西
久
保
I

8
9
 
遺
構
外

12
2 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2.
9
幅
I
14
厚
0.
7璽
2
13
 

黒
曜
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
先
端
部
に
加
工
痕
が
集
中
す
る
。

3
6
区
表
採

20
1 
西
久
保
I

89
 
遺
構
外

12
3 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
l.
l幅
0.
75
厚
0.
3
直
0.
17

黒
曜
石

破
片
。
剥
片
石
器
の
一
部
か
？

36
区
表
採

20
2 
西
久
保
I

8
9
 
遺
構
外

12
4 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2.
3
幌
1
.
85
厚
0.
55
重
2
14
 

黒
曜
石

左
側
欠
損
。
小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
、
全
面
に
見
受
け
ら
れ
る
。

46
区
表
採

20
3 
西
久
保
I

89
 
遺
構
外

12
5
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2.
2
翻
1
.
75
限
0.
6
重
2.
41

黒
曜
石

完
形
。
小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
全
面
に
見
受
け
ら
れ
る
。

46
区
表
採

20
4 
西
久
保
I

89
 
遺
構
外

12
6 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
I.
75
幅
I
6
厚
0.
3
霞
0
95
 

黒
曜
石

下
半
を
欠
損
。
11111
辺
に
僅
か
に
加
工
痕
が
残
る
。

47
区
表
土

20
5 
西
久
保
I

89
 
遺
構
外

12
7 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2
5輻
I
4
厚
0
7須
3
10
 

チ
ャ
ー
ト

破
片
。
刃
部
か
？

4
6
W
-9
 

20
6 
西
久
保
I

89
 
遺
構
外

12
8
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
2.
05
幅
I3
厚
0.
35
直
0
83
 

黒
曜
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。

4
7
G
-2
4
 4
培

20
7 
西
久
保
I

89
 
遺
構
外

12
9 
石
核

長
2.
2転
2.
6
厚
0.
9直
4
92
 

黒
曜
石

表
面
及
び
側
面
に
小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。

4
7
D
-7
 ]
居

20
8 
西
久
保
I

89
 
遺
構
外

13
1 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
3
4
輻
2.
l
原
I
I庫
5
68
 

黒
曜
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
先
端
部
側
辺
に
使
用
の
痕
跡
が
残
る
。

4
6
T
-5
 

20
9 
西
久
保
I

遺
構
外

砕
片

長
I9
幅
0.
9
原
0
6重
1

珪
質
変
質
岩

小
型
砕
片
。

3
6
K
 ~
24
 

2
10
 
西
久
保
I

遺
構
外

礫
片

長
4
0
幅
2
.9
厚
0
8厘
7

珪
質
変
質
岩

礫
小
破
片
。

3
6
K
-
2
4
 

2]
 J
 
西
久
保
I

遺
構
外

剥
片

長
4
I幅
l
.
7厚
0
7重
6

黒
色
安
山
岩

縦
長
剥
片
。

3
6
K
-
2
5
 

21
2 
西
久
保
I

遺
構
外

礫
長
6
4
幅
4.
1
厚
2
I霞
4
6

溶
結
凝
灰
岩

完
形
。
小
型
の
円
礫
。

36
区
表
採

21
3 
西
久
保
I

遺
構
外

礫
長
13
.5
輻
II
 4
厚
6.
I重
88
7

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
軽
石
か
？

4
6
U
-3
 

21
4 
西
久
保
I

遺
構
外

剥
片

長
4
9
幅
3
.5
厚
1.
4
煎
2
5

黒
色
安
山
岩

縦
長
剥
片
。

4
6
U
-4
 

2
15
 
西
久
保
I

遺
構
外

剥
片

長
4
2
幅
4.
5厚
1.
3
韮
15

細
粒
輝
石
安
山
岩
横
長
剥
片
。

4
6
W
-
9
.
4
屈

2
16
 
西
久
保
I

遺
構
外

礫
長
7
5
幅
7
3厚
2.
2
重
j
83

デ
イ
サ
イ
ト

中
型
の
円
礫
。

4
6
X
-8
 

21
7 
西
久
保
I

遺
構
外

剥
片

長
3
7
幅
I9
厚
0.
8
璽
7

流
紋
岩

円
礫
の
剥
片
。

4
6
X
-
9
 

2
18
 
西
久
保
I

遺
構
外

剥
片

長
I
8
幅
2
9厚
0.
4
璽
2

赤
碧
玉

横
長
剥
片
。

46
Y

~7
 

2
19
 
西
久
保
I

遺
構
外

剥
片

長
4
3
幅
3
5厚
0
9煎
13

チ
ャ
ー
ト

46
区
表
採

22
0 
西
久
保
I

退
構
外

礫
片

長
5
7
幅
4
5
厚
3
6
重
92

流
紋
岩

小
型
の
礫
片
。

46
区
表
採

22
1
 
西
久
保
I

遺
構
外

礫
片

長
5.
8
幅
4
7
厚
I
9
直
6
3

粗
粒
輝
石
安
山
岩
円
礫
の
破
片
。

46
区
表
採

22
2 
西
久
保
1

遺
構
外

礫
長
8.
9
幅
7
9限
2
2重
17
9

凝
灰
質
砂
岩

完
形
。

47
区
表
採

22
3 
西
久
保
I

遺
構
外

剥
片

長
5.
7幅
3
6厚
I2
重
2
5

細
粒
雌
石
安
山
岩
縦
長
剥
片
。
小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
数
力
所
見
ら
れ
る
。

表
採
1
層

22
4 
西
久
保
l

遺
構
外

砕
片

長
3.
3
幅
2.
7厚
0
8直
7

粗
粒
輝
石
安
山
岩

表
採
1
層

22
5 
西
久
保
I

遺
構
外

砕
片

長
4
.2
輻
2
.2
原
0
5重
4

粗
粒
輝
石
安
山
岩

表
採
．
1
1¥'!l

22
6 
西
久
保
I

遺
構
外

礫
片

長
6
2幅
6.
0厚
］
6
直
76

粗
粒
輝
石
安
山
岩
角
礫
の
破
片
か
？

表
採

22
7 
西
久
保
l

遺
構
外

礫
片

長
5.
3幅
4.
4
原
1
.
0重
27

粗
粒
輝
石
安
山
岩
角
礫
の
破
片
か
？

表
採

22
8 
山
根
m

99
 
9
0
 
2
4
-
1
住

5
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
I8
5
幅］
9
5
厚
0
75
重
2
34
 

黒
曜
石

右
側
に
調
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

22
9 
山
根
III

99
 
9
0
 
2
4
-
I
住

6
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2
5輻
2
.
15
厚
0
95
韮
2.
95
 

黒
曜
石

上
部
に
調
整
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

23
0 
山
根
Ill

10
0 
9
0
 
2
4
-
I
住

7
 
打
製
石
斧

長
12
.6
幅
6.
4
厚
I
7璽
19
5

変
質
安
山
岩

完
形
。
上
半
部
に
括
れ
を
持
つ
。
括
れ
部
と
刃
部
が
磨
耗
す
る
。

23
1 
山
根
m

10
0 
9
0
 
2
4
-
J
住

8
 
打
製
石
斧

長
7
I幅
4
8
限
1.
5直
68

細
粒
輝
石
安
山
岩
刃
部
の
み
残
存
。
形
態
不
明
。

23
2 
山
根
Il

9
0
 
24
-
I
住

9
 
打
製
石
斧

長
I
I
 7
幅
5
4
厚
2
3
露
1
5
6
5
 

細
粒
雑
石
安
山
岩
ほ
ぼ
完
形
。
短
冊
形
。
刃
部
を
僅
か
に
欠
損
。

23
3 
山
根
III

10
2
 
9
0
 
24
-
7
土

2
 
打
製
石
斧

長
8.
2
幅
5.
4
厚
I
.
I園
65

細
粒
輝
石
安
山
岩
基
部
と
刃
部
を
欠
損
す
る
。
直
線
的
な
側
辺
を
持
つ
。
形
態
不
明
。

23
4 
山
根
Ill

2
4
-
15
土

礫
片

長
5.
4
幅
4
5厚
1
.
2重
33

粗
粒
輝
石
安
山
岩
板
状
の
破
片
。

23
5 
山
根
rn

10
6 
91
 
2
4
-
l
ト
レ
ン
チ
46
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
5.
6
幅
4
.0
原
1.
95
直
48

細
粒
輝
石
安
山
岩
破
片
か
？
表
面
に
磨
面
、
加
工
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

23
6 
山
根
m

91
 
2
4
-
l
ト
レ
ン
チ
69
 
打
製
石
斧

長
9
.3
幅
5
7原
2.
2
重
15
5

細
粒
輝
石
安
山
岩
残
存
1/
2
。
刃
部
欠
損
。
撥
形
に
近
い
形
状
か
？

23
7 
山
根
m

2
4
-
1
ト
レ
ン
チ

剥
片

長
3
0
幅
I3
厚
0
4
菫
1
.
0

黒
色
頁
岩

破
片
。
下
部
が
欠
損
と
思
わ
れ
る
。

23
8 
山
根
III

10
6 
91
 
遺
構
外

33
 
石
鏃

長
1
.
3
幅
1.
3原
0
2重
0
35
 

黒
曜
石

右
返
し
部
の
み
残
存
。
返
し
は
棒
状
。
無
茎
で
基
部
は
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。

2
3
X
-
1
5
 

23
9 
山
根
l
i
l

10
6 
91
 
遺
構
外

34
 
石
鏃

長
1
.
35
幅
I
I原
0
4
5
重
0
39
 

黒
曜
石

ほ
ぽ
完
形
。
無
茎
で
基
部
は
深
い
弧
状
。
左
右
の
返
し
が
不
揃
い
。
未
襲
品
か
？
2
4
C
-
17
 



3 0 4  

No
 
遺
跡
名
挿
図
No
P
L
 
遺
構
出
土
位
骰
遺
物
No
種
類

大
き
さ
頂
五

石
材

形
状

•
特
徴
等

備
考

2
4
0
 
山
根
m

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

3
5
 
石
鏃

長
I
2
5
幅
I
2
5
厚
0
.
3
重
0
.6
2

黒
曜
石

先
端
部
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。
未
製
品
か
？

2
4
F
-
¥
 7
 

24
1 
山
根
旧

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

3
6
 
石
錐

長
I
6
幅
0
.5
厚
0
2
5
重
0
.
18
 

黒
曜
石

先
端
部
の
み
残
存
。
全
面
に
調
整
痕
が
残
る
。

2
4
D
-
17
 

2
4
2
 
山
根
m

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

3
7
 
石
錐

長
3
3
5
幅
0
9
厚
0
.
5
園
0
.7
4 

黒
色
頁
岩

先
端
部
の
み
残
存
。
や
や
大
振
り
。

24
区
表
採
］
層

2
4
3
 
山
根
皿

10
6
 
91
 
遺
構
外

3
8
 
石
錐
？

長
J
6
輻
0
.5
5
厚
0
.
2
5
璽
0
31
 

黒
曜
石

未
製
品
か
？

24
区
表
採
1
層

2
4
4
 
山
根
m

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

3
9
 
楔
形
石
器

長
I
5
5
幅
I
I厚
0
.
4
5
重
0
9
9
 

黒
曜
石

両
極
剥
離
。
上
部
に
泊
れ
が
見
ら
れ
る
。

2
4
A
-
¥
 7
 

2
4
5
 
山
根
III

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

4
0
 
楔
形
石
器

長
I
I幅
1
.
4
5
厚
0
.4
園
0
6
1
 

黒
曜
石

両
極
剥
離
。

2
4F
'
-
17
 

2
4
6
 
山
根
1Il

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

4
1
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
2
5
幅
I
3
5
厚
0
.4
5
璽
I
7
6
 

黒
曜
石

右
部
欠
損
。
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
全
面
に
細
か
い
調
整
痕
が
残
る
。

2
4
A
-
15
 

2
4
7
 
山
根
旧

10
6
 
9
J
 
遺
構
外

4
2
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
l
0
5
幅
0
7
厚
0
.
3
5
直
0
2
9
 

黒
曜
石

左
側
欠
損
。
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
側
辺
に
細
か
い
調
整
痕
が
見
ら
れ
る
。
24
区
表
採
1
層

2
4
8
 
山
根
m

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

4
3
 
石
核

長
3
.5
幅
2
.3
厚
I
0
頂
1
1
7
 

黒
曜
石

全
面
に
小
形
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
残
る
。

2
4
A
-
15
 

2
4
9
 
山
根
m

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

4
4
 
楔
形
石
器

長
4
.6
幅
4
0
3
厚
I
.
15
菫
2
0

黒
色
頁
岩

完
形
。
両
極
剥
離
。
上
下
の
他
左
右
に
も
剥
離
痕
有
り
。

表
採

2
5
0
 
山
根
m

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

4
5
 
ス
ク
レ
イ
パ
ー

長
5
.
9
幅
8
.0
阻
I.
15
直
6
6

細
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
横
長
剥
片
を
紫
材
と
す
る
。

2
4
C
~
l
6
 

2
5
j
 
山
根
m

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

4
7
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
7
.
0
幅
9
.4
厚
1.
8
重
10
6

細
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
両
面
に
加
工
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

表
採

2
5
2
 
山
根
Ill

10
6 
9
1
 
遺
構
外

4
8
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
10
0
幅
5
8
厚
2
.
0重
1
17

細
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
裏
面
に
加
工
痕
が
染
中
す
る
。

2
4
8
~
1
8
 

2
5
3
 
山
根
[l

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

4
9
 
剥
片

長
4.
0
幅
8
I回
I
2
煎
4
9

細
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
横
長
剥
片
。

2
4
D
-
18
 

2
54
 
山
根
Il

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

5
0
 
剥
片

長
7
9
幅
6
6
厚
I
4
狐
74

細
粒
輝
石
安
山
岩
一
部
欠
損
？
表
面
に
残
る
の
は
加
工
痕
か
？

表
採
．
1
層

2
5
5
 
山
根
Il

10
6
 
9
1
 
遺
構
外

5
1
 
蔽
石

長
8.
7
幅
4
7厚
3
2
重
19
5

ひ
ん
岩

完
形
。
表
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
上
面
、
下
面
に
集
中
す
る
岐
打
痕
が
見
受
け
ら
2
3
Y
-
16
 

れ
る
。

2
5
6
 
山
根
Il

10
7 
9
J
 
遺
構
外

5
2
 
打
製
石
斧

長
7.
I幅
3
.8
厚
1.
2
重
4
7

黒
色
頁
岩

完
形
。
短
冊
形
に
近
い
形
状
。
左
側
が
緩
く
湾
曲
す
る
。
刃
部
は
摩
耗
す
る
。

表
採

2
5
7
 
山
根
III

10
7
 
9
1
 
遺
構
外

5
3
 
打
製
石
斧

長
10
.7
輻
5.
I厚
I
I重
9
2

細
粒
輝
石
安
山
岩
刃
部
を
欠
損
。
短
冊
形
。
側
辺
の
摩
耗
は
見
ら
れ
な
い
。

2
4
C
-
I
 
7
 

2
5
8
 
山
根
皿

10
7 
9
1
 
遺
構
外

54
 
打
製
石
斧

長
10
.
2
幅
4
.
8厚
2
.
0
重
9
9

黒
色
頁
岩

刃
部
欠
損
。
撥
形
に
近
い
形
状
。
側
辺
中
央
が
僅
か
に
括
れ
、
摩
耗
す
る
。

2
3
V
-
1
2
 

2
5
9
 
山
根
1Il

10
7
 
9
1
 
遺
構
外

5
5
 
打
製
石
斧

長
1
1.
0
幅
5
I厚
I
5
重
10
1

変
質
安
山
岩

刃
部
と
碁
部
の
一
部
を
欠
損
。
撥
形
に
近
い
形
状
。
摩
耗
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
2
4
C
-
1
6
 

2
6
0
 
山
根
III

10
7
 
9
1
 
遺
構
外

5
6
 
打
製
石
斧

長
8
I幅
4.
9
厚
1.
4
重
6
6

変
質
安
山
岩

ほ
ぼ
完
形
。
撥
形
に
近
い
形
状
。
刃
部
及
び
刃
部
右
側
が
磨
耗
す
る
。

2
4
A
-
1
5
 

26
1 
山
根
III

10
7
 
9
1
 
遺
構
外

5
7
 
打
製
石
斧

長
7
7
幅
7
0
厚
2
.
0頂
12
9

細
粒
輝
石
安
山
岩
刃
部
の
み
残
存
。
刃
部
左
側
が
や
や
摩
耗
す
る
。

表
採
．
］
層

2
6
2
 
山
根
m

10
7 
9
]
 
遺
構
外

5
8
 
打
製
石
斧

長
7
5
幅
5
4
厚
I
4
重
8
5

粗
粒
輝
石
安
山
岩
基
部
を
欠
損
。
形
態
不
明
。
刃
部
に
摩
耗
が
見
ら
れ
る
。

2
4
D
-
18
 

2
6
3
 
山
根
m

10
8
 
9
1
 
遺
構
外

5
9
 
打
製
石
斧

長
6
2
幅
5
.5
厚
I
8
重
9
6

粗
粒
輝
石
安
山
岩
基
部
と
刃
部
を
欠
損
。
や
や
肉
厚
で
、
側
辺
が
少
々
磨
耗
す
る
。

2
4
C
-
18
 

26
4 
山
根
m

10
8
 
9
1
 
遺
構
外

6
0
 
打
製
石
斧

長
6
5
幅
4
.8
厚
I
8
重
6
9

細
粒
輝
石
安
山
岩
基
部
の
み
残
存
。
側
辺
下
部
に
括
れ
が
見
ら
れ
る
。
括
れ
部
は
摩
耗
す
る
。

2
4
A
-
1
5
 

2
6
5
 
山
根
III

9
1
 
遺
構
外

6
7
 
打
製
石
斧

長
12
.4
幅
4
4
限
I
8
重
8
0

細
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
短
冊
形
。
使
用
の
痕
跡
は
少
な
い
。

2
4
C
-
1
6
 

2
6
6
 
山
根
Ill

91
 
遺
構
外

6
8
 
打
製
石
斧

長
10
.
7
幅
5
.3
厚
J
.
4
韮
9
7

細
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
撥
形
。
刃
部
及
び
側
辺
が
摩
耗
す
る
。

2
4
C
-
J
7
 

2
6
7
 
山
根
lli

9
1
 
遺
構
外

7
0
 
打
製
石
斧

長
8
.
0
幅
4
.
9
耳
1.
5
重
8
0

細
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
撥
形
。
刃
部
及
び
側
辺
が
摩
耗
す
る
。

表
採

2
6
8
 
山
根
旧

91
 
遺
構
外

7
J
 
打
製
石
斧

長
8.
1
幅
5
6
厚
2
0
煎
13
0

細
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
？
刃
部
及
び
側
辺
の
摩
耗
が
非
常
に
激
し
い
。

2
4
D
-
j
6
 

2
6
9
 
山
根
m

91
 
遺
構
外

7
2
 
打
製
石
斧

長
7
.
5
幅
5
0
厚
2
I菫
9
8

変
質
安
山
岩

半
分
欠
損
。
基
部
の
み
残
存
。
形
態
不
明
。

2
4
8
-
1
7
 

2
7
0
 
山
根
Ill

遺
構
外

剥
片

長
4.
I幅
4
5
厚
0
9
直
17

細
粒
輝
石
安
山
岩
横
長
剥
片
。

2
3
T
-
I
 I
 

27
1 
山
根
旧

遺
構
外

剥
片

長
4
9
幅
4
7
厚
0
7
應
14

変
質
安
山
岩

縦
長
剥
片
。
小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。

2
3
W
-
l6
 

2
7
2
 
山
根
Ill

遺
構
外

剥
片

長
3
.
0
幅
2
9
厚
0
7
頂
6
13
 

細
粒
輝
石
安
山
岩
縦
長
剥
片
。
下
部
欠
損
。

2
3
X
-
J6
 

2
7
3
 
山
根
川

遺
構
外

礫
片

長
7
.
3
幅
2
.6
原
1.
6
重
2
7

デ
イ
サ
イ
ト

破
片
。

2
3
Y
-
I
 I
 

2
7
4
 
山
根
m

遺
構
外

剥
片

長
5
.
9
幅
4
.
6
厚
0
.
9
狐
3
2

細
粒
輝
石
安
山
岩
縦
長
剥
片
。
下
部
欠
損
。

2
3
Y
-
14
 

2
7
5
 
山
根
Ill

遺
構
外

剥
片

長
5
.7
幅
5
.
4
厚
1
.
2
重
31

変
質
玄
武
岩

縦
長
剥
片
。
上
面
に
小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。

2
3
Y
-
16
 

2
7
6
 
山
根
III

遺
構
外

剥
片

長
5
8
幅
3
2
厚
0
8
重
16

変
質
安
山
岩

横
長
剥
片
。

2
4
A
-
1
5
 

2
7
7
 
山
根
nl

遺
構
外

剥
片

長
2
9
幅
4
.
3
厚
I
I重
12

珪
質
変
質
岩

横
長
剥
片
。
一
部
欠
損
。

2
4
B
-
15
 

2
7
8
 
山
根
Ill

遺
構
外

剥
片

長
5
6
輻
3
.
6
厚
I
0
重
2
0

変
質
玄
武
岩

上
部
欠
損
。
左
辺
に
小
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
梨
中
す
る
。

2
4
B
-
1
7
 

2
7
9
 
山
根
旧

遺
構
外

砕
片

長
2
9
幅
2
.
6
厚
I
5
菫
9

珪
質
変
質
岩

小
型
の
砕
片
。

2
4
C
-
1
7
 

2
8
0
 
山
根
m

遺
構
外

剥
片

長
4
7
幅
3
.5
厚
I
2
重
19

粗
粒
輝
石
安
山
岩
縦
長
剥
片
か
？

2
4
D
-
17
 

28
1 
山
根
皿

遺
構
外

剥
片

長
3.
7
幅
1
.
9
厚
I
3
重
8

褐
色
碧
玉

剥
片
形
状
不
明
。
一
部
に
液
打
痕
ら
き
し
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。

2
4
D
-
17
 

2
8
2
 
山
根
m

遺
構
外

砕
片

長
2.
4
幅
2
2
厚
0
8
重
3

珪
質
変
質
岩

小
形
砕
片
。

2
4
E
-
l
6
 

2
8
3
 
山
根
m

遺
構
外

剥
片

長
6
.9
幅
3.
31
互
0
.
8
重
17

変
質
安
山
岩

縦
長
剥
片
。

2
4
E
-
1
8
 

2
8
4
 
下
田

11
5 
9
2
 
4
4
-
]
住

15
 
火
打
石

長
3
.
3
幅
1.
8
)i
,
J
6
重
］0

流
紋
岩

1
ヵ
所
に
使
用
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

2
8
5
 
下
田

I
 15
 
9
2
 
4
4
-
1
住

16
 
火
打
石

長
3
.
4
幅
3
.0
厚
2.
2
煎
2
5

流
紋
岩

2
ヵ
所
に
使
用
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

2
8
6
 
下
田

11
5
 
9
2
 
4
4
-
]
住

j
 7
 
火
打
石

長
5
2
幅
3
8
厚
2
.
0
煎
4
0

流
紋
岩

2
ヵ
所
に
使
用
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。
表
、
左
上
部
の
使
用
痕
に
は
煤
が
付
沼
。

2
8
7
 
下
田

1
15
 
9
2
 
4
4
-
1
住

18
 
砥
石

長
(
10
6)
幅
1.
7
厚
I
4
厘
7
2

砥
沢
石

明
確
な
使
用
面
は
1
面
。
側
面
に
は
僅
か
な
使
用
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
側
面
及
び

衷
面
に
筋
状
の
痕
跡
が
残
る
。
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No
 
遺
跡
名
挿
図
No
P
L
 
遺
構
・
出
士
位
骰
遺
物
No
種
類

大
き
さ
貨
呈

石
材

形
状
特
徴
等

備
考

28
8 
下
田

]]
5
 
92
 
4
4
-
I
住

19
 
砥
石

長
(
]
2
6
)幅
3
5
厚
4
3重
28
3

砥
沢
石

2
面
使
用
。
表
、
正
面
以
外
の
4
面
に
筋
状
の
痕
跡
有
り
。

28
9 
下
田

11
5 
92
 
4
4
-
]
住

20
 
砥
石

長（
11
7
)
幅
2
9
厚
2
I菫
12
9

砥
沢
石

明
確
な
使
用
面
は
1
面
。
側
面
に
は
僅
か
な
使
用
痕
が
残
る
。
表
面
を
除
く
側
面
に

筋
状
の
痕
が
残
っ
て
い
る
。

29
0 
下
田

I
 16
 
92
 
4
4
-
1
住

33
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
4
8
0
幅
4
6
8
厚
4
3
2
璽
ー

粗
粒
雄
石
安
山
岩
全
面
に
竪
跡
が
残
り
、
成
形
さ
れ
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。
上
面
に
は
、
削

ら
れ
た
痕
跡
が
残
り
、
少
な
く
と
も
3
つ
の
破
片
が
こ
こ
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
の
1
つ
が
No
9
で
あ
る
。
側
而
に
は
椀
状
の
凹
み
が
4
ヶ
所

見
受
け
ら
れ
る
。
用
途
は
不
明
で
あ
る
。

29
1 
下
田

92
 
4
4
-
I
住

34
 
火
打
石

長
5.
5
幅
3.
7厚
3.
2
煎
63

流
紋
岩

29
2 
下
田

J
 19
 
93
 
45
-
2
畑

13
 
石
臼

長
3
0
2
幅
3
1.
0
厚
14
6
籠
一

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
粉
挽
き
臼
下
臼
、
6
分
割
溝
1
2
~
1
3
本。

29
3 
下
田

11
9 
93
 
遺
構
外

2
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
22
8
輻
22
.8
厚
1
9
8
重
65
50

粗
粒
輝
石
安
山
岩
底
面
は
平
ら
。
上
面
は
椀
状
の
凹
み
が
作
ら
れ
て
い
る
。
4
側
面
は
向
か
い
合
う
面

の
加
工
が
同
一
と
な
る
。
正
面
と
背
面
の
加
工
は
角
が
直
角
で
、
正
方
形
に
近
い
形

状
を
呈
す
る
。
左
右
の
面
の
加
工
は
隅
丸
方
形
の
形
状
を
呈
す
る
。
大
き
さ
は
上
面

が
長
軸
II
0
短
軸
9
0
深
さ
4.
0
と
な
る
。
以
下
同
様
に
正
面
6
5
X
6
.
0
X
4
 8
、
背

面
7
I
 X
 (
5
 5)
 X
 (
3
 5
）
、
右
面
4
5
X
4
5
X
3
3
、
左
面
5
.
5
X
5
.
2
X
5
I
と
な
る
。

29
4 
花
畑

9
1
-
1
住

礫
片

長
5
5
幅
3.
6
原
2
4
重
32

流
紋
岩

一
部
欠
損
。

表
土

29
5 
花
畑

16
8
 
94
 
遺
構
外

14 
石
鏃

長
2.
0
幅
1
.
25
厚
0
63
重
0
46
 

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
鋭
角
で
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。

IO
K
-
15
 

29
6 
花
畑

16
8
 
94
 
遺
構
外

15
 
石
鏃

長
1
.
8
幅］
4
5
厚
0.
31
璽
0
72
 

黒
曜
石

右
返
し
を
欠
損
。
無
茎
で
基
部
は
深
く
鋭
角
な
弧
状
を
呈
す
る
。
未
製
品
。

l
O
M
-
6
 

29
7 
花
畑

16
8 
94
 
遺
構
外

16
 
石
鏃

長
1
.
55
幅
I
3
7
厚
0
25
重
0
.3
3

黒
曜
石

ほ
ぼ
完
形
。
無
茎
で
基
部
は
浅
い
弧
状
。
先
端
部
側
辺
に
浅
い
袂
り
を
持
つ
。

表
採

29
8 
花
畑

16
8 
94
 
遺
構
外

17
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
l
3
幅
J
4
5
厚
0.
5
重
I
1
1
 

黒
曜
石

上
部
及
び
左
側
欠
損
。
側
辺
に
刃
部
を
形
成
す
る
。

IQ
K

~I
6.

 3
層

29
9 
花
畑

16
8
 
94
 
遺
構
外

18
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
9
3
幅
6.
7厚
］
5
頂
l
19
 

粗
粒
輝
石
安
山
岩
一
部
欠
損
。
表
面
に
加
工
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

II
A-
3.
 I
層

30
0 
花
畑

16
8 
94
 
遺
構
外

19
 
砕
片

長
5
8
幅
6.
5
厚
I
3
重
81

変
質
安
山
岩

完
形
。
表
面
に
残
る
の
は
加
工
痕
か
？

試
掘

30
1 
花
畑

16
8 
94
 
遺
構
外

20
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
I9
5
幅
2
0
厚
I
17
頂
4
3
0
 

黒
曜
石

表
面
に
調
整
痕
が
梨
中
す
る
。

10
0
区
表
採

30
2 
花
畑

16
8 
94
 
遺
構
外

21
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
8
6
幅
5.
4
厚
2
0
重
98

細
粒
輝
石
安
山
岩
両
面
に
加
工
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。
側
面
に
は
使
用
に
よ
る
潰
れ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
試
掘

30
3 
花
畑

16
8 
94
 
遺
構
外

22
 
打
製
石
斧

長
5
3
幅
5
4
厚
J
.
8
直
73

変
質
安
山
岩

刃
部
と
基
部
を
欠
損
。
形
態
不
明
。

JO
区
表
採
．
1
層

30
4 
花
畑

16
8 
94
 
遺
構
外

23
 
打
製
石
斧

長
8.
7
幅
4.
4
厚
1
.
5重
52

頁
岩

ほ
ぽ
完
形
。
撥
形
に
近
い
形
状
。
側
辺
に
摩
耗
が
見
ら
れ
る
。

I
 G
-
2
5
 

30
5 
花
畑

16
8
 
94
 
遺
構
外

24
 
打
製
石
斧

長
9
35
幅
5.
5
厚
2
5
重
15
1

変
質
安
山
岩

刃
部
欠
損
。
短
冊
形
か
？
肉
厚
で
摩
耗
が
見
ら
れ
な
い
。
未
製
品
か
？

1
 G
-
2
4
 

30
6 
花
畑

遺
構
外

剥
片

長
4
9
幅
5
0
厚
I0
重
31

黒
色
頁
岩

横
長
剥
片
。

JO
区
表
採
．
1
屈

30
7 
花
畑

遺
構
外

剥
片

長
8
5
幅
4
9
厚］
．
5重
6]

黒
色
安
山
岩

縦
長
剥
片
。

91
区
表
士
l
層

30
8 
花
畑

遺
構
外

石
板

長
5.
3
幅
3.
I厚
0.
3
璽
8.
0

頁
岩

破
片
。
両
面
が
磨
か
れ
て
い
る
。

表
採

30
9 
花
畑

遺
構
外

砕
片

長
6.
2
幅
4.
2厚
0
9
重
25

粗
粒
雄
石
安
山
岩
板
状
に
剥
離
し
た
礫
の
砕
片
。

試
掘

31
0 
花
畑

遺
構
外

砕
片

長
5
6
幅
2.
7厚
0
9
重
17

黒
色
頁
岩

縦
長
に
剥
離
し
た
砕
片
。

試
掘

3
1
 
I
 
花
畑

遺
構
外

砕
片

長
2.
6
幅
2.
5
厚
0
4
重
2.
0

珪
質
頁
岩

小
型
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

試
掘

31
2 
楡
木
m
18
1 
96
 
遺
構
外

63
 
石
鏃

長
2
2
幅
1
.
7原
0.
35
諏
0.
69

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。
棒
状
の
返
し
を
持
つ
。

6
4
C
-
1
0
 3
陪

31
3 
楡
木
m

18
1 
96
 
遺
構
外

64
 
石
鏃

長
2
2
幅
1.
6
厚
0
3
璽
0
64
 

黒
曜
石

完
形
。
無
茎
で
基
部
は
深
い
弧
状
を
呈
す
る
。
側
辺
は
返
し
部
で
屈
曲
す
る
。

64
C-
10
. 
3
屈

3
 ]
 
4
 
楡
木
旧

18
1 
96
 
遺
構
外

65
 
石
鏃

長
］．
7
輻
0
95
原
0
3
重
0.
32

黒
躍
石

右
返
し
を
欠
損
す
る
。
茎
及
び
基
部
は
不
明
。

6
4
G
-
1
4
 3
層

31
5 
楡
木
旧

18
1 
96
 
遺
構
外

66
 
石
匙

長
3.
6
輻
4.
0
庫
0
75
重
8.
9

黒
色
頁
岩

完
形
。
縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
3
辺
に
刃
部
を
形
成
す
る
。

6
4
8
-
1
0
 3
層

31
6 
楡
木
III

18
1 
96
 
遺
構
外

67
 
石
匙

長
2
6
幅
5
0
厚
0
7
重
6
15
 

黒
曜
石

完
形
。
横
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
周
囲
に
刃
部
を
形
成
す
る
。
右
上
側
辺
は
や
や
6
3
V
-
1
3
.
3
層

潰
れ
が
見
ら
れ
る
。

31
7 
楡
木
1ll
18
2 
96
 
遺
構
外

68
 
ス
ク
レ
イ
パ
ー

長
4.
5
幅
4
5瞑
1
.
2重
19

黒
色
頁
岩

完
形
。
両
面
に
加
工
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

64
D

~ 
J
O
 3
屈

31
8 
楡
木
m

18
2 
96
 
遺
構
外

69
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
I
0
5
幅
2.
5
厚
0
25
重
0.
78
 

黒
曜
石

横
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
下
側
面
に
使
用
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

6
4
8
-
1
3
.
3
層

31
9 
楡
木
Il

18
2 
96
 
遺
構
外

70
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
I
6
幅
I
3
庫
0.
75
重
0.
99
 

黒
曜
石

縦
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
右
側
に
使
用
痕
が
見
ら
れ
る
。

6
3
U
-
1
4
 3
層

32
0 
楡
木
1l1

18
2 
96
 
遺
構
外

71
 
使
用
痕
の
あ
る
石
器
長
3.
75
幅
3.
55
厚
0
6
霊
8
.0
6

黒
曜
石

や
や
縦
長
の
剥
片
を
素
材
と
す
る
。
右
側
下
部
に
使
用
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

6
4
8
-
1
0
 3
層

32
1 
楡
木
旧

18
2 
96
 
遺
構
外

72
 
石
核

長
2.
7
幅
3
8
厚
J
15
鍾
10
.9
7

黒
曜
石

表
面
と
裏
面
に
小
型
剥
片
を
剥
離
し
た
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。

6
4
8
-
1
0
 3
層

32
2 
楡
木
皿

18
2 
96
 
遺
構
外

73
 
打
製
石
斧

長
9.
0
幅
5
7限
2.
35
重
11
7

変
質
安
山
岩

刃
部
欠
損
。
形
状
不
明
。
側
辺
の
摩
耗
は
左
右
で
位
置
が
異
な
る
。

6
3
V
~
l
3
.
3
陪

32
3 
楡
木
Ill

18
2 
96
 
遺
構
外

74
 
打
製
石
斧

長
8.
4
幅
5
6
庫
I
9
重
12
9

変
質
安
山
岩

基
部
欠
損
。
短
冊
形
。
刃
部
右
側
は
摩
耗
が
激
し
い
。

63
Y-
I
J
 3
層

32
4 
楡
木
m

18
2 
96
 
遺
構
外

75
 
磨
石

長
j
0
4
幅
8
25
厚
3
7璽
42
2

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
両
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
縁
辺
に
若
干
の
敲
打
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。
6
3
V
-
l
3
 3
層

32
5 
楡
木
皿

18
2 
96
 
遺
構
外

76
 
磨
石

長
1
2
8
幅
8
5
厚
5
.
I重
80
9

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
表
面
に
磨
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
側
面
に
凹
み
穴
が
見
受
け
ら
れ
る
。

63
V-
14
. 
3
層

32
6 
楡
木
m

18
2 
96
 
遺
構
外

77
 
加
工
痕
の
あ
る
石
器
長
21
.8
幅
9
3
厚
6.
7猿
17
49

粗
粒
輝
石
安
山
岩
一
部
欠
損
。
上
面
に
敲
打
痕
が
見
受
け
ら
れ
る
。

6
4
8
-
]
7
 2
層

32
7 
楡
木
m
18
2 
96
 
遺
構
外

78
 
礫

長
5
I幅
8
2厚
J
.
O
重
56

流
紋
岩

完
形
。
一
部
に
加
工
痕
ら
し
き
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

試
掘



3 0 6  

No
 
遺
跡
名
挿
図
N
o
P
L
 
遺
構
出
土
位
僅
遺
物
N
o
種
類

大
き
さ
・
韮
忌

石
材

形
状
特
徴
等

備
考

32
8 
楡
木
m

18
3 
96
 
遺
構
外

79
 
台
石

長
27
.5
幅
23
.3
厚
7.
2
庫
64
00

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
。
円
礫
。
襄
面
に
凹
み
が
見
ら
れ
る
。

64
B-
12
.
3
層

32
9 
楡
木
1ll

遺
構
外

剥
片

長
6
.6
輻
4.
3
厚
1
.
2重
24

黒
色
頁
岩

縦
長
剥
片
。
左
側
辺
は
鋭
利
。

6
3
V
・
 13
. 
3
層

33
0 
楡
木
Ill

遺
構
外

礫
片

長
一
幅
ー
厚
一
諏
29

粗
粒
輝
石
安
山
岩
数
個
の
小
破
片
に
分
割
さ
れ
て
い
る
た
め
計
測
不
能
。

6
3
V
-
13
.
3
層

33
1 
楡
木
Ill

遺
構
外

礫
長
6
4
扉品
3
5厚
2.
6
重
78

珪
質
変
質
岩

完
形
。
や
や
小
型
の
円
礫
。

6
3
X
-
J
2
 3
層

33
2 
楡
木
m

遺
構
外

剥
片

長
8
J幅
5
7原
I
3
重
61

細
粒
輝
石
安
山
岩
横
長
剥
片
。

6
3
Y
-
1
6
 3
層

33
3 
楡
木
Il

遺
構
外

礫
長
7
5
幅
5
.7
原
2
7重
l4
3

粗
粒
輝
石
安
山
岩
中
型
の
円
礫
。

6
4
A
-
1
 
I. 
3
層

33
4 
楡
木
Il

遺
構
外

剥
片

長
5
0
幅
3
.6
厚
I
I重
19

黒
色
安
山
岩

縦
長
剥
片
。

64
8-
10
 3
渇

33
5 
楡
木
m

遺
構
外

礫
長
3
l輻
2.
9
厚
2
6重
30

変
質
安
山
岩

小
型
の
円
礫
。
球
に
近
い
形
状
。

64
8-
1
1
 3
層

33
6 
楡
木
III

遺
構
外

礫
片

長
11
0
幅
7
0
厚
2
0
頂
17
8

変
質
安
山
岩

円
礫
の
破
片
。

6
4
C
-
8
 3
層

33
7 
楡
木
Il

遺
構
外

礫
長
8
6
幅
5
.0
厚
2
5
重
17
2

粗
粒
輝
石
安
山
岩
完
形
中
型
で
細
長
い
円
礫
。
被
熱
痕
あ
り
。

6
4
C
-
9
 3
層

33
8 
楡
木
m

遺
構
外

剥
片

長
7
9
幅
3.
9
厚
I
5
須
40

粗
粒
輝
石
安
山
岩
横
長
剥
片
。

64
C-
JO
 3
屈

33
9 
楡
木
Il

遺
構
外

剥
片

長
3
.2
幅
1
.
5厚
0
3
重
3

珪
質
頁
岩

縦
長
剥
片
。

6
4
C
-
JO
 3
層

34
0 
楡
木
旧

遺
構
外

礫
長
4
5
幅
4.
2厚
2
4
煎
61

粗
粒
輝
石
安
山
岩
小
型
の
円
礫
。
磨
面
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。
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縦
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付編 4 遺構一覧表

※土坑の形状については、西久保I遺跡、花畑遺跡の分類を基にしているので参照していただきたい。

YD1・02 東宮遺跡

畑

遺構番号 位置 走向 畝幅 畝窃

41-I号畑 41区 北東～南西約05 

51-I号畑 51区 北西ー南東約1.2

YD! 03 石畑遺跡

畑

遺構番号 位憤 走向 畝幅 畝高

94-1号畑 94区 東西 0 46~0.5] 0.03~0 06 

94-2号畑 94区 東西 0.22-0.25 0.04 

土坑

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状

84-1号土坑 84Y-24 N-5°-E l 28Xl 16 0 60X0.57 0 36 A?3 

84-2号士坑 84X-25 N-77°-W 0.97X0.66 0. 78X0.35 0.21 E5 

84-3号土坑 84 Y-24 N-12°-E (0 69) XO 66 (0.37) X (0.32) 0 27 83 

84-4号土坑 84X-24 N-9°-W (0 82) X (0.54) (0 33) X0.23 0 2 B2 

84-5号士坑 84Y-24 N-I°-W 0.96X0.80 0 32X0.28 0. 21 B5 

84-6号土坑 84Y-25 N-90° I 91 XI.JI l.58XO 81 0 6 D2 

84-7号土坑 84Y-25 N-88'-E 0.77X0.73 (0 40) X (0 35) 0 87 A2? 

94-I号士坑 94N-Z N-33°-E 0 55X(0.40) 0.35X (0.25) 0 15 A? 5 

岩陰

位置 方位
上面規模 底面規模
（長軸x短軸） I (長軸X短軸） I 深さ I 形状遺構番号

石畑n岩陰 94E-6,― 

谷

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状

84-1号谷 84V-24 南北 9.50X5.50 0.68 

84-2号谷

94-l号谷 南北 17 40X(8 50) 

94-2号谷 南北 10.40X l. 90 

YD2・01 川原湯勝沼遺跡

畑

遺構番号 位置 走向 畝幅 畝忘

63-l号畑 63区 北東～南西 0.35 0 02 

63-2号畑 63区 東西 0.47 0 05 

64-1号畑 64区 北東～南西 0.35 0 03 

土坑

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状

63-l号土坑 63X-23 N-50°-E (0 60) X0.50 

63-2号土坑 73T-I N-88°-W (1.95) XI 05 (l.95)X(0.95) -

YD3・01 横壁勝沼遺跡

住居

遺構番号 1 位置 方位 1 （長J:.辺面x規短模辺） 床面積 壁高 形状

16-I号住居 I 16R-15 I N-129°-E I 4 44X3.78 14 I 0 25 
隅丸方

形

土坑

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状

6-1号土坑 6B-11 N-46°-E 2 52Xl.61 2.35XO 93 0 83 BI 

6-2号土坑 6D-17 N-12°-E 1.53X1.00 0.80X0.83 0.35 DI 

6-3号土坑 6C-15 N-56°-E 0 97XO. 76 0.65XO 51 0 31 E2 

6-4号土坑 6E-l2 N-28°-W J 28X0.99 l. lZXO 83 0 32 BI 

6-5号土坑 6E-12 N-82'-W 2.05X 1.14 l. 71 xo. 93 0.88 D? I 

出土遺物

出土遺物

出土遺物

弥生2点

縄文l点

縄文1点

出土遺物

石器5点

出土遺物

縄文25点弥生2

点須恵器2点

不明］点鉄器］点

石器27点

縄文l点石器l点

出土遺物

出土遺物

縄文2点

縄文l点

出土遺物
I 

縄文2点須恵器2| 

点鉄器l点

出土遺物

弥生4点石器2点

銭貨4点骨片

（単位m・m')

直複 備考 図版pL 

2 3 

（単位m mり

直複 備考 図版pL 

II 5 

13 

（単位m・m')

霞複 備考 図版 P L 

14 5 

14 5 

15 5 

15 5 

14 6 

15 6 

15 6 

]5 6 

（単位m・mり

重複 備考 1図版 I P L 

16・ 17 I s 

（単位m・mり

重複 備考 図版 p L 

17 18 

19 
6 

19 

（単位mm')

重複 備考 図版 p L 

23 8 9 

23 24 

25 
8 9 

23 

重複 備考 図版 I p L 

26 

27 

（単位m・mり

重複 I 備考 1図版 I p L 

I I 34 35 I I 

（単位m・m')

重複 備考 図版 p L 

陥し穴 36 13 

土坑墓 38 l3 

39 13 

39 13 

陥し穴 37 14 
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付編4

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 I 出土遺物 重複 I 備考 図版 p L 

16-1号土坑 160-]5 N-19°-W 2.37Xl.36 0.38X0.36 0. 77 EIII 陥し穴 37 14 

J6-2号土坑 l6T-13 N-80°-W I 03X0 79 0.80X0 60 0 32 DJ 土坑墓 38 14 

16-3号土坑 16S-13 N-80°-W I 22XO 68 I 05XO 51 0 2 B2 土坑墓 39 14 

J6-4号土坑 16S-l5 N-88°-W I 04X0.84 0.56X0.34 0 46 E2 39 

清 （単位mm') 

遺構番号 位骰 方位 （長上幅面x規短模幅） （長底幅面x規短模幅） 深さ I形状 I 出士遺物

17-1号溝 ]7G-]8 南北 2.76X2.12 2.24XJ.26 1.02 

重複
備考 4図0 版 I1p 4 L 

YD3 02 西久保 I遺跡 （単位mm')

遺構番号 位置 方位 （最柱短間～距飛離長） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 I 出土遺物 重複 備考 図版 P L 

46-1号礎石建物 46S-5 東西棟 0 98~1 40 長方形り 詳細不明 63 22 

住居 （単位m・m')

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 出土遺物 重複 備考 図版 P L 

36-I号住居 36L-25 不明 なし 詳細不明 47 17 

46-I号住居 46T-2 N-6°-W 
縄文 5点石器］］

46-2溝（古） 48 49 18 
9 占9 9ヽ

46-2号住居 46じ4 N-j5°-E 0.25 
縄文2点須恵器

46-3住（新）
50 51 

19 
1点石器17点 52 53 

46-3号住居 46じ4 不明 0. 3 J 縄文2点石器3点 46-2住（古） 54 55 20 

46-5号住居 46Y-4 N-30°-E 
縄文1点石器17 56 57 

21 
.. 占.、 58 59 

46-6号住居 46V-6 不明
縄文JO点石器21 剥片廃棄場 60 61 

9 占9 9 9 （新）
22 

62 

土坑 （単位m・m')

遺構番号 位骰 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 出土遺物 董複 備考 図版 p L 

36-I号士坑 36Q-24 N-25°-E I 78X 1.18 I.40XO 80 0.4 D2 65 23 

36-2号土坑 36M-25 N-70°-W (1.56) X (1.32) O.SOX0.60 0.24 E5 66 23 

36-3号土坑 36L-24 N-65°-E I 12XO 70 0.68XO 50 0 21 E5 縄文1点 66 23 

36-4号土坑 36L-25 N-5°-E 2 40X2.10 l.]5Xl.20 0 52 E2 66 23 

36-6号士坑 36M-25 N-65°-E 0 52X0.28 0.28XO 24 0.26 E4 66 23 

36-8号土坑 36L-25 N-14°-W 0. 76X0.58 0.46X0. 18 0.23 E3 66 23 

46 ~ I号土坑 46T-3 N-65'-E (0. 75) X0.68 0.47X0.28 0.42 D3 
46-4 5土

（新）
67 24 

46-2号土坑 46U-3 N-15'-W 0.80X0.67 0.37X0.25 0 3 83 67 24 

46-4号土坑 46T~3 N-19°-W (1.32) X (1.24) (1. 23) X (1.] 2) 0 26 C2 縄文
46-I溝・ 1

67 24 
土（古）

46-5号土坑 46U-3 N-67°-E I. IOX (0.60) 0 70XO 40 0 46 B5 46-1土（古） 67 24 

46-6号土坑 47A-6 N-35°-E 0 76XO 52 0 33XO 28 0 2 B3 24 

46-8号土坑 46X-6 N-56°-W (1. 70) X (1. 58) -X (I 33) 0. 76 A2 縄文l点 68 24 

46-9号土坑 46Y~6 N-73°-E 0 92XO 77 0 55X- 0 47 AZ 46-10土（新） 69 24 

46-10号土坑 46Y-6 N-55°-E I 02X- 0.92X- 0.28 E2 46-9士（古） 69 24 

46-11号土坑 46V-7 N-57°-E 0. 77X0.48 0.52XO 34 0 23 El 69 25 

46-12号土坑 46V-7 N-38°-W 0 45XO 37 0.25XO 20 0 11 E5 69 25 

46-13号士坑 46V-8 N-65°-E 0 58X0.47 0.29X0.16 0.19 E5 

46-14号土坑 46U-8 N-66°-W 0.37X0.35 0.27XO 27 0 21 A2 70 25 

46-]5号士坑 46Y-7 N-15°-W 0 53X0.52 0.30XO 30 0 2 E5 69 25 

46-17号土坑 46¥-8 N-32°-E 0 47X0.34 0.12X0.12 0.34 E5 69 25 

46-18号土坑 46M~l N-56°-E 0 72X0.64 0 39X0.29 0.46 A4 69 25 

47-I号士坑 471-21 N-89"-W 0 32X (0.30) 0.25XO 24 0 17 Al 74 26 

47-2号土坑 471-21 N-3°-W 0 38X0.38 0.34X0.33 0. 15 Al 74 26 

47-3号土坑 471-21 N-86°-E 0.46X0.4l 0.27X0.16 0.26 A2 74 26 

47-4号土坑 471-21 N-8°-W 0 30X0.24 0 25X0.20 0 14 Al 74 26 

47-5号士坑 471-21 N-7°-E 0 44XO 41 0 30XO 30 0 J7 A5 74 26 

47-6号土坑 471-21 N-0° 0 44X0.44 0.30X0.30 0.41 Al p,tか？ 74 

47-7号土坑 471-21 N-85°-W 0.28X0.26 0.14X0 J4 0 26 A4 pitか？ 74 26 

47-8号士坑 47H-21 N-JT-E 2 30X 1.00 2.02XO 74 0 39 B2 縄文l点 70 26 

47-9号土坑 471-21 N-87°-E 0.45X0.38 0.28X0 28 0 2 Al 75 27 

47-10号土坑 471-21 N-45'-W 0.46XO 33 0 26X- 0 3 Bl 75 27 

47-11号士坑 47H-2] N-39°-W 0.55XO 48 0 42X0.40 0 39 A2 pitか？ 75 27 

47~]2号土坑 47H-21 N-45°-E 0.46X0.38 0.36 El 75 27 
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遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 出土遺物 重複 備考 図版 p L 

47-13号土坑 471-22 N-35°-E 0 45X0.45 0.23XO 20 0 13 A3 75 27 

47-14号土坑 471-22 N-13°-W 0.34X (0 21) 0.13X (0.11) 0 28 Al 47-15土（古） 75 27 

47-15号士坑 471-22 N-3°-E 0 54X0.47 0.33X0 26 0 25 D2 47-14士（新） 75 27 

47-16号土坑 471-23 N-4°-W 0.2¥XO 20 O.J3XO JO 0 I A2 75 27 

47-17号土坑 471-22 N-63'-E 0 40XO 28 0.18 Bl 75 27 

47-18号土坑 471-23 N-64'-W 0.36X0.28 0.20X0.16 0. 13 A2 75 27 

47-19号土坑 471-23 N-0° 0 42XO 42 0 32X- 0.2 A2 75 28 

47-20号土坑 471-23 N-20°-E 0 30X0.21 0 18X0.14 0.37 82 pitか ？ 76 28 

47-21号土坑 47H-23 N-55°-E 0 30X0.25 0 IIXO 05 0 34 C3 pitか？ 76 28 

47-22号士坑 47H-22 N-40°-W 0 42XO 35 0 ISXO 14 0 52 C3 Pltか？ 76 28 

47-23号土坑 47H-22 N-29°-E 1.14XO 90 0.23 A5 縄文1点 76 28 

47-24号土坑 47H-23 N-80°-E 0. 78X0 47 0 58X0.30 0.3 85 pitか ？ 76 28 

47-25号土坑 47H-2J N-57°-E 0 54XO 36 0 44X0.25 0 39 BJ p,tか？ 76 28 

47-26号土坑 47H-22 N-69°←W 0.25X0.20 0. l2X0. l2 0.25 Al pitか ？ 76 28 

47-27号土坑 47H-22 N-84°-E 0 34XO 21 0 24X- 0.21 Bl 76 28 

47-28号土坑 47H-22 N-71°-W (0 70) XO 40 0.23 Bl 76 29 

47-29号土坑 47H-22 N-7°-E 0. 78X0 74 0.21 Al 76 29 

47-30号士坑 47H-22 N-21'-W 0 96XO 80 0 84XO 70 0.24 Al 77 29 

47-31号土坑 471-23 N-6!0-E 0.44X0.38 0 24X0.23 0.25 Al pitか？ 76 29 

47-32号土坑 471-23 N-70°-W 0.34X0.27 0. 15 Al 77 29 

47-33号士坑 47H-23 N-52°-W 0.56X0.32 0 40XO 18 0.2] Bl 77 29 

47-34号土坑 47H-23 N-25°←E 0.38XO 34 0.22X (0.11) 0.21 A2 77 29 

47-35号土坑 47G-22 N-38°-E 0. 72XO 44 0.47X0 30 0. 15 E2 77 29 

47-36号土坑 47G-22 N-36°-W 0 84XO 64 0 58XO 42 0 3 D5 縄文l点 70 30 

47-37号土坑 47G-21 N-75°-E 0 86X0 70 0 76X0.62 0 28 A2 76 30 

47-38号士坑 47G~21 N-85'-W 0.38XO 32 0 !8X0.12 0 44 Al 76 30 

47-39号土坑 47G-21 N-62°-W l 06XO 82 0 84XO 52 0 48 El 71 30 

47-40号土坑 47G-21 N-30'-E 0.90XO. 72 0. 78X0.46 0.31 DI 縄文l点 7] 30 

47-41号土坑 47G-20 N-12°-E ]24X098 0 soxo 70 0.33 El 71 30 

47-42号土坑 47G-20 N-45°-E I 70XO 92 I 34XO 76 0.31 D2 72 30 

47-43号土坑 47G-20 N-40°-E 0.82XO. 76 0.40X0.J5 0.3 A2 77 30 

47-44号士坑 47G-20 N-35°-E 1 48X I 00 I 14XO 88 0 37 C5 縄文l点 72 30 

47-45号土坑 47H-20 N-64°←W 0. 70X0.53 0 24X0.24 0.47 A2 pitカヽ ？ 77 31 

47-46号士坑 47H-19 N-42°-E 0.36X0.30 0.23 A2 78 31 

47-47号土坑 47G-20 N-30°-E J.50XJ.JO l.36X0 92 0.25 B2 78 31 

47-48号土坑 47F-19 N-10°-E I 16XO 95 0 84XO 62 0 27 B3 縄文1点 72 3l 

47-49号土坑 47G-!9 N-3°-E 0 46X0.34 0 32 A3 石器l点 PItか？ 78 31 

47-50号土坑 47G~2J N-30°-E 0 64X0.48 0 21 XO. 16 0.43 E5 pitか？ 78 31 

47-51号土坑 47G-23 N-24°-E 2 50XO 73 2 30X0.55 0 33 82 73 31 

47-52号土坑 471-23 N-56'-E 0 58X0.36 0.45X0.25 0.32 Al pitか？ 78 31 

47-53号土坑 47G-18 N-52°-W 0 90X0 48 0 40X0.40 0.41 E3 78 32 

47-57号土坑 47H-22 N-85°-W I 40X0.82 0 90XO 45 0 4 83 73 32 

47-58号土坑 47H-22 N-74°-W 0.54X0.J4 0.48X0.09 0.37 DI 73 

47-59号土坑 47H-22 N-62°-W 0 41 X0.28 0.30XO 20 0 25 E3 73 32 

47-60号土坑 471-23 N-54°-W 0.66X0.48 0.43X0.27 0. 19 B2 79 32 

47-61号士坑 47G-22 N-40°-E 0.45X0 32 0.34X0 18 0 17 B2 79 32 

47-62号土坑 47P-22 N-52°-W l 75X l 25 l 50Xl 02 0 22 D2 79 32 

47-63号土坑 471-24 N-73°-E 0.42X0.29 0.30X0.21 0.18 Bl 縄文l点 79 

47-64号土坑 47H-23 N-19°-E 0 34X0 28 0 ZOX0.14 0.15 A2 79 32 

47~65号土坑 47H-19 N-31°-W 0 93XO 56 0 78XO 52 0 19 E2 79 32 

47-66号土坑 47G-22 N-15°-W 0 28X0.26 0. ISX0.16 0 2 Al pitか？ 79 

47-67号士坑 47F-18 N-12°-W 0 94X (0 64) 0.51XO 20 0 28 E5 79 33 

47-68号土坑 47E-18 N-30°-E I 70X I 10 l.46X0.98 0.08 E2 pitか？ 80 33 

47-69号士坑 47F-19 N-65°-W 0 32X0.30 0 ISXO 15 0 41 Al 79 33 

47-70号土坑 47E-17 N-3°-W 0 40X0.30 0 30XO 23 0 14 B2 79 33 

47-71号土坑 47E-23 N-77°-W 0 65X0.35 0.33X0.12 0.22 E3 80 33 

47-72号士坑 47E-23 N-56°-W 0 46XO 38 O. ISXO 11 0 22 E2 80 33 

47-73号土坑 47E~22 N-0° 0 35X0.35 0 26X0.24 0.22 Al pitか ？ 80 33 

47-74号土坑 47F-22 N-6°-W 0 zoxo 20 0 !OXO 10 0 24 A2 p,tか？ 80 33 

47-75号土坑 47G-19 N-80°-W 0.28X0.21 0 15X0.08 0.18 82 80 34 

47-76号土坑 47G-l8 N-26°-E 1 ozxo 76 0.52X0.30 0.28 82 縄文l点 80 34 

47-77号土坑 47F-18 N-0° 0. 78XO 78 0 42XO 39 0.19 A5 80 34 
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付編4

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 出土遺物 重複 備考 図版 p L 

47-78号士坑 471-22 N-8°-E 0.36X0.32 0.23X0.20 0 28 Al pitか？ 80 34 

47-79号土坑 47G-20 N-37°-E 0.35X0.35 0.22X0. 19 0 21 A3 80 34 

47-80号士坑 47F-20 N-42°-E 0.53X0.50 0 30XO 24 0 5 E2 p,tか？ 80 34 

47-8]号士坑 47F~2J N-54°-E 0.35X0.30 0.23X0 18 0 25 Al p,tか？ 80 

47-82号土坑 47G-19 N-52°-W 0.26X0.22 0.16X0.12 0.2 Al pitか？ 80 

47-83号土坑 47 A-7 N-47°-E l.28X 1 12 I 05XO 90 0 34 EZ 74 34 

p,t （単位nl.nl2) 

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 出士遺物 重複 備考 図版 p L 

36-4号pl1 36L-25 N-19°-W 0.40X0.33 0.22X0.14 0 33 Al 81 23 

36-8号pit 36M-25 N-22°-W 0.50X0.40 0.30XO 22 0 2 82 81 23 

46-2号pit 46M-1 N-45°-E 0.62X0.60 0 5 81 25 

46-3号p,t 46M-l N-15°-E -XO 50 -xo. 26 0.24 81 25 

46-5号pit 46M-l N-0° 0.46XO 42 0 28XO 20 0 31 8] 26 

溝 （単位m・m')

遺構番号 位置 方位 （長上幅面x規短模幅） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 出土遺物 重複 備考 図版 p L 

46-1号溝 46し• - 3 南西～北東 0.90X0.40 0.65X0.20 
0.30~ 

0 55 
82 35 

46-2号溝 南西～北東
0.35~ ビール瓶l点石

46-]住（新）46T-2 0 soxo 40 0 46XO 16 
器］点

82 35 
I 10 

46-3号溝 47A-8 西南～北東 0 60X0.04 0.22X0.04 0 ]5 83 35 

46-4号溝 47A-8 西南～北東 0 80XO 40 0 40X0.10 
0.35~ 

83 35 
I 10 

水場遺構 （単位m・m')

遺構番号 位骰 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 出土遺物 諏複 備考 図版 p L 

47区水場遺構 東へ開口 馬蹄形
縄文3点石器6 84 85 

47E-20 8 soxs 92 5 80X3.80 I 33 
点

36 37 
86 

47区水場遺構ー 1
47F-20 N-80"-W I 49XO 79 I 02XO 32 0 6 D2 縄文］点 85 36 37 

号土坑

47区水場遺構ー 2
47E-21 N-30°-W (I 50) X (0 98) (0 95) XO 66 0 49 E2 縄文l点 85 36 37 

号土坑

剥片廃棄場 （単位m m') 

遺構番号 1 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 出土遺物 重複 備考 図版 Ip L 

46区剥片廃棄場 1 46¥1-3 • 南～北 46-6住（古）
87・88 
89 90 | 3 4中心

YD3・04 山根m遺跡
住居 （単位m・m')

遺構番号 位爵 方位 （長上辺面x規短模辺） 確認面積 深さ 形状 出土遺物 璽複 備考 図版pL 

24-1号住居 24G-J3 (4 60) X (1 96) 5 65 0 82 円形？ 縄文4点石器5点 24-15土（古） 99 100 40 

土坑 （単位m・m')

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 出土遺物 重複 備考 図版 P L 

23-1号土坑 23V-ll N-47°-E 0. 76XO 62 0 56X0.30 0 67 D3 101 40 

24-I号土坑 24B-12 N-48°-E 0.87X0.66 0.46X0.30 0 31 E3 IOI 40 

24~ 2号土坑 24B-14 N-48°-W I JSXO 66 I 06X0 55 0 48 82 101 41 

24-3号土坑 24B-15 N-68°-W 0 99XO 78 0 30XO 17 0 3 B3 101 41 

24-4号士坑 24C~J8 N-0° 0.81 X0.62 0.30X (0.34) 0 4 82 101 41 

24-5号土坑 24D-19 N-70°-W 0 63XO 52 0 48XO 34 0 38 D?l 縄文l点 J02 41 

24-6号土坑 24E-l2 N-90' 1.22Xl.10 0.90X0.83 0 19 D2 103 41 

24 ~ 7号土坑 24E-18 N-79°-W I 25XO 91 0 99XO 34 0 30 A5 縄文5点石器］点 l02 41 

24-8号土坑 24E-J9 N-78°-W l 26XO 91 0 98XO 28 (0 36) 82 103 41 

24-9号土坑 24F-12 N-62'-E 0 87X0 69 0.58X0 43 0 31 B3 104 41 

24~10号土坑 24F-]2 N-76°-W l 30Xl.17 0.92XO 92 0 87 A2 縄文2点 103 42 

24-11号土坑 24F'-]5 N-90° 0 59X0.48 0.55XO 42 0 35 E3 l 04 42 

24-12号土坑 24F-12 N-0° 0. 78X0. 76 0.86X0.68 0.43 Al 縄文2点 104 42 

24-13号土坑 24F-17 N-13'-E 0.54 XO 49 0.24 XO 20 0 52 E5 104 42 

24-14号土坑 24F'-J9 N-15°-W 0.82XO 70 0 55XO 28 0 25 B3 104 42 

24-15号土坑 24G-14 N-0° I 54XI 24 I 34X I 10 0 3 E2 縄文2点石器］点 24-J住（新） l03 42 

24-]6号土坑 24F-14 N-20°-W 0 68XO 54 0.41 X0.20 0 2 E5 104 42 
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YD4 ・0Z 下田遺跡

住居

I 遺構番号 位置 方位 I （長上辺面x規短模辺） 上面規模

44-I号住居 44¥-2 南北棟 7 76X (6.30) (30 35) 

l 

畑

遺構番号 位置 走向 畝幅 畝高

45-I号畑 45区 東西 0.47 0.04 

45-2号畑 45区 東西 0 42 0 06 

YD4 05 花畑遺跡

住居

遺構番号 位置 方位 （長上辺面～規短麟辺） 床面積

91-1号住居 9¥C-25 N-1 10°-E 4 16X (3.52) (12. 75) 

91-2号住居 91F-25 (2 20) X (1. 30) (7.31) 

100-1号住居 1001-25 N-48°-E 3 42X (2 26) (6 27) 

土坑

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸）

1-1号土坑 JA-5 N-0° l. l9X0.81 0. 70X0.48 

I -2号士坑 ] C-1 9 N-31°-E 1.81X087 I 13X0 62 

l-3号土坑 lC-18 N-39°-E l.33Xl 10 l 05XO 95 

1-4号土坑 JC-15 N-31°-E l.73Xl.36 0.48X0.46 

I -5号士坑 lF-15 N-43°-W l 56Xl 26 0 70XO 24 

1 ~ 6号土坑 lA-14 N-50'-E 1. 90X l.46 0.48X0.35 

1 -7号土坑 lD-]7 N-72°-E (0 96) X (0.88) (0 58) X (0 52) 

JO-I号土坑 JOW-22 N-0° 1.14 XI 14 0. 75 XO. 74 

10-2号土坑 IOW-23 N-78°-E (I 71) X 1.84 (I 20) XO 78 

10-3号土坑 JOW-23 N-85°-W l 82Xl ll l 62XO 69 

]0-4号土坑 lOX-24 N-48°-E l.88X 1.30 l.45X0.35 

IO-5号土坑 IOY-25 N-80°-W I 59XO 86 I !5XO 25 

10-7号土坑 JOU-2 N-83°-E (0.95) X0.95 (0. 72) X0.53 

10-8号土坑 1ow~5 N-6"-E 1 51 X 1 08 0.97X0.60 

IO-9号土坑 IOU-6 N-80°-E I 04XO 91 0 l9XO.l0 

10-10号土坑 JOX-3 N-23°-W (l.04) Xl.35 l.OOX (0.67) 

10-11号土坑 JOY-7 N-85°-E I 50X0.84 l.35X0 65 

10-12号土坑 IOP-18 N-75°-E l 86Xl.30 l.50XO 24 

10-13号土坑 ]00-]5 N-22°-E l 28Xl.06 0.63X0.52 

10-14号土坑 JOM-16 N-65°-E 2 36Xl.79 l.42XO 45 

10-15号土坑 JOK-l6 N-50°-W 0 72XO. 70 05!X048 

10-16号土坑 IOK-16 N-57°-E l OSX0.88 0. 75X0.68 

10-17号土坑 101-13 N-68°-E 2.03X (1 32) l.56X0.34 

10-18号土坑 JOK-12 N-0° 0 64XO 43 0 35X0.23 

10-20号土坑 !OT-15 N-68°-W l.45X0. 76 l.37X0.56 

10-22号土坑 JON~ 13 N-25"-W 1 63X0.86 0.4JX039 

10-23号土坑 JOR-9 N-54°-E I 99Xl 73 121X052 

10-24号土坑 10S-8 N-45°-E l.19Xl.06 I.07X0. 78 

l0-25号土坑 IOQ~6 N-]5°-E J ISXJ.04 0 ssxo 59 

!0-26号土坑 ION~ 10 N-J0°-W 1 osxo. 95 0.96X0.70 

10-27号土坑 ION-IO N-11°-E l 50XJ 17 l.24Xl 01 

10-28号土坑 100-5 N-16°-E l 70Xl 61 0 75XO 40 

10-29号土坑 lOK-6 N-42°-W J.62X0.83 l.40X0.63 

10-30号士坑 JOM-4 N-20°-E 1 30XO. 96 l.!9XI 00 

10~31号土坑 JOL-4 N-48°-E I 24X0 93 0 79XO 66 

10-32号土坑 IOL-3 N-75°-W l.54XI 34 0.86X0.60 

深さ 形状 出士遺物

陶磁器石器鉄

器等

| - | - | 出士遺物

土人形8点石臼

1点銅鏡］点等

壁高 形状 出土遺物

0.6 
隅丸方 須恵器 5点土師

形 器 1点石器l点

0.1 
隅丸方

土師器片18点
形？

0 4 
隅丸方 須恵器2点土師

形 器］点

深さ 形状 出土遺物

0. 5 E5 

0 83 DI 

0 07 E5 

0. 52 B2 

0 45 B2 

J. 14 BIl 

0 29 A2 

0.33 A2 

0 91 D2 

l 07 Da 

J 72 Bm 

I 47 Dill 縄文土器片 3点。

1.03 DI 

0 94 DI 

0 23 C5 

0.43 A? 3 

0 4 BIl 

l 38 Bm 

0.53 A2 

l 55 Bm 

0 5 Al 

0.51 Al 

1 97 BIl 

0 23 83 

1.07 D皿

0 93 DI 

l 31 Dill 

0. 2 85 

0 71 CIV 

0.63 Al 

0 69 A2 

l l DI 

0.42 Dil 

0.28 A2 

0 5 E3 

0.98 A2 

| 重複

| 貨複

霞複

董複

1-2溝（新？）

（単位mm')

備考 図版pL 

112 113 

（単位mm')

備考 I図版 I p L 

土人形出

117・ l 18 
I 46 

]19 

117・ l 18 
士地点は I 43・45 

I 19 
祭壇か？

（単位m・m')

備考 園版 p L 

123 124 49 50 

125 50 

126 127 51 

（単位m・m')

備考 図版 p L 

]55 65 

陥し穴 130 52 

155 65 

風倒木？ 156 65 

風倒木？ 156 65 

陥し穴 130 52 

156 66 

158 66 

陥し穴？ 158 66 

陥し穴 136 52 

陥し穴 131 52 

陥し穴 131 132 52 

陥し穴 136 53 

陥し穴 136 53 

l58 66 

158 66 

陥し穴 137 53 

陥し穴 137 53 

159 66 

陥し穴 132 53 

156 66 

159 67 

陥し穴 137 54 

159 67 

陥し穴 138 54 

陥し穴 138 54 

陥し穴 138 54 

159 67 

陥し穴？ 133 54 

159 67 

]59 67 

陥し穴 133 55 

陥し穴？ 139 55 

160 67 

157 67 

157 68 
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付絹4

遺構番号 位置 方位 （長上軸面x規短模軸） （長底軸面x規短模軸） 深さ 形状 出土遺物 璽複 備考 図版 p L 

10-33号土坑 IOL-2 N-90° I 50Xl.43 I !OX0.96 0.87 A2 160 68 

10~34号土坑 lOT-16 N-74'-W I 70XI 33 J 13Xl.01 0 43 B2 157 68 

J0-35号士坑 IOT-16 N-82'-W I 62Xl.08 l 30XO 92 I 26 E Il 陥し穴 134 55 

10-36号土坑 IOS-16 N-31°-W 2 06Xl.86 I 35XO 70 l 37 B Il 陥し穴 134 135 55 

10-37号土坑 IOU-19 N-62°-W 1 22X0 70 1 06X0.54 0. JS D3 160 68 

10-38号士坑 JOT-20 N-66°-E I 67XO 57 J 57XO 49 0 48 DI 陥し穴 139 56 

10-39号土坑 JOS-20 N-28°-W l 72X I 65 I 55XO 41 0 87 Dil 陥し穴 135 56 

10-40号土坑 IOT~ZI N-46°-E l.SOX0.89 I 55X0.40 I 24 DIii 縄文土器片 2点 陥し穴 ]35 56 

lO-41号土坑 IOU~l6 N-14'-W 2 05XI 22 J 60XO 63 l 34 Bll 陥し穴 139 56 

10-42号土坑 lOS-18 N-66°-E l l6X l 00 0 80XO 72 A- ] 60 68 

10-43号士坑 !OR~ 17 N-12°-E l l8Xl 12 0 87X0 86 A- 160 68 

10-44号土坑 101-3 N-47°-W 0.95XO 83 0 76XO 74 0 2] A □ 陥し穴 139 57 

]0-45号土坑 JOG-1 N-72°-W l.87X I 03 I 33X0.62 1.2 D皿 陥し穴 140 57 

10-46号士坑 lOM-1 N-68°-E 0.88X0 72 0 88XO 71 0 21 A2 160 69 

J0-47号土坑 IOY-3 N-43°-E 0.57XO 42 0 27X0 16 0 3 A3 160 69 

]]-1号土坑 JJA-2 N-67°-E 2 23Xl 59 l 59XO 35 l 87 Bm 
弥生期と思わる土

陥し穴？ 140 141 57 
器片 2点

11-2号土坑 11B-4 N-53°-E (l 83) X (0. 73) (0 60) X (0 53) 0. 74 陥し穴？ 141 

]]-3号土坑 l!B-3 N-81°-E 2.03X (0.92) I.52X0.53 I. 78 Bill 陥し穴？ 141 57 

11-4号土坑 IID-1 N-!0-E (2.00) XJ.97 (I 70) XI 66 0.48 A3 161 69 

20-1号土坑 20X-l N-30°-E 0.98X0 96 0.62X0.60 0.52 A4 161 69 

20-2号士坑 20Y~ I N-89°-E 0 74XO 72 0 62X0.60 0.23 A2 161 69 

91-1号土坑 9JE-24 N-22°-W 2 OOX0.58 l 90X0.50 0.36 DI 陥し穴 142 57 

91-2号土坑 918-25 N-52°-W l.80X0.80 I 44X0.50 0.87 D□ 陥し穴 ] 42 58 

100-I号土坑 1000-23 N-82°-W l 70Xl 33 0 95X0.54 1.4 EIl 土師器片l点 陥し穴 152 58 

100-2号土坑 IOOF-25 N-16°_W 1.31 X0.86 l.04X0.58 1.14 B rr 陥し穴 152 58 

100-3号士坑 JOOF-24 N-47°-E l 36X1 28 0 54X0.41 0.56 A4 162 69 

100-4号土坑 IOOG-24 N-35°-W 2.22Xl 70 1 44X0.82 1. 53 B Il 陥し穴 143 58 

100-5号士坑 JOOG~23 N-41°-W I 72Xl 05 ] ]3X0.28 l. 55 B皿 陥し穴 144 59 

JOO-6号土坑 JOOH-23 N-90° l 24Xl 12 I OOX0.86 0 31 A3 163 70 

100-7号土坑 1001-22 N-50°-W l 44Xl.36 l.l6Xl.00 0.47 A2 164 70 

100-8号士坑 1001-22 N-25°-W l.48X I 42 ] 06X 1.00 0 78 A2 162 70 

100-9号土坑 1001-21 N-90° J.28Xl 08 0 96XO 90 0 43 A2 l64 70 

100-10号土坑 1001-22 N-73°-W I 84Xl.00 I.52X0.40 1.28 D皿 陥し穴 152 59 

100-]J号土坑 1001-22 N-48°-W I 92XI 34 l.50X0.48 1.62 BIl 陥し穴 153 59 

100-12号土坑 1001-23 N-59°-W 2.00X 1.48 I 32X0. 78 I 38 B □ 陥し穴 154 59 

100-13号土坑 IOOH-24 N-5°-W l 76Xl 24 J 34XO 68 l 3 Dil 陥し穴 144 145 60 

J00-14号土坑 JOOH-25 N←0° l 61 X 1.06 I 37X0.62 1.34 Dm 陥し穴 145 60 

100-15号土坑 1001-24 N-70°-W I 77Xl 00 l 33XO 32 I 22 DIll 陥し穴 146 60 

100-16号土坑 IOOJ-23 N-65°-W l SOXO 96 I 76X0.66 0 86 DI 陥し穴 153 60 

JOO-17号土坑 IOOT-18 N←22°-w l 74X0.77 0.86X0.51 0 7 DI 陥し穴 154 61 

JOO-JS号土坑 JOOL-19 N-17°-E I 42XO 91 I 09XO 45 I 05 B □ 陥し穴 153 61 

100-19号土坑 lOOY-22 N-73°-E I 55XO 75 I 36X0.60 0.83 DI 陥し穴 155 61 

100-20号土坑 lOOP-20 N-78°-W (I 72) XI 63 0 67XO 42 I 19 A n 100-3土（新） 陥し穴 146 61 

100-21号土坑 lOOP-21 N-42°-W l 07XO 80 0 72X0 61 0.3 C3 162 71 

100-22号土坑 l OOM -2 1 N←34°-w 0.95X0 77 0.60X0 50 0 47 B4 163 71 

100-23号土坑 JOOK-22 N-14°-W l 57X 1.07 l.36XO 70 0.64 BIl 陥し穴 147 62 

100-24号土坑 JOOM-20 N-56°-E 0 60X0.48 0.54X0.40 0.34 A2 163 71 

100-25号士坑 JOON-21 N-9°-E 0 84X0.74 0.60X0.50 0.32 A4 164 71 

100-26号土坑 IOOM-23 N-77°-E l 30Xl.28 l.OOX0.84 0.43 A3 100-27土（古） 164 63 71 

100-27号土坑 JOOM-22 N-14'-W l 60Xl.05 l 36X0.66 0.65 BI 100-26土（新） 陥し穴 148 149 
62 63 

71 

100-28号土坑 JOOJ-22 N-77°-W l. 76Xl.03 I. 38X0.44 0.96 Dil 陥し穴 155 63・11 

]00-29号土坑 lOOM-19 N~0° 1 63XO. 74 0 40X0.32 0.88 DI 陥し穴 150 64 

100-30号土坑 IOON-22 N-30°-W l 40X0.64 I 22X0.46 I 04 Dm 陥し穴 154 64 

100-31号土坑 IOOM-23 N-83°-W 0.40X0.24 0.28X0.16 0. 16 83 100-32土（新） 163 72 

100-32号土坑 JOOM-23 N-51°-E 1 40X1 32 I 26X1.26 0 65 A2 100-31土（古） 陥し穴？ 163 72 

100-33号土坑 JOOP-19 N-74°-W 2.12XI 50 I 50X0 56 I 29 B皿 100 ~ 33土（古） 陥し穴 151 65 
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溝 （単位m・而）

遺構番号 位置 方位 上面規模 底面規模 深さ 誓贋 出土遺物 重複 備考 図版 p L 

]-]号溝
IC-12 付

N-37°-W 
0 JO~ I -2溝（新）

0.24X0.66 0 06X0.34 165 72 
近 0.20 

1-2号溝 lA-9付近
N-25°-W 0 10~ 1-li嘉 l

N-40°-W 
0 20X1 46 0 06XO 40 

-4土（古）
165 

0 20 

100-I号溝
JOOM-18 

付近
N-81°-W 0 90XO 20 0.58XO JO 

0. 15~ 

0.30 
166 72 

YD5 02 尾坂遺跡

畑跡 （単位mm')

遺構番号 位骰 走向 畝幅 畝高 出土遺物 重複 備考 図版 P L 

63-I号畑 53V~25 東西 0. 55 0.08 陶器2点 187 76 77 

溝

遺構番号 1 位置 1 方位 （長上幅面x規短模幅） （長底幅面x規短模幅） 深さ 闘 出土遺物 重複 備考 I図版 IP L 

1号溝 I | N-20°~ 0.75- 土製円盤 1点陶 63-1畑
I 76 77 53V-25 ゜ 3 20Xl 00 0 soxo 30 

器 1点石器1点 内部施設 | 187 70 -w 0 95 

円形遺構

| 遺構番号 位置 方位 I （長上軸面x規短模軸） 1 面積 I 深さ 1 形状 出土遺物 董複 備考 I図版 Ip L 

回虫卵検

1号円形遺構 I 63V-4 IN-20°-w l(1s5)x177 1273 I o 11 I 不整円
出63-I 

I 76-77 
形 畑内部施 I 187 

設

石垣 （単位m・m')

遺構番号 I 位置 1 方位 1 残存長 I （長底軸面x規短模軸） 忘さ 形状 出土遺物 菫複 備考 1図版 I p L 

1号石垣 I 63Y-4 I N-85'-W I 7.8 I- 0.38 
63-I畑
内部施設 I 187 I 76 77 
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写真図版





Pll 東宮遺跡 遺跡周辺 •51 区周辺

遺跡周辺

51区周辺



PL 2 



PL 3 東宮遺跡 41-1号畑

-̀

.

 

、

夕

で
{
/r

41-1号畑 （南東部）全景

41-1号畑 （北西部）全景



PL4 石畑遺跡 全景•発掘調査前全景

全景（東から）

発掘調査前全景



PL5 石畑遺跡 94-1号畑． 84-1 • 2 • 3 • 4号土坑

94-1号畑全景

84-1号土坑全景 （南から） 84-2号土坑全景 （南から）

84-3号土坑全景 （南から） 84-4号土坑全景 （南から）



PL 6 石畑遺跡 84-5 • 6 • 7 号土坑• 84_ 1 号谷• 94-1号土坑

84-5号土坑全景 （南から）
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 `
 

r
 
r
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, f'  

立 迂 ー
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ク , r, I 
』,9"), 

“ ・ ̀”‘ 
84-7号土坑全景 （南から）

84-6号土坑全景 （南から）

94-1号土坑全景 （南西から）

84-1号谷遺物出土状況



PL 7 川原湯勝沼遺跡全景

遺跡全景 （北東から）

遺跡全景



PL8 川原湯勝沼遺跡 63-1 • 2号畑

63-1 • 2号畑全景

63-2号畑全景



PL 9 川原湯勝沼遺跡 63-1 • 2 • 64-1号畑． 63-1号土坑
:・｀ゞ く'

63-1号畑畝断面 63-2号畑畝断面

64-1号畑全景

寸―『T: 、"’'

64-1号畑畝断面 63-1号土坑遺物出土状況



PL 10 横壁勝沼遺跡 遺跡周辺• 6区全景

遺跡周辺

6区全景



PL 11 横壁勝沼遺跡 16区・ 17区全景

16区全景

17区全景



PL 12 横壁勝沼遺跡 16-1号住居

16~ 1号住居全景 （北西から）

16-1号住居掘り方全景（北西から） 16-1号住居寵全景（北西から）

16 ~ 1号住居寵掘り方全景（北西から） 16-1号住居遺物出土状況



PL 13 横壁勝沼遺跡 6-1・2・3・4号土坑

6-2号土坑全景 （北から）

6-2号土坑完堀 （北から） 6 -1号土坑全景 （北から）

6-3号土坑全景（北から） 6-4号上坑全景 （東から）



PL 14 横壁勝沼遺跡 6 -5 • 16-1 • 2 • 3号土坑・ 17-1号溝

ー ト • 3 
-.'’ '叉；蘊， -馴． 9ヽ●,.

6-5号土坑全景（東から） 16-1号土坑全景 （南から）

16-2号土坑全景（西から） 16-2号土坑完堀 （西から）

V 羞i富に n疇rず 1月：し心 ・
16-3号土坑全景（西から） 17-1号溝全景（北東から）

17-1号溝全景 （南から） 17-1号溝全景



PL 15 西久保I遺跡 36 • 46区1次調査全景． 46区2次調査全景

36区・ 46区1次調査全景

46区2次調査全景



PL 16 西久保 I遺跡 47区全景． 46• 47区基本土層

47区全景

46区基本土層（南壁） 47区基本土層



PL17 西久保I遺跡 36-1 号住居． 36-1 号住居P2·P3·P4•P5

36-1号住居掘り方全景 （北から）

36-1号住居p2（西から） 36-1号住居P3 （南から）

36-1号住居P4 （南から） 36-1号住居p5（南から）



PL 18 西久保 I遺跡 46-1号住居

46-1号住居全景 （北から）

46-1号住居掘り方全景 （北から） 46-1号住居炉近接 （北から）

46-1号住居埋め甕出土状況 （北から） 46-1号住居埋め甕出上状況 （北から）



PL19 西久保 I遺跡 46-2号住居

46-2号住居全景 （北から）

46-2号住居掘り方全景 （北から）
,.. 
'り4

'
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．
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46-2号住居炉セクション （南から）

46-2号住居炉全景 （東から）

46-2号住居炉掘り方全景 （東から）



PL 20 西久保 I遺跡 46-3号住居

46-3号住居東側全景 （北から）

46-3号住居東側近接 （北から） 46-3号住居西側全景 （北から）

46-3号住居東側掘り方全景 （北から） 46-3号住居炭化物出土状況 （北東から）



PL21 西久保 I遺跡 46-5号住居

46-5号住居全景（南から）

rヽ
・ ょ→し 一 911,19999991,I― -，町.

46-5号住居掘り方全景（西から） 46-5号住居炉検出状況 （西から）

46-5号住居炉全景 （西から） 46-5号住居炉掘り方全景（北から）



PL 22 西久保 I遺跡 46-6号住居． 46-1号礎石建物

46-6号住居全景 （西から）

46-6号住居敷石近接 （東から） 46-6号住居炭化物出土状況 （西から）

46-1号礎石建物全景 （東から） 46-1号礎石建物全景 （南西から）



PL23 西久保 I遺跡 36-1 • 2 • 3 • 4 • 6 • 8 号土坑 •36- 4 • 8号ピット

36~ l号土坑全景（東から） 36-2号土坑全景（北から）

36-3号土坑全景（北から） 36-4号土坑セクション（北から）

36-6号土坑全景 （南から） 36-8号土坑全景（北から）

36-4号ピット全景（北から） 36-8号ピソト全景（北から）



PL 24 西久保 I遺跡 46-1 • 2 • 4 • 5 • 8 • 9 • 10号土坑

46-1号土坑全景（北から） 46-2号土坑全景 （北から）

46-4号士坑全景 （北から） 46-5号土坑セクション （北から）

46-8号上坑全景 （北から） 46-8号土坑遺物出土状況

46-9号土坑セクション （北から） 46-9号 ・10号土坑全景（北から）



PL 25 西久保 I遺跡 46-11 • 12 • 14 • 15 • 17 • 18号土坑 •46- 2 • 3号ピット

46-11号土坑全景 （西から） 46-12号土坑全景 （南から）

46-14号土坑全景 （南から） 46-15号士坑全景（南から）

46-17号土坑全景 （南から） 46-18号上坑全景（北から）

46-2号ピソト全景（西から） 46-3号ピット全景 （南から）



PL 26 西久保 I遺跡 46-5号ピット・ 47-1 • 2 • 3 • 4 • 5 • 7 • 8号土坑

46-5号ピソト全景 （南から） 47-1号土坑全景 （南から）

47-2号土坑全景 47-3号土坑全景 （南から）

47-4号土坑全娯 （東から） 47-5号土坑全景 （西から）

~：三ク2:

~三、
47-7号土坑全景 （東から） 47-8号土坑全景 （東から）



PL27 西久保 I遺跡 47-9 • 10 • 11 • 12 • 13 • 14 • 15 • 16 • 17 • 18号土坑

47-9号 ・10号土坑全景（西から） 47-11号上坑全景 （東から）

47-12号土坑全景（北から） 47-13号土坑全景（北から）

47-14号・ 15号土坑全景 （東から） 47-16号士坑全景 （東から）

47-17号土坑全景 （東から） 47-18号土坑全景 （東から）



PL 28 西久保 I遺跡 4 7-19 • 20 • 21 • 22 • 23 • 24 • 25 • 26 • 27号土坑 ．
,,'・. 
:. __.’勺．ヽ．

•• ¥、
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．・ -’人ヽ

~-·" 
47-19号土坑全景 （東から）

47-22号土坑全景 （東から）

47-24号土坑全景（南から）

拿： ～ 
<: ’’ 

‘99-2 , 9 て ，•9， 
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9

p

黒

r ヽ

47-20号 ・21号土坑全景
血

（南から）

47-23号土坑全景 （東から）

47-25号土坑全景 （南西から）

47-26号土坑全景（北から） 47-27号土坑全景 （南から）



PL 29 西久保 I遺跡 47-28 • 29 • 30 • 31 • 32 • 33 • 34 • 35号土坑

47-28号土坑全景（南から）

令▲・

•=-
47-30号土坑全景（北から）

47-32号土坑全景 （西から）

し
, i, 

'z: 
9 - 1 9 、 --------

47-29号土坑全景（南から）

f

1
 

47-31号土坑全景（東から）

47-33号土坑全景（南西から）

47-34号土坑全景（東から） 47~35号土坑全景（北から）



PL 30 西久保 I遺跡 47-36 • 37 • 39 • 40 • 41 • 42 • 43 • 44号土坑

47-36号土坑全景（西から 47-37号土坑全景（西から）

47-39号土坑全景（南から） 47-40号土坑全景（東から）

47-41号土坑全景（東から） 47-42号土坑全景（西から）
---r 

•ヽ

47-43号土坑全景 （西から） 47-44号土坑全景（北から）



PL 31 西久保 I遺跡 47-45 • 46 • 47 • 48 • 49 • 50 • 51 • 52号土坑

47-45号土坑全景（北から） 47-46号土坑全景 （東から）

47-47号土坑全景（西から） 47-48号土坑全景 （西から）

47-49号土坑全景（北から） 47-50号土坑全景 （南東から）

47-51号土坑全景（西から） 47-52号土坑全景（東から）



PL 32 西久保 I遺跡 47-53 • 57 • 58 • 59 • 60 • 61 • 62 • 64 • 65号土坑

47-53号土坑全景 （南から）

47-58. 59号土坑全景 （東から）

47-61号土坑全景 （東から）

i
羨‘、
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，
鴫

47-57号土坑全景 （北から）

47-60号土坑全景 （北から）

47-62号士坑全景 （北から）

47-64号土坑全景（東から） 47-65号土坑全景 （北から）



,,, 
i上

47-67号土坑全景（南から）

47-69号土坑全景（北から）

47-71号土坑全景 （北から）

47-73号土坑全景 （北から）

PL 33 西久保 I遺跡 47-67 • 68 • 69 • 70 • 71 • 72 • 73 • 74号土坑

47-68号土坑全景（北から）

47-70号土坑全景 （北から）

47-72号土坑全景（北から）

こ

47-74号土坑全景 （南から）



PL34 西久保 I遺跡
マヽ- -

47-75 • 76 • 77 • 78 • 79 • 80 • 83号土坑
-":'.皿□ 9.ー←こー• 一
ペー f .,. 

47-75号土坑全景（北から）

47-77号土坑全景 （北から）

47-79号土坑全景 （北から）

,. 

47-83号土坑全景（東から）

、^
47-76号土坑全景（北から）

47-78号土坑全景（北から

, " rl"I nヤヘi9 ア，

47-80号土坑全景（北から）

47-83号土坑セクション （南から）



PL35 西久保 I遺跡 46-1 • 2 • 3 • 4号溝

46-1 • 2号溝全景（北西から）

46-1号・ 2号溝全景 （南から） 46-2号溝セクション （南から）

ヽ
躙 ,ょ‘ "出ー・鵬 古＃霞五，ばふ ‘1

46-3 • 4号溝全景 （東から） 46-3号溝セクション （東から）



PL 36 西久保I遺跡 47区水場遺構全景

47区水場遺構全景 （東から）

47区水場遺構全景 （北東から）



PL 37 西久保 I遺跡 47区水場遺構． 47区水場遺構 1• 2号土坑

47区水場追構全景 （東から）

47区水場遺構2号土坑遺物出土状況 47区水場遺構 1号土坑全景 （東から）

47区水場遺構遺物出土状況 47区水場遺構湧水状況



西久保I遺跡 46区剥片廃棄場全景． 36• 46区調査前状況

46区剥片廃稟場全景 （北から）

999999999999999999999 999 999999999999999999 

46区剥片廃棄場全景V-3 （北から）

． 
46区剥片廃棄場全景（北から）

36区調査前状況

巧芦 ー―‘’’}饂9,;, ・9999999999999999mh,'’’'，屯帽駅名：

46区剥片廃棄場全景 （北東から）

46区剥片廃棄場全景 （北から）

. -., •. :. 
•-:.-,"、
名ミ．．，，

-V・こへ：

心 — 文ク・・・、 9ぶ ‘~ ` 

46区剥片廃棄場全景 （西から

46区調査前状況



PL 39 山根皿遺跡 遺跡全景

遺跡全景（東から）

遺跡全景



PL40 山根皿遺跡 23区全景・基本土層・ 24-1号住居・ 23-1号土坑24-1号土坑
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23区全景 （東から）

— nr 

23-1号土坑全景（南東から）

23区基本土層 （北壁）

ペ

24-1号住居全景 （東から）

24-1号土坑全景 （南から）



PL41 山根皿遺跡 24-2 • 3 • 4 • 5 • 6 • 7 • 8 • 9号土坑

24-2号土坑全景 （南から） 24-3号土坑全景 （南から）
．，名

24-4号土坑全景 （南から） 24-5号土坑全景（南から）

‘i  
し、よ
・ ナム

24-6号土坑全景 （南から） 24-7号土坑全景 （南西から）

24-8号土坑全景 （南から） 24-9号土坑全景 （南から）



PL42 山根皿遺跡 24-10 • 11 • 12 • 13 • 14 • 15 • 16号土坑・ 24区調査風景

24-10号上坑全景 （北から） 24-11号士坑全景 （南から）

24-12号土坑全景 （南から） 24-13号士坑全景 （南から）

24-14号土坑全景 （南から） 24-15号土坑全景 （南から）

24-16号土坑セクション （南から） 24区調査風景



PL43 下田遺跡 調査区周辺． 44-1号住居． 44-2号畑全景

b ·~メーミ~·••呻ヽ

44-1号住居全景（北から）

調査区周辺 （東から） 44-1号住居・ 2号畑全景 （西から）
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44-1号住居基礎石列 （東から）

； 
• 9-

44-1号住居完全景 （東から）



下田遺跡 44-1号住居

44-1号住居 1号囲炉裏全景（西から）

，． ．．． 

ネ・
，・ , ．｀， 9'．人・． ．

~/- ・..-;/.. ・'.-,,. ． 
44-1号住居 1号囲炉裏検出状況（北から） 44-1号住居 1号囲炉裏セクション

44-1号住居 1号囲炉裏掘り方全景（北から 44-1号住居2号囲炉裏セクション



PL45 下田遺跡 45-2号畑

45-2号畑全景（南から）

45区畑境の石列近接 （東から）

45区畑境の石列 （北から） 45~ 2号畑銅鏡出土状況



PL 46 下田遺跡 45-1号畑

45-1号畑西側全景 （東から）

45-1号畑西側近接 （東から）

45-1号畑全景 （北から

誕一

45-l号畑南側全景 （北から）

45-1号畑植物遺体出土状況



PL47 花畑遺跡 1 • 10区全景

遺跡全景

l区全景（南から） 1区全景（北から）

10区全景（南から） 10区全景（北から）



PL 48 花畑遺跡 10 • 100区全景

10区全景（北から） 10区全景 （北西から）

100区全景 （北西から）

100区全景（南東から） 10区全景



PL49 花畑遺跡 10 • 100区基本土層． 91-1号住居
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10区基本土層 100区基本土層

91-1号住居（西から）



PL50 花畑遺跡 91-1 • 2号住居

91-1号住居掘り方全景（北から） 91-1号住居竃遺物出土状況（北から）

91-2号住居全景（北から）

91-2号住居掘り方全景 （北から） 91-2号住居床下土坑 （南から）



PL51 花畑遺跡 100-1号住居

100-1号住居全景（南西から）

100-1号住居砲検出状況（南西から） 100-1号住居寵全景（南西から）

100-1号住居寵周辺（南西から） 100-1号住居寵掘り 方全景（南西から）



PL52 花畑遺跡 1 -2 • 6 • 10-3 • 4 • 5号土坑 （陥し穴）

1 -2号土坑 （陥し穴）全景（西から） 10-4号土坑 （陥し穴）全景（南から）
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1 -6号土坑 （陥し穴）全景（西から） 1 -6号土坑 （陥し穴）セクション （南西から）

10-3号土坑（陥し穴）全景（南から） 10-3号土坑 （陥し穴）セクション （西から）

10-5号土坑 （陥し穴）全景（南から） 10-5号土坑 （陥し穴）セクション （西から）
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PL 53 花畑遺跡 10-7 • 8 ・11 ・12・14号土坑（陥し穴）

ヽ

ヽ
＞
 

~. 
｀
．，
 

`
 
｀ 

ヽヽ

,
tk
 
．
 

や

ヽ

＇

、3
,

'

`

,

’
 

i
 
．
 

§
 
9
9
9
 

v

,

'

 

9

9
 ．
 

T
ぷ‘t

,
 

ヽ

．， か，

，ゞ•、 ( 9

9ヽ 、応；.'
、 ,・,;, I，● ‘t、、

．ヽ ，，．
" ',. 、・ ヽふ •, • 、
い、．，＇`＜ ＼・

i,、:、n: Ia, 'i 1 
9 9 9 

：、し、マ紐r〉i’
困< ‘" ,’ •

•A 

: 1 , —て1 ,̀.'’̀“' 
・ヽ・

ヽ ・'●、
¥、 ‘:9'<”

10-8号土坑 （陥し穴）全景（北東から）
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10-12号士坑 （陥し穴）全景 （西から）
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10-14号土坑 （陥し穴）全景（北から）

10-12号土坑 （陥し穴）セクション （南から）

， 

10-14号土坑（陥し穴）セクション（西から）



PL 54 花畑遺跡 1 0-1 7 • 20 • 22 • 23 • 25号土坑（陥し穴）
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10-17号土坑 （陥し穴）全景 （北から）

10-20号土坑 （陥し穴）全景 （南から）
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10-23号土坑 （陥し穴）全景 （西から）

10-25号土坑 （陥し穴）全景 （北から）

, 9,..: 

10-22号土坑 （陥し穴）全景（南から）

10-20号土坑 （陥し穴）セクション （南から）

10-23号上坑 （陥し穴）セクション （南から）

10-25号土坑 （陥し穴）セクション （南から）



PL55 花畑遺跡 1 0-28 • 29 • 35 • 36号土坑（陥し穴）
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10-28号土坑 （陥し穴）全景 （南から）

10-29号土坑 （陥し穴）全景 （南東から）

ヽ

10-28号土坑 （陥し穴）セクション （南から）

10-29号士坑 （陥し穴）セクション （西から）

10-35号上坑 （陥し穴）全景 （西から 10-35号土坑 （陥し穴）セクション （東から）
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10-36号土坑 （陥し穴）セクション （南から）



PL 56 花畑遺跡 10-38 • 39 • 40 • 41号土坑 （陥し穴）
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10-38号土坑 （陥し穴）全景（西から）
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10-39号上坑（陥し穴）全景（南から）
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10-40号土坑 （陥し穴）全景（南から）
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10-41号土坑（陥し穴）全景（東から）

10-38号土坑（陥し穴）セクション（西から）

10-39号土坑 （陥し穴） セクション （西から）
誡烹

10-40号土坑（陥し穴）セクション（南西から）
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10-41号土坑 （陥し穴）セクション（南から）



PL57 花畑遺跡 10-44 • 45 • 11 -1 • 3 • 91-1号土坑（陥し穴）

10-44号土坑（陥し穴）全景 （南から）
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10-45号土坑 （陥し穴）セクション （東から）

11-1号土坑 （陥し穴）セクション （西から）

91-1号土坑 （陥し穴）全景 （北から）
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10-45号上坑 （陥し穴）全景 （北から）
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ll-1号士坑 （陥し穴）全景 （北から）
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滋

11-3号土坑 （陥し穴）セクション （北東から）

91-1号土坑 （陥し穴）セクション （南から）



PL 58 花畑遺跡 91 -2 • 100-1 • 2 • 4号土坑 （陥し穴）
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’‘ 91-2号土坑 （陥し穴）全景 （北東から）

し‘’

100-1号土坑 （陥し穴）全景 （東から）

100-2号土坑 （陥し穴）全娯 （西から）

100-4号土坑 （陥し穴）全景 （南から）

ヽ

91-2号土坑 （陥し穴）セクション （南東から）

100-1号土坑 （陥し穴）セクション （東から）

100-2号土坑 （陥し穴）セクション （南から）

100-4号土坑 （陥し穴）セクション （南東から）



．．こ

100-5号土坑（陥し穴）全景（南東から）
〒疇伽 一

さ` ざ：ゃぶ ー一

100-10号上坑 （陥し穴）全景 （南東から）

100-11号土坑 （陥し穴）全景（南から）

100~ 12号土坑（陥し穴）全景（南東から）

PL59 花畑遺跡 100-5 • 10 • 11 • 12号土坑（陥し穴）
マf一ー←忌箪s—-→←――→←←

100-5号士坑（陥し穴）セクション （南東から）
子「

100-10号土坑（陥し穴）セクション（南東から）

セクション （南から）

内

£ J " 
t” 

100-12号土坑（陥し穴）セクション（南東から）



PL 60 花畑遺跡 100-13 • 14 • 15 • 16号土坑 （陥し穴）

100-13号土坑 （陥し穴）全景（南から） 100-13号土坑 （陥し穴）セクション （南から）

100~ 14号士坑 （陥し穴）全景 （南から） 100-14号土坑 （陥し穴）セクション （南から）

100-15号土坑 （陥し穴）全景（東から） 100-15号土坑（陥し穴）セクション（東から）
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100-16号土坑 （陥し穴）全景（北東から） 100-16号上坑 （陥し穴）セクション （南東から）



100-17号上坑 （陥し穴）全景（南から）

100-18号土坑（陥し穴）全景（東から）

100-19号土坑 （陥し穴）全景（西から）

9 ,:, a 

100-20号土坑（陥し穴）全景（東から）

PL61 花畑遺跡 100-17 • 18 • 19 • 20号土坑（陥し穴）

100-17号土坑 （陥し穴）セクション （北から）
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100-18号土坑 （陥し穴）セクション （北から）
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100-19号土坑 （陥し穴）セクション （東から）

100-20号土坑 （陥し穴）セク ション （東から）



PL 62 花畑遺跡 100-23 • 27号土坑 （陥し穴）

100-23号土坑 （陥し穴）全景 （南から）

100-23号土坑 （陥し穴）全景 （西から）
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100-23号土坑 （陥し穴）セクション（西から）

100-27号土坑 （陥し穴）全景 （東から）



100-26号・ 27号土坑 （陥し穴）全景（南から）

100-27号土坑 （陥し穴） 工具痕 （南から）

100-27号土坑 （陥し穴）工具近接
人、バ
)C'・ • C な
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100-28号土坑 （陥し穴）全景（南から）

花畑遺跡 100-26 • 27 • 28号土坑（陥し穴）
・ 、 鳥 ーロァー 一 し S
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100-27号土坑 （陥し穴）セクション （西から）
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100-27号土坑 （陥し穴）工具痕（東から）

100-27号土坑（陥し穴）工具痕近接

． 
100-28号上坑 （陥し穴）セクション （西から）



PL 64 花畑遺跡 100-29 • 30号土坑 （陥し穴）

100-29号士坑 （陥し穴） セクション （北から）

100~29号土坑 （陥し穴） 全景 （南から ） 100-29号土坑 （陥し穴）工具痕近接 （南から）

100-29号土坑 （陥し穴）工具痕近接 （南から） 100-29号上坑 （陥し穴）工具痕近接 （南から）
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r邊. 

100-30号I坑 （陥し穴）全景（南から） 100-30号土坑 （陥し穴） セクション （南から）



PL65 
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100-33号土坑（陥し穴）全景（東から）

1 -1号土坑全景（南から）

1 -4号土坑全景 （南から）

花畑遺跡 100-33号土坑（陥し穴） ・1-1 ·3·4•5 号土坑
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l -3号士坑全禁（南東から）
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l -4号土坑セクション（南東から）

1 -5号土坑全景（南から）
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1 -5号土坑セクション （南東から）



PL 66 花畑遺跡 1 -7 • 10-1 • 2 • 9 • 10 • 13 • 15号土坑

1 -7号土坑全景（南から） 1 -7号土坑セクション（西から）

10-1号土坑全景（南から） 10-2号土坑全景 （南から）

10-9号土坑全景（北西から 10-10号土坑全景 （東から）

10-13号土坑全景（東から） 10-15号土坑全景（南から）



PL67 花畑遺跡 10-16 • 18 • 24 • 26 • 27 • 30 • 31号土坑

10-16号土坑全景（南から） 10-18号土坑全景（南から）

10-24号士坑セクション（南から） 10-26号上坑全景 （西から）

10-27号土坑全景（南から） 10-30号土坑全景（南から）

祝，."'. 
10-31号上坑全景（南から） 10-31号土坑セクション （南から）



PL68 花畑遺跡 10-32 • 33 • 34 • 37 • 42 • 43号土坑

10-32号土坑全景（東から 10-32号土坑セクション （西から）

10-33号土坑全景（西から） 10-33号土坑セクション （南から）

10-34号土坑全景（東から） 10-37号土坑全景 （東から）

10-42号土坑全景（南から） 10-43号土坑全景（南から）



PL69 花畑遺跡

10-46号土坑全景（南から）
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10-47号土坑全景（南から）

20-1号土坑全景（南から）

10-46 • 47 • 11-4 • 20-1 • 2 • 100-3号土坑
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10-46号土坑セクション（南から）

11-4号土坑セクション（南から）

20-2号土坑全景（南から）

100-3号上坑全景（南から）
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100~ 3号土坑セクショ ン （南東から）



PL 70 花畑遺跡 100-6 • 7 • 8 • 9号土坑
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100-6号土坑全景 （南東から）

100-7号土坑全景 （南から）
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100-8号土坑全景 （南東から）

100-9号土坑全景 （南から）

100-6号土坑セクション （南から）

100-7号土坑セクション （南から

100-8号土坑セクション （南から）
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100-9号土坑セクション （南東から）



PL 71 花畑遺跡 100-21 • 22 • 24 • 25 • 26 • 27号土坑

100-21号土坑全景（南から） 100-24号土坑全景（南から）

100-22号土坑全景（南から） 100-22号土坑セクション（南から）

100-25号上坑全景 （南から） 100~25号土坑セクション （南から）
苓で―

100-26号土坑全景 （南から） 100-26号・ 27号土坑セクション （西から）



PL 72 花畑遺跡 100-31 • 32号土坑・ 1-1 • 2号溝・ 100_1号溝

100-31号・ 32号土坑全景（南東から） 100-31号・ 32号土坑セクション（南東から）

l -1号溝セクション（南から）

1 -1 • 2号溝全景 （南から）

100-1号溝セクション （西から） 100-1号溝全景（東から）



PL 73 花畑遺跡岩陰遠景・全景

岩陰遠景（東から）

岩陰全景（東から）



PL 74 花畑遺跡 1 • 2 • 3号岩陰

1号岩陰調査前（南から） 1号岩陰調査前（南東から）
穴▽＇
f.介＂ミt

2号岩陰遠景（南西から） 2号岩陰全景 （南東から）

2号岩陰調査前 （南西から）

.... 
3号岩陰全景 （南から） 3号岩陰近接（南東から）



PL 75 楡木皿遺跡 遺跡全景・遺物出土状況

.,,.,マ，＿ ， ．99 ．←9~

遺跡全景（北から）

ぐ

遺跡全景（東から） 遺跡全景（西から）

遺物出士状況 追物出土状況



PL 76 尾坂遺跡・調査区周辺・遺跡全景

調査区周辺

遺跡全景（東から）



PL 77 尾坂遺跡 63-1号畑・ 1号円形遺構・ 1号溝全景・石垣・基本土層

63-1号畑（東から） 1号円形迫構（東から）

1号溝全景（南東から） 階段及び石垣遺構（北東から）

1号畑畝断面

1号畑セクション 基本土層



PL 78 三平 I・ニ社平・森の御塚・上原 I遺跡

川原畑三平遺跡試掘調査 川原畑二社平遺跡岩陰 1号・ 2号トレンチ

川原畑二社平遺跡岩陰2号トレンチ東壁 川原畑二社平遺跡中段 1号トレンチ北壁

二社平遺跡中段試掘調査 上原 I逍跡進入路東壁陥し穴

林の御塚陥し穴断面 上原 I遺跡調査風景



PL 79 下田遺跡

下田追跡周辺



PL 80 東宮遺跡・石畑遺跡出土遺物（1)

東宮遺跡 石畑遺跡

ヽ

-1  

84-1土

2
 

84-5土

2
 

94-1土

土坑出土遺物

岩陰出土造物

18 

8
 

12 

，
 
13 

84区1号埋没谷出土遺物(1)



PL81 石畑遺跡出土遺物(2)

●,77 
染ヽ＇，ダ
25 

27 
贔

28

29 

26 

41 

0" 

40 

84区1号埋没谷出土遺物(2)

2 

94区2号埋没谷出土遺物

窃

6
 5

 

辿構外出土遺物



PL 82 川原湯勝沼遺跡・横壁勝沼遺跡出土遺物（1)

川原湯勝沼遺跡

63-2土

63-1土

63区土坑出土迫物

゜
。
。2

 

横壁勝沼遺跡

2
 

63区遺構外出土逍物

16-1号住居出土追物

疇．，3

6-1号土坑出土追物

2
 

． 

4
 

3
 

3
 

5
 

6-2号土坑出土遺物 追構外出土追物(1)



PL83 横壁勝沼遺跡（2)• 西久保 I 遺跡出土遺物（1)

西久保I遺跡

5 

， ヽ 9 7 ， 置l.~

46-1号住居出土遺物

遺構外出土遺物（2) IIII~~··~̀ 、9、 』

鼻4 
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13 
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2
 

• 
＂ ヽ

14 
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12 

46-2号住居出土遺物



PL84 西久保I遺跡出土遺物（2)
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46-3号住居出土追物
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46-5号住居出土遺物
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46-6号住居出土遺物(1)



PL 85 西久保 I遺跡出土遺物（3)

＾
＆
 

17 

‘
 18 

920 亀

13 

ii、;‘.9
k←'3:’',J, 
り？ ”刃 、、

E'f• `,;_. 16 

36-3土

46-4土
47-8土

1 

36-36土

25 

47-44土

47-40土

47-40土

46-8土 乙J
47-23土

8
 

5
 

47-63士

46-6号住居出土遺物（2)

47-49土 47-76土

36 • 46 • 47区土坑出土遺物

7
 

6
 

132 

4
 

46-2号溝出土遺物 47区水場遺構出土遺物



PL 86 西久保 I遺跡出土遺物(4)

，
 11 

16 

20 

43 • 
晨

『

67 

64 

45 

70 40 

46区剥片廃棄場出土追物（1)



PL87 西久保 I遺跡出土遺物（5)

47 
•‘“ 'ロ一，ら＇ーぶば戸

， 

- ..、̂" 50 ． 
46区剥片廃棄場出土遣物(2)

A6<l ▲，， ＾ 
• 4. 

2 --- 、54~•こ' 57

0 55 
“► 38 A9 鼻 一 . 56 肇 61

I類 ]I類 皿類 w類

剥片廃棄場出土石鏃

.18  

19 

5
 

21 

6
 

7
 

し

ー

24 

遺構外出土遺物（1)



PL88 西久保 I遺跡出土遺物(6)

40 
39 

37 
42 

49 

48 

46 

54 

51 

60 

53 

56 62 

58 

67 

65 
68 

逍構外出土追物(2)



PL89 西久保 I達跡出土遺物（7)

鼠•し
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•一9-’`心............_ .
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ヽ ’ノ̀ 嘔
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ヽヽ ：＇126 123 

84 

拿
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99 

遺構外出土遺物（3)



PL 90 西久保 I遺跡（8).山根皿遺跡出土遺物（1)

105 

107 

106 

108 

110 

112 

＾
 

115 

• 
鴫。9
山根皿遺跡

I類 II類 皿類 w類
遺構外出土石鏃

7
 ，
 

24-5号土

3
 

24-1号住居出土遺物

24-7号土 2
 

24区土坑出土追物(1)

24-10土

24-15土

24-12土

24区土坑出土遺物(2)

5
 

12 

6
 

8
 

逍構外出土遺物（1)



PL91 山根皿遺跡出土遺物（2)

18霞？
-.....17 

一.24  
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.32  

｀ 

艦．4ぷ況ピ 忍士、已＇・や給＊し
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一
ヽ

員℃ ,36 938  
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.,62  
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64 ゜
遺構外出土遺物（2)

69 
54 

I類

52 

57 

II類

60 
59 

皿類
58 

遺構外出土打製石斧

71 y類



PL 92 下田遺跡出土遺物(1)

下田遺跡

2
 

6
 

7
 

- -ー ぶ，

12 ，
 34 

25 

＝ 
→心四喧；；1

17 

一］；l

44-1号住居出土遺物
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23 

24 

1/12 

3 

45~ 2号畑出土遺物（1)

鑢●●
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PL 93 下田遺跡（2)・花畑遺跡出土遺物（1)

．
 

7
 

8
 ｀
 

10 11 

45-2号畑出土遺物(2)

花畑遺跡

2
 

遺構外出土遺物 3
 

91-1号住居出土遺物



PL 94 花畑遺跡（2)．楡木皿遺跡出土遺物（1)

11-1号土坑出土逍物 岩陰出土遺物

14 

伶

22 

3
 

100-1号住居出土遺物

6 ~ 13 

16 11 

24 25 

遺構外出土遺物

楡木皿遺跡

2
 

5
 6

 

しこi22 
遺構外出土遺物 （縄文 1)



PL 95 楡木皿遺跡出土遺物(2)

一ァ

匡
r、 “-

21 

ロ

バ

t
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入、．． ． 

32 

遺構外出土遺物 （縄文2)



PL96 楡木皿遺跡出土遺物（3)

34 
35 

41 42 45 

55 
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60 
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65 

贔

ヽ
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74 

73 

遺構外出土迫物



PL 97 尾坂遺跡・ニ社平遺跡・三平 I遺跡 出土遺物

尾坂遺跡

• 
1号畑・ 1号溝出土遺物

二社平遺跡

8
 

4
 

2
 

5
 

2
 

3
 

遺構外出土遺物

7
 

4
 

3
 

2
 

三平 I遺跡

遺構外出土遺物

遺構外出土遺物



報告書抄録

フリガナ ヤンバダムハソクッチョウサシュウセイイチ

書 名 八ッ場ダム発掘調査集成（1)

副 書 名 八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 第2集

シリーズ名 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調資報告書

シリーズ番号 第303集

編集者名 松原孝志

蝙集機関 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

所 在 地 〒377-8555群馬県勢多郡北桐村大字下箱田784-2 TEL 0279 (52) 2511 

発行年月日 西暦2002年12月25日

以下に表記されている北緯と東経は2002.4改正以前の 日本測地系を基準

フリガナ フリガナ コード 北緯 東経 調壼面積
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (mり

ヒ東カシ宮ミヤ

大籍9郡オア字ザンオ貞ナ長ア宇ヒ東ガザガ厨野カ川ン99宮ミ紅,9原原、ヽヤ9ラバ畑地町マ99 タ

10424 10005- 36°32' 138° 19951204~ 425 工事用進

00424 56" 42'17" 19951222、 入路建設

19970818~ （川原畑

19970829 進入路）

祠 • 町道付

け替え

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

東宮 畑跡 近世 畑跡 2枚 波佐見系 (18C中～後期）

フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調資面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (mり

イ石シハ畑タ

大ア9群グ郡オ字ザンンオ罵ナ長アTイゎマカザソ／ハ畑ケ県野カ川ノノワタア吾，原原地、ナフカラツ9畑妻マナ町内ヽマ9 4 夕
10424 10005- 36°33' 138° 19960516~ 586 工事用進

00551 10" 42'44" 19960523、 入路建設

19970523~ （八ツ場

19970528、 沢(1)進入

19980901~ 路）

19981009 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

石畑 畑跡 縄文 ・弥生 畑跡 2 枚•土 諸磯a式 ・諸磯b式 ・諸磯 埋没谷が良好な包含

散布地 ・ 古墳•平 坑 8基・岩陰 C式・堀之内 2式 ・加曽利 層。中心となるのは縄

安 ・近世 3基・埋没谷 B2式 ・弥生中期中葉・古 文前期後半

4 式土師．映状耳飾り ・灰釉

陶器 ・石器



フリガナ フリガナ コード 北 緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (mり

カ川ワ原ラ湯ユ勝カッヌ沼マ
ダ

群ゲ郡大ァ，オヤザンンオ馬9長ア字カ勝マカザッ'ケ野/児カメ沼9 IンワマI ア吾カ＇ツ妻マ

10424 10005- 36゚32' 138° 19971201~ 385 仮設道路

ハ：ラマ：チ 00631 29" 41'27" 19971226 建設 ・上

湯原橋橋
地チナ内イ

台建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

川原湯勝沼 畑跡 縄文 ・近世 畑跡 3 枚•土 縄文前期末葉～中期初頭 ・ 畝の断面に As-A降下

散布地 坑2基 加曽利B2式 後の農作業の様子が見

られる。

フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (mり

横ヨコ壁カペ勝カツヌ沼マ

群オ勝グ9郡大カン9オッ馬長ア字99沼マカザマ横ケ県野ヨ地9,ノコ吾.痒原カナ内ヽガペうイ妻マ9字町”9 ’ 
10424 10005- 36°32' 138° 19941101~ 1,877 工事用進

00416 12" 40'36" 19950331、 入路建設

19950524~ （東・中

19950731 村 進入

路）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

横壁勝沼 集落跡？ 縄文 • 平安 住居跡 l軒． 勝坂 1式 ・堀之内 2式 ・加 土坑のうち 3基が土坑

墓 ・弥生？ ． 土坑 9基 ・溝 曽利E3式 ・弥生？ • 石器 墓。

散布地 中近世 1条 ・キセル ・銭貨

フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (mり

ニ西シ久ク保ホイIチ

籍汀馬ナ長字久マクガ横ケ野保県ョふ99っア吾,感原ヵ地、カラ簸
10424 10005- 36°32' 138° 19940516~ 3,320 工事用進

グ郡悶西ン マ尻●内チJ 00404 20" 39'55" 19940520、 入路建設

19980401~ （小倉進

19980619、 路）・代

20000601~ 替地擁壁

20001017 建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西久保I 集落跡 縄文・弥生 住居跡 6軒 ． 神ノ木式 ・花積下層式 ・黒 住居及び剥片廃棄場

散布地 • 平安・中 礎石建物 1軒 浜式 ・十三菩提式・大木6 は、洪水層直下より検

近世 •土坑 101 基 式 ・諸磯a式・五領ヶ台II 出。46区の洪水層下の

・ピット 5基 式 ・阿玉台II式 ．勝坂式 ・ 土器は加曽利 E4式が

・ 溝 4 条 • 水 勝坂 1式 ．勝坂3式 ・加曽 中心でそれ以降の遺物

場遺構水場土 利E2式 ・加曽利E3式 ・ の混入は見られない。

坑 2基・剥片 加曽利E4式 ・曽利 II式 ・ 47区は縄文中期中葉が

廃棄場 曽利1II式 ・堀之内 l式 ・堀 中心。

之内 2式 ・縄文晩期末（氷

式？） ・弥生中期 ・弥生岩

櫃山式 ・弥生樽式 ・須恵器

・中世陶器瀬戸美濃と龍泉

窯系 ・石器 ・銭貨 ・小刀



フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (mり

ヤ山マ根ネIII 

観炉グ郡オ大カオンン音ナ長ア字ノ贔ガザン横厨野堂ヲト9,9,原壁9地rチ、伍9ヽアマ字ナ町内チサイ

10424 10005- 36°32' 138° 19980413~ 2,032 町道拡張

00554 15" 40'06" 19980806 ・深沢橋

橋台建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

山根III 集落跡？ 縄文 ・弥生 住居跡 l軒． 諸磯 C式 ・加曽利E2式 ・ 縄文中期後半曽利式が

散布地 ・近世 土坑17基 加曽利E3式 ・加曽利E4 中心。

式 ・曽利lI式 ・曽利1ll式 ・

曽利N式・加曽利B1式 ・

加曽利B3式・弥生・石器

・銭貨・小刀

フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0' " 0 '"  (mり
シモダ

籍雌ナ長9原ア字ヽガうザ野地チ9ハ林ヤ賛原ナ内ン9 イ玉
下田 10424 10005- 36°32' 138° 19951120~ 228 工事用進

グ郡ン マチ
00423 20" 40'42" 19951222 入路建設

閃塁 （中原進
シモ

下 入路）
------------------------

10424 10005- 36°32' 138° 19941003~ （試掘調査） 工事用進

00415 l 7” 40'50" 19941014、 入路建設

19971119~ （下田進

19911219 路） ・建

設省コア

倉庫建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

下田 集落跡 近世 住居跡 1軒・ 陶磁器・土人形・石器類 ・ 畑跡に登壇らしき痕跡

畑跡 （縄文？ ） 畑跡 銅鏡 ・銭貨 ・金属 （17~18 あり 。

散布地 C.) 



フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (rriり

ハ花ナパ畑タケ
10424 10005- 36°32' 138° 19970904、 9,345 工事用進

00550 40" 40'59" 19980513~ 入路建設

19980519、 ・学校用

19980928~ 地造成

19981102、

19990610~ 

19991224、

20000401~ 

20000630 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

花畑 集落跡？ 縄文•平安 住居跡 3軒． 縄文早期後半•関山式 2 . 陥し穴が遺構の中心。

散布地 土坑 4基 ・陥 五領ヶ台式・堀之内 2式・ 時期は不明。

し穴51基・溝 土師器（北陸、信濃系？有

3条 り） ・須恵器 （墨書含む）

•石器・キセル （19C後

半）

フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (mり

楡ニレ木ギIII 
伍9ナ長木戸9叫孔マガザケ9野地［日99ン見9 ア王,原内口、カフ＇ 韮

10424 10005- 36°32' 138° 19980611~ 1,167 工事用進

閃盗グ郡ン マ予町チ 00553 28" 40'06" 19980731 入路建設

（楡木沢

進入路）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

楡木1Il 散布地 縄文・弥生 諸磯b式・諸磯 C式 ・加曽 縄文土器の中心は諸磯

• 平安 ・中 利E4式・堀之内 2式・加 b. C式。弥生土器の

世 曽利B式・弥生前期・弥生 中心は前期 ～中期前

中期前半・弥生中期後半・ 半。

磁器（13C．中～後、 18C

有り ） •石器



フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (mり

尾オサ坂カ

群大ググ郡オァ宇ザンンオ馬ナ長ア字尾マオガザケナサ坂県野長9ガンカア吾,原野地ナ、9ガラ妻9ツ町原ナ内マ9ナマライ

10424 10005- 36°32' 138° 19940601、 570 工事用進

00414 26" 39'26" 19951025~ 入路建設

19951026、 （尾坂進

19990506~ 入路）．

19990531 尾坂橋橋

台工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

尾坂 畑跡 近世 畑跡 1枚 陶器 ・土製円盤・加工材・

銭貨

フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (mり

サンダ平イラ

グ群グ郡オ大ア字オザン万ア馬長字サ二マガザンケ県野/IIカノダカワ乎イ9吾朕朕ヽララガラ妻マハ畑町地ジテマタ9 

三 I 10424 10005- 36°33' 138° 19980604~ （試掘調資） 工事用進

00648 10" 42'22" 19980605 入路建設

（川原畑

進入路）

祠
所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

三平I 散布地 縄文 磨石

フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調資原囚

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (m:り

二ニ杜ンヤダ平イラ
10424 10005- 36゚33' 138° 19961224、 （試掘調査） 工事用進

00649 09" 42'39" 19980623~ 入路建設

19980714 （穴山沢

進入路）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

二社平 散布地 縄文・弥生 縄文前期前半・諸磯 C式・

加曽利B式・縄文晩期氷式

・弥生前期・弥生岩櫃山式

・ 弥生後期樽式 •石器



フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  °'” (mり

ハ林ヤシの御オッ塚カ
10424 10005- 36°32' 138° 19951218、 （試掘調査） 工事用進

00633 30" 40'58" 19981208~ 入路建設

19981211 （林進入

路）・現

有道拡幅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

林の御塚 散布地 縄文？ 陥し穴

フリガナ フリガナ コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡 0 '"  0 '"  (mり

ウ上エハ原ラI 
10424 10005- 36゚32' 138° 19980206~ （試掘調査） 工事用進

00634 30" 40'58" 19980219 入路建設

（林進入

路）・現

有道拡幅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上原I 散布地 縄文時代？ 陥し穴
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